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202�年�݄ʙ2025年�݄
˞一෦上ه期ؒ֎の事ฑについてもܝ載しています。

ର৅ൣғ
原ଇとして、高ѹガス工業άループすべてを対৅としています。

রΨΠυϥΠϯࢀ
「૑ガイμンスڠ価値」産業省ࡁܦ ˔
˔ I'34「౷合ใࠂॻフレームϫーク」

কདྷのݟ௨͠ʹ͍ͭͯ
ɹ本ใࠂॻにه載されている業績見通し等のক来にؔするهड़
は、作成࣌఺で入手可能な৘ใ及び合理的であると൑断する一
ఆのલ提に基づいており、不確ఆな要素をؚんでいます。実ࡍの
業績等はさまざまな要Ҽにより、見通しとは大きくҟなる可能性
があることを͝ঝ஌おきくͩさい。
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価値創造ストーリー

CON T EN T S

価値創造の基盤

データ
価値創造の戦略

ガス事業

化成品事業

その他事業
（ITソリューション事業・食品事業）

研究開発

「営業・研究開発・製造」
現場座談会

サステナビリティ

環境

社会

ガバナンス

役員一覧
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株主・投資家との関わり
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3 9

4 1

4 3

4 5

5 1

特集 1

特集 2

特集 3

2025年編集ポイント

1PJOU

1

1PJOU

2

1PJOU

4

1PJOU

3

1PJOU

5

社長・副社長特別対談：「アセチレンバウムの夢」から広がる事業の成長

従業員座談会：仲間とともに成長し続ける組織をめざす

「営業・研究開発・製造」現場座談会：三部門連携の強みとものづくりの追求

研究開発の成果と研究員からのボイス

マテリアリティに基づく企業活動の取り組み

社長と෭社長との対ஊを開࠵。高ѹガス工業の૑業のਫ਼ਆとなるʮΞηνϨϯό΢ϜのເʯΛςʔϚに、
その考え方から֤事業のܨがり、ւ֎事業への展๬、地球環境への貢献、さらなる事業の成長について
の対ஊをܝ載しています。

ए手従業員で࠲ஊ会を開࠵。企業理೦のʮແݶのՄೳੑʹ௅ΉʯΛςʔϚに、自਎の仕事や৬場のັ力、
人材の多༷性、これから௅ઓしていきたいことなどを、෦ॺの֞ࠜをこえての対ஊをܝ載しています。

Ӧ業、研究開発、製造の担当੹೚ऀで࠲ஊ会を開࠵。ʮࡾ෦໳の࿈ܞʯΛςʔϚに、お客さまの課題解決への
取り組み、環境対策など࣌代のม化をとらえた新しい価値の૑出についての対ஊをܝ載しています。

�つの研究成果をৄしく解આ。それͧれの研究開発を担当した研究員の੠（ボイス）もܝ載しています。

マテリアリテΟ一ཡ表の֤߲目をؔ連するϖーδにもアイコン化しܝ載。マテリアリテΟ（重要課題）と
۩体的な取り組みや成果がつながりを持って伝Θるようにܝ載しています。
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人と技術と環境の調和。
無限の可能性に挑む。

1「人と技術と環境の調和。無限の可能性に挑む。」という理念のもと、
 「創業の精神を忘れずに、アセチレンバウム(アセチレンの樹)の夢を追い求めて、

 限りない可能性の炎を燃やし続ける」グループ企業をめざします。

2「株主」及び「取引先」各位ならびに「従業員」を三位一体と考え、公正妥当な
 倫理基準に基づいた事業活動を通じて、社会に貢献できる経営を行ないます。

3 全般的な経営の効率化を地道に推進し、企業体質の健全性を維持しながら、

 企業価値を高め、事業規模の拡大をはかります。

4「安全・安心をすべての基本姿勢」とし、創業以来一貫して、この姿勢を貫いております。

5「地域に密着した企業ブランド」を構築し、存在感のあるグループ企業をめざします。

バウム（Baum）は、ドイツ語で『樹』を意味します。

創業時からのアセチレン事業を大樹の幹と捉え、アセチレン化学から生じるさまざまな誘導

品をもとに新たな事業を創出し、これらを枝のように伸ばしていく。

この創業者の想いが『アセチレンバウムの夢』であり、当社グループの企業理念の根幹となっ

ています。わたしたちはこれからもアセチレンバウムの夢を持ち続けながら、未来への限りない

可能性を追求し、社会の発展と人々の豊かな暮らしに貢献できる企業グループをめざします。

アセチレンバウムの夢企業理念
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高圧ガス工業株式会社
代表取締役社長

໵װ�໦ࠇ

［初の統合報告書の発行を経て］「伝える経営」の重要性と課題を実感

［当社の社会的使命］ 責任ある供給体制の堅持と次代を見据えた挑戦

［中期経営計画の進捗］ 供給体制の強化と戦略投資の成果を見極める局面へ

当社は、ステークϗルμーのօ༷に対する৘ใ開ࣔの一

環として、202�年度にॳめて౷合ใࠂॻを発行しました。

制作にࡍしては、社内の企画・ฤूチームをはじめ、社内が

一ؙとなってデータの収ूや原ߘのฤूに取り組み、૑業

からのาみや価値૑造のي੻を体系的にまとめることに注

力しました。また、企業理೦である「人と技術と環境のௐ࿨。

ແݶの可能性に௅Ή。」を౿まえて、「҆全・҆৺をすべての

基本࢟੎」とする企業のあり方をࣔしました。企業活動をࡒ

຿的価値と社会的価値の྆໘から伝えたことで、「これまで

஌らなかった高ѹガス工業の価値がよく理解できた」といっ

た͝意見、͝ 評価をいたͩきました。こうした反ڹを౿まえ、

今後はさらに一า౿みࠐんͩ৘ใ開ࣔを進め、当社のܦӦ

についてより۩体的にお伝えする所ଘです。

そして、もう一఺実ײしたのは、従業員とのエンήーδメン

トの大੾さです。౷合ใࠂॻを通じて会社が考えていること

を従業員の方々に的確に伝え、価値؍のϕクトルを合Θせ

ていくことで、エンήーδメントを促進できるとײじました。

その఺、従業員のօ༷が౷合ใࠂॻの内容を౿まえて、「自

トップメッセージ

歴史の中で培ってきた社会的使命を起点に、挑戦と進化
を通じて企業価値のさらなる向上をめざします

分は会社の中でどう活༂していくのか」と考える機会になる

ことをئっています。

これまで伝えきれていなかった当社άループの࢟を、この

౷合ใࠂॻを通じて発信することで、ステークϗルμーのօ

༷からਅに評価される企業άループをめざしていきます。

当社の社会的࢖命をあらためて考えたとき、産業のインフ

ラをཪ方として支えるという఺にਚきるといえます。インフ

ラとは、モノづくりを支える基൫であり、ҩྍの現場でいえ

͹命を支える基൫でもあります。こうした࢖命は、૑業の࣌

代から高度成長期、そして今にࢸるまで、ࢲたちが一貫して

継ঝし続けているものです。

この఺、લ回の౷合ใࠂॻで঺հした「アセチレンバウムの

ເ」についてਃしますと、アセチレンをى఺にガス事業や化成

品事業をどのように޿げていくのか。これこそがࢲたちに課せ

られた࢖命です。そして、࢖命にチϟレンδしていくうえで大

੾なのは、人と会社、そして社会とのつながりͩと考えます。

当社は1�5�年の૑業Ҏ来、༹ 解アセチレンのトップメー

カーとして産業ガス業界をݗ引してきました。1�60年には

化成品事業を、さらにはITιリューション事業にもྖҬを

拡大し、ৗに࣌代の要੥に応じた事業を展開しています。

国内のアセチレン生産量は、ࢲの入社した1���年から૬

当量減少しています。市場がॖ小しているとはいえ、ࢲたち

は「たとえ需要がシリンμー1本になったとしても、最後まで

੹೚を持って供څする」という強い֮ޛのもと、シリンμー

現中計の進ḿ状گですが、おおΉね計画どおりに進んで

います。2026年�݄期の決ࢉでは、ച上高1
020ԯԁ、Ӧ業

利ӹ6�ԯԁを見ࠐんでいます。アセチレンガスの需要減少

や価֨సՇの難しさといった課題があるものの、̓ ఆ供څ

に対するお客༷の理解をഎܠに、引き続きݎௐな業績が期

待できると൑断しています。

202�年度においては、֤ 事業について、଍ݩの地ಓなӦ

ガスビδネスを展開しています。

ಉ࣌に、ݫしい状گをΉしΖ新たな成長機会とଊえ、アセ

チレンを原料としたカーボンナノチューブの生産や、ৗѹス

マート浸炭技術の開発など、次代を見据えた技術ֵ新に取

り組んでいます。

環ࡁܦくרが代表にब೚してからの�年ؒ、当社を取りࢲ

境はコロナՒや地政学リスクの高まり、原材料価֨の高ಅ

など、大きなม動にさらされました。これらのࠔ難を৐りӽ

え、̓ ఆした業績をҡ持できたのは、当社άループの従業員

一人ͻとりがม化に柔軟に対応し、課題の解決策を໛ࡧし

てきたからに΄かなりません。

一方で、௚近の課題の一つは、新ଔ採用を中৺に人材の確

保がਂࠁであることです。また、当社が展開するシリンμーガ

スビδネスでは、「作って、ஷめて、ӡͿ」において、いΘΏる

202�年໰題をഎܠに、ӡస手の確保をؚめて物ྲྀ体制をど

うҡ持・強化していくかが大きな課題です。これについては、

重要なܦӦ課題の一つとしてଊえており、製造や物ྲྀの現場

վળ、ॲ۰や෱利ް生などにਅ݋に取り組んでいく考えです。

業活動やサプライチェーンをؚめたܦӦの合理化のਪ進に

より比ֱ的ྑい業績を収めることができました。

これに対して、2025年度に向けては、現中計においてガ

ス事業、化成品事業で実施してきた工場新設などの先行投

資の状گを౿まえつつ、これらの投資が今後どのようにച

上や利ӹに݁びついていくのか、この఺をしっかり見極めな

がら業績の向上に౒めていきます。

［新商材の開発］ 外部との連携と発想転換で切り拓く技術開発の次なるステージ

当社は、201�年の土浦研究所の設置をܖ機に、新たな技術

を確ཱして世に出すという࢟੎を強く持つようになりました。

現中計においては、新たな商材としてカーボンナノチュー

ブやৗѹスマート浸炭技術など新商材を世の中に提供でき
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トップメッセージ

［グローバル展開の課題］ 事業間の連携と人材育成で挑むグローバル戦略の再構築

［人的資本経営のあり方］　学びと対話を通じて互いに高みをめざす組織を築く

［サステナビリティ経営の推進］ 安全と変化への対応力を基盤に、信頼される企業をめざす

［次期の中期経営計画に向けて］ 人と技術を原動力に、未来に向けた事業基盤を構築

άローバル展開にؔしては、化成品事業がւ֎進出から

໿10年がܦաし、ようやく҆ఆ的に利ӹが出る体質にసじ

てきました。

ガス事業については.�Aから໿5年がܦつものの、ਖ਼௚

にਃし上げてۤઓが続いています。その要Ҽの一つとして、現

地の商श׳とのギϟップがあり、վめてリサーチに取り組み、

「人を活かす企業」をめざす当社にとって、人的資本ઓུは

ਃすまでもなく重要です。現在では特に、研म制度のॆ実に力

を注͗、ए手から管理৬までのリスΩリンάを進めています。

研मは、従業員ಉ࢜の活動の見える化、コϛュニケーションの

活性化、そして提Ҋ力の向上に資するઈ޷の機会です。

新年のあいさつの中で、ࢲは「໰題解決の能力も大੾ͩ

が、それҎ上に重要なのは໰題を発見する力です」と全社に

伝えました。ࢲ自਎をؚめて、さまざまな課題に対して気づ

く力をཆうとともに、最後までやり਱げる੹೚ײと実行力を

一ࡢ年からは全社をԣ断した҆全管理体制の構築を進め

ています。۩体的には、ガス事業本෦、化成品事業本෦、技術

本෦、管理本෦というॎのラインに対して、֤ ෦をԣ۲で通

した「҆全Ӵ生ਪ進ࣨ」を࡮新しました。֤ 事業෦からメン

バーをूめて、従来、事業෦୯Ґで݁׬していた活動や৘ใ

をԣ断的にڞ有し、֤ ෦໳の࿮を௒えて連携を強化する体制

としました。管理本෦がॎ糸、̓ 全Ӵ生ਪ進ࣨはԣ糸となっ

て、組৫全体で҆全҆৺の体制を強化していきます。この取

り組みは、今後άループ֤社にも展開していく予ఆです。

๯಄でਃしたとおり、当社のܦӦ理೦は「人と技術と環境

のௐ࿨。ແݶの可能性に௅Ή。」です。この理೦は実にバラン

スの取れた考え方ͩとײじます。しかし、理೦はܝげるͩけ

では意味がありません。人が௅ઓしなけれ͹、技術も環境も

動きません。そして、そこに「ແݶの可能性」というݴ༿を続

けるなら͹、「人の可能性」「技術の可能性」「環境の可能性」

次期中計を策ఆしていくうえで重ࢹしているのは、資本コ

ストを意ࣝしたܦӦのਪ進によりגओ価値の向上をめざす

のは当વとして、そのうえで社会的価値の向上との྆ྠで企

業価値を高めていくという఺です。これを実現していくうえ

での基൫として、「人材の価値をどう高めていくか」という఺

を重ࢹしています。

現中計を進めるうえでは、「従業員を活༂の෣୆の上にの

せる」ことを意ࣝしてきました。そのためにはܦӦ૚が「ฉく

力」を持つことがඞਢです。従業員の意見をਖ਼解かどうかの

Ҏલに、「まͣ発ݴしてもらう」「発信してもらう」こと自体を

大੾にしてきました。大੾なことは現場から多༷な意見が上

がってくることです。これを౿まえて、意見をબ୒し、実行す

るのはܦӦऀの੹೚です。ͩ からこそ、「一つでも多くの意見

が出る環境をいかに整えるか」ということが重要であると考

えます。おかげさまで、現中計では「この事業は自分が੹೚

を持って成長させていく」という࢟੎のもとで業຿にਚ力す

る人材が着実に૿えているとײじます。

次期中計における新たな商材の開発については、アセチ

ઓུを࿅り௚すඞ要があるとೝࣝしています。

今後は、化成品とガスのそれͧれがւ֎事業において֞

ࠜをӽえて連携し、「チーム高ѹ」として૯合力を発揮してい

くことが重要ͩと考えます。そのなかで、収ӹ体質が確ཱし

つつあるϕトナムの化成品事業とガス事業をԣ断的につな

げていく。そうした体制をૣ期に構築していきます。

高めたいと考えます。

そして今後、組৫力を高めるうえでは、課題と課題、人と

人をつなぐଘ在が大੾ͩとࢲはࢥいます。子ҭてやհޢと

いったプライϕートな事৘にؔする೰みや׉౻について、一

人で๊えࠐΉのではなく、チームで考えるというࢹ఺にཱつ

と解決のಓےが見えてくるはͣです。ͩ からこそ、つな͗໾

になる人材をҭてていくことが、ࢲたちに課せられた࢖命の

一つです。人が人を支える。そうしたؔ܎性を大੾にできる

組৫でありたいとئっています。

を௥ٻする会社にしていきたいです。

そのためには、ม化との向き合い方が大੾です。લ回の౷

合ใࠂॻでड़べたように、「ม化をڪれͣ、ม化をָしΉ」こ

とが大事ͩとࢥっています。ม化を上手にडけ入れ、進化し

ていくことで、世ؒから「この会社がඞ要ͩ」と評価されるଘ

在になっていくでしΐう。

お客༷は日々ม化しています。ͩ から、ࢲたちもมΘらなけ

れ͹なりません。一方で、会社がม化しても、ܦӦ理೦をはじ

めとする考え方の本質をมえることはない。こうした一貫した

࣠を持って、これからもお客༷と向き合っていきます。従業員

のօさんに対しては、世の中がม化していくなかで、ม化をָ

しみつつ、対応して΄しいとئっています。そしてもう一఺、人

も会社も世ؒも݁ہはつながっていないとԿもできないとい

うことです。一人ではԿもできない。ͩ からこそ、支え合い、つ

ながりながらલに進んでいく。ࢲはいつもそう考えています。

レンをى఺としたさらなる可能性の௥ٻです。アセチレン

（C2)2）は炭素と水素から成るガスです。これをى఺にすれ

͹、ྫ え͹カーボンナノチューブを生成するաఔで෭産物と

して水素が生まれます。これを有効活用しない手はありませ

ん。また、炭素についても、環境໰題を引きىこすやっかいな

ଘ在とଊえるのではなく、利活用する方向に持っていきます。

アセチレンは、炭素と水素をバランスྑくؚんでいる。

ͩからこそ、「Cと)2がちΌんと入っている、環境にも໾ཱつ

ガス」というメッセーδ性のある新しい価値をଧち出してい

きたいのです。

それと、今後の.�Aのあり方についてए干৮れますと、

ಉ業の販ച会社やメーカーとの౷合がे分にあり得ます。

「その会社に೚せきりにする」のではなく、ΉしΖ当社が積極

的にؔ与していくべきͩとࢥっています。ڞにಉじ方向をาん

でいく当社άループの஥ؒとして、当社が的確にڭҭや

サϙートを行ないながら、強固な内෦౷制システムを構築

し、άループの価値を高めていく。これが、ࢲが考える次の

࣌代における高ѹガス工業άループのあり方です。

るஈ֊にまでࢸったことが大きな成果とଊえています。当社

のܦӦ理೦である「人と技術と環境のௐ࿨」にԊった新商材

を世に送り出すことで、当社άループ全体の࢜気が高まって

います。現場からは「次はこういう商材でউෛしたい」「ࢲた

ちの技術をもっと13したい」という੠が続々と上がってお

り、ܦӦऀとして次の௅ઓのステーδをしっかりとつくって

いくඞ要があると考えます。

加えて、研究開発を通じて௧ײするのは、「一社でできな

いことでも、ෳ数の企業が力を合Θせれ͹実現できる」とい

うことです。ৗѹスマート浸炭やカーボンナノチューブにつ

いても、当社の技術ͩけではその実現までに୧り着くことは

難しかったと考えます。

従来の発૝にଊΘれͣ、さまざまな分野の大学や企業と

組んで、お客༷に対して新しい価値や解決策を提供してい

く。こうした発૝のస׵こそが、今後の事業展開の一つのݤ

になると考えます。
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社長・副社長特別対談

アセチレンの可能性に着目し、事業の壁を
越えて挑み続けてきた歴史があります

技術の追求と市場の開拓の相乗効果で、
新たな価値を創出してきました

黒木ɹ当社の企業理೦は「人と技術と環境のௐ࿨。ແݶの

可能性に௅Ή。」であり、そのલ提のもとで「アセチレンバウ

ム（アセチレンの樹）」という事業に対する考え方が続きます。

アセチレンは化学的に多༷なม化をもたらすガスです。活用

次ୈで多くのೋ次製品や༠導品が生まれてくることから、可

能性の大きなガスといえます。

ɹ当社において、新たな価値を૑出していくうえでは、ৗにア

セチレンの原఺にཱちฦりつつ、新たな可能性を௥ٻしてき

たྺ࢙があります。アセチレンを࣠として、ガス事業をはじめ、

化成品事業、ITιリューション事業がଘ在し、それͧれが連

携し合うことで、事業を展開しています。すなΘち、�つの事業

が手を取り合い、֞ ࠜをӽえて連携していくという意味もؚ

めて、「アセチレンバウム（アセチレンの樹）」というݴ༿が、当

説田ɹガス事業と化成品事業は一見ҟなる分野に見えるも

のの、ガス事業が手がけるカーボンナノチューブや難燃剤に

社の企業理೦を端的に表す৅徴としてܝげられています。

説田 ݴが考える「アセチレンバウム」とは、「バウム」というࢲ

༿に৅徴されるとおり、バウムクーヘンのように年ྠのある໦

をイメーδしています。年ྠはຖ年少しͣつ૿えていくもので

あり、日当たりや環境によってܗもҟなります。そうした自વの

成長のイメーδを重ねながら、֤ 事業について一年͝とにװを

ଠくし、ࢬや༿を৳͹しながら大໦へとҭっていくଘ在です。

ɹアセチレンは化学の基ૅにあたり、当社事業における発

૝の出発఺としてҐ置づけています。世の中はエチレン化学

がओྲྀであるものの、実ࡍにはアセチレンから始まった෦分

が多くあります。そして、現在取り組んでいる新しい技術も

アセチレンがあってこそ可能になっている໘があります。

かつてはアセチレンを૆業とする当社が、化成品、特に接着

剤を手がけるようになったことについて、֎෦の人からは不

Θれるようです。しかし、ॳ期の接着剤の原料はアࢥにٞࢥ

セチレンの༠導体であり、当社はアセチレン化学に基づいて、

接着剤の原料を作る技術を確ཱすることとなりました。その

代表取締役社長 代表取締役副社長

໵װ�໦ࠇ આా�࿨༸

後は、原料生産について֎෦にҕୗするܗになっていったと

いうܦҢがあります。

ɹこうしたྲྀれをܦて、アセチレンを「大きなװ」としてҭて

ていくというਫ਼ਆが社内にࠜ付いています。また、アセチレン

にこͩΘるのではなく、新しい分野にも௅ઓする࢟੎も大੾

にしています。ྫ え͹、ITιリューション事業෦はその一

ྫであり、ガスから化成品にҠ行した࣌఺で、アセチレン化

学ͩけにとらΘれない発૝がժ生えました。

黒木ɹ入社当࣌、アセチレンはࢲたちにとってまさにՖܗの

ଘ在でした。造ધ業界を中৺に多ذにΘたってアセチレンを

販ചしており、ࢲもॆర作業を手伝ったهԱがあります。

ɹその後、アセチレンが他のガスに代替されていく、いΘΏ

る「燃స」をܦ験するようになりました。

ɹアセチレンの販ച数量が減少܏向にあるなかで、それを

どう৯いࢭめるかがӦ業としての࢖命となりました。多くの

お客༷にアセチレンの13活動を行ない、どこでアセチレン

を࢒していけるかをਅ݋に考えていた࣌代でした。そうした

中で、Ӊ野ࢎ素ג式会社との業຿提携などもܦて、当社は

༹解アセチレンのメーカーとして市場の઒上にཹまるので

はなく、઒Լ、すなΘち需要先により近い販ച໢を確ཱしよ

うというࢥいがより強くなりました。

説田ɹ当࣌、化成品ؔ܎の事業ではアセチレンの༠導体と

して生まれた接着剤分野で活路を開こうとしていました。

ɹアセチレンはమなどのۚଐの༹接・༹断を得意とします

が、ۚ ଐをバーナーで熱すると࿪みや๲ுがىこるといった

弱఺があります。一方で、接着剤は࿪みを生じさせることな

くۚଐを接合できるため、༹ 接ができないՕ所への代替手

ஈとして接着剤を提Ҋしました。ಉじ業界内でアセチレンに

よる༹接と接着剤による接合というҟなる方法を提供でき

ることは、新たな可能性を拓いたといえます。աڈにガスの

Ӧ業担当ऀから「接着剤での提Ҋができないか」といったґ

པが来るなど、྆ 事業がうまく連携してきた݁果、現在のൟ

ӫがあるといえます。

これからもアセチレンを原点に、事業の垣根を越えて多様な
価値を育み、社会貢献と企業としての発展に挑んでいきます

特集 1

౰ࣾ͸ɺ創ۀҎདྷΞηνϨϯΛݪ఺ʹଟ༷ͳۀࣄΛల։͖ͯ͠·ͨ͠ɻࡏݱɺΨεɾԽ੒඼ɾ*5ιϦϡʔγϣϯのۀࣄࡾ

͕࿈ͯ͠ܞɺ৽ͨͳ価値の創ग़ʹ௅ΜͰ͍·͢ɻւ֎ల։΍ڥ؀ରԠɺएखਓࡐの੒௕΋ࢹ໺ʹೖΕͳ͕Βɺ͞ ΒͳΔا

໦ࣾ௕ͱઆా෭ࣾ௕͕ɺ͜ࠇɺࠓのਐԽΛΊ͟͢ۀ Ε·ͰのาΈͱ͜Ε͔ΒのເΛޠΓ߹͍·ͨ͠ɻ

［アセチレンバウム」に込めた思い］

［ガス事業と化成品事業のコラボレーション］
日本とベトナムを起点に、世界を見据えた
成長戦略を描いています

［海外展開の現状と展望］

黒木ɹւ֎展開の現状についてਃしますと、ガス事業につい

ては、ϕトナム子会社を有していますが、౦ೆアδアで事業

展開を成ޭさせるには、化成品の力を活用するࢹ఺のもと

でその子会社を੝りཱてていくඞ要があると考えています。

しても、アセチレンをى఺にした化学品です。ガス事業と化

成品事業との組合せにおいて、今までにない価値を૑出し、

新たな事業෦をཱち上げることが目標です。

黒木ɹガス事業と化成品事業のコラボレーションを通じて、

事業に޿がりが生まれてきたことにਂ֒ײいものがありま

す。ޓいにアセチレンをى఺とした研究を続け、྆ 方の連携

をはかっていくことで、さらなる発展があると信じています。

説田ɹ事業ؒの連携というۤݎしい࿩ͩけではなく、当社は

々、従業員ಉ࢜のަྲྀが੝んという社෩が備Θっていますݩ

ね。ྫ え͹、ࢲたち2人はどちらもੲからؔ౦で仕事をしてい

たので、ޓいをよく஌っていました。ある࣌、ࢲのお客༷がガ

スの工場を見学したいとݴってきたࡍ、ਆಸ઒の事業所にい

たࠇ໦さんに電࿩をして、「ちΐっと行きたいんͩけど」と伝

えたとこΖ、「かまΘないよ」と快୚してくれました。ٯに、ガ

ス事業のお客༷が化成品の工場を見たいというときは、ࢲが

Ҋ内するといった۩合で、日ৗ的にޓいにサϙートし合うؔ

を܎います。こうしたフラットなؔࢥができていたように܎

通じて、事業ؒの֞ࠜを௒えたڠ働につながっていきました。

黒木ɹ現状では人事ަྲྀがそこまで進んでいるΘけではな

いものの、今後は人材ަྲྀにもっと目を向けるඞ要がありま

す。「じΌあ今度は化成品で௅ઓしてみるか」「化成品をやっ

ているけどガスもษ強したい」といった人材ަྲྀがىこるこ

とを๬んでいます。

説田ɹ人のަྲྀについて、໌ 確なนがあるΘけではないも

のの、「このあたりが境界ͩな」という֮ײ的なものがଘ在し

ているとࢥいます。Ӧ業担当ಉ࢜のコラボレーションは重要

ですが、やはり技術のコラボレーションこそがݤになるはͣ

です。ガス事業と化成品事業の技術的な連携によって、さら

なる先のྖҬに౸ୡすることも不可能でないと考えていま

す。この఺について、զ々としてもԿとしてでもやりきるとい

う強いࢥいでྟみます。
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社長・副社長特別対談

黒木ɹ最後に高ѹガス工業のະ来૾について考えをお伝え

します。アセチレンからスタートしてきた会社として、「アセ

チレンとシリンμーガスでナンバーϫンをめざす」という標

げています。どの事業෦であれ、どの商品であれ、そܝをޠ

れͧれがナンバーϫンをめざして΄しいという気持ちを持っ

て΄しいとئっています。ࢲ自਎、それをތりにײじながら

事業に取り組んできましたし、その気持ちを次の世代に引き

継いでいきたいとࢥっています。

ɹさらにݴえ͹、ࢲたちの事業はインフラを支えること、もの

づくりを支えること、そして命を支えることにؔΘっています。

社会的な࢖命にތりを持つことについても、これからの世代

にしっかりと伝えていかなけれ͹ならないとײじています。

説田ɹࢲたちの原఺である「アセチレンバウム」の考え方に

基づいてݴえ͹、アセチレンというڞ通のװがあって、そこ

からࢬが৳び、༿がついて、Ֆが࡙き、実がなる。その実がガ

黒木ɹ今後の事業展開については、原఺であるアセチレン

に再度ཱちฦり、その可能性を௥ٻしていきます。ྫ え͹、ア

セチレン（C2)2）を構成する炭素（C）や水素（)2）を活用して

いく方法として、アセチレンを原料とするカーボンナノチュー

ブそのものの用途開発や、その製造工ఔで෭生される水素

の販路拡大などを構૝しています。また、炭素に対しては、

工場などからഉ出されるೋࢎ化炭素を回収し、リサイクルし

て活用する取り組みを考えていきます。

説田ɹ当社の化成品は༹剤を࢖Θない水性タイプのものを

取りѻっているため、ݩ々環境にやさしい製品です。ͩ から

こそ、環境に配慮した製品を世の中に出しているという自ෛ

があります。さらにその先を考えて、「もっと環境にやさしい

ことを進めていくにはどうしたらいいのか」というࢹ఺をも

とに新たな価値を૑出していきます。۩体的な一ྫとしては、

Իをٵ収したりৼ動を཈えたりするようなシートを開発し

て、それを建物や車などに࢖っていたͩく。こうした制ৼ材

は、環境性能の؍఺からも意ٛがあると考えます。

ɹもう一఺、当社が持っている樹脂を࢖って、通ৗ、ഇغさ

れてしまうようなものをผの製品に加工していく技術をຏ

いていきます。これはアップサイクルの取り組みです。製品の

性能を一ஈ引き上げたうえで、新しい価値を持った製品とし

て世の中に出していく。これによって、アセチレンから始まっ

たࢲたちの会社が、環境にやさしい製品を通じて、社会に対

してෛ荷をかけͣに貢献していくことができると考えます。

ɹ今後、環境に対する意ࣝが高まる中で、少なくとも環境に

配慮した商品ͩからこそબびたいという人たちが確実に૿

えていくはͣです。こうした意ࣝのม化を先取りしてハーυ

ルの高い௅ઓを進めていきます。

黒木ɹઆాさんのݴうとおり、ࠔ難は伴なうものの、௅ઓす

るඞ要があるとࢲ自਎もࢥいますし、そうײじている従業員

も多いのでは。ここԿ年ؒか、新入社員の࢟を見ていて、「社

会貢献をしたい」「インフラに携Θる高ѹガス工業で働きた

い」っていう੠が੝んに出てきます。ࢲたちのような上の世

代は、एい人々のࢤ向に応えていくことが࢖命ͩとࢥいます。

説田ɹ今後、新たな価値を生み出していくうえで、研究の方

向性をどうఆめるかが大事なϙイントです。自分たちが「こ

ಉ࣌に、ガス事業と化成品事業の྆ྠを回して、૬ޓにิ׬

し合う体制を構築していきます。

説田ɹϕトナムに଍をӡͿようになったのは、今から15年

લのことです。きっかけは、当社の化成品の製品が現地でよ

くചれていたことにあります。当࣌、その活گな市場を見た

うえで「製造販ചを現地でもやるしかない」と൑断しました。

ϕトナムには活気があり、かつての日本のような成長の֊ஈ

を一気に駆け上がΖうとしている੎いをײじ取ったのです。

ϕトナム事業については、日本とಉ༷にガス事業と化成品事

業を一つの会社で行なう事業モデルを展開したいというࢥ

いを持っています。また、౦ೆアδア֤国にもஈ֊的に展開

していきたいと考えており、すでにछまきを開始しているஈ

֊です。さらに、当社の化成品の製品はถ国、Ϥーロッパ、ೆ

アメリカに出荷実績があるため、これらの地Ҭでの事業展開

も注ࢹしています。

黒木ɹそのためには、ւ֎展開を先導できるάローバル人

材のҭ成が重要な課題ですね。

説田ɹϕトナムを中৺にւ֎人材の採用・ҭ成を進めてい

るとこΖです。現在、ハノイ、μナン、ϗーチϛンなどの工Պ大

学の理系学生に੠をかけ、現地で会社આ໌会を実施中です。

ɹ採用後は、日本ޠの学श支ԉ体制のもと、日本のจ化や

生活にೃછめるようにフォローアップを行なっています。そ

してক来は工場・研究・Ӧ業といった֤分野で、ւ֎人材を

国内֎でҭ成し、֤ ఺で活༂してもらうことをめざしていڌ

ます。その中では、֎国੶の従業員が工場長になることを目

標にܝげており、その目標を໌ࣔしてモチϕーションの向上

をはかっています。

挑戦する思いを後押しし、次の世代と
ともに未来を切り拓いていきます

地球環境への貢献をめざしつつ、
新技術の創出に挑み続けます

［従業員とともに夢を抱いて］

［高付加価値化によるさらなる成長に向けて］ れはす͝い技術ͩ」「画期的ͩ」とࢥっていても、社会にೝ஌

されなけれ͹意味がありません。

ɹࢲたちは製品や素材をつくることはできるけれども、それ

が社会的にどう評価されるか、どれͩけ重要性があるかと

いったお๽付きを得ていくには、ઐ໳的なཱ場の人たちと

連携していくことがඞ要です。

ɹもう一఺、大੾なことはւ֎展開における方向性です。ւ֎

においては新技術を一気に持ちࠐんͩ方がૣく市場に޿がっ

ていくと考えます。もちΖん、技術的な土୆がまͩできていな

い国や地Ҭで、いきなり高度な技術を導入してもうまくいかな

いリスクがあるものの、一方で柔軟にडけ入れてもらえる可

能性もある。ͩ からこそ、ւ֎企業との連携、ւ֎での技術展

開が新製品を一気に普及させるݤになると見ࠐんでいます。

黒木ɹその意味では、産学連携や社会とのつながりをもっ

と大੾にしていくඞ要があります。価値の૑出は一社ͩけで

はできͣ、連携が重要であり、ͩ からこそྑいڠ働૬手を୳

していくことが欠かせません。もっとも、パートナーの見極

めをどうするかは؆୯ではありません。ͩ からこそ、技術を

見ఆめる目利きの力、そしてͩれと組Ήべきかを見極める力

を持つことが重要です。

スͩったり、化成品ͩったりする。普通の໦でݴえ͹、りん

͝の໦ならりん͝、みかんの໦ならみかんしか実らない。

しかし、「アセチレンバウム」ではಉじװからҧうछྨのՖが

࡙き、多༷な実がなる特ผな໦である。そうした多༷性のあ

る໦にҭって΄しいと考えます。

ɹそのためには、「自分たちはガス事業ͩから」「化成品事

業ͩから」と࿮を決めͣに、Կ事もڪれͣに௅ઓして΄し

いです。新しい分野を見つけて、それを自分たちのものに

して΄しい。

ɹ当社では、एい人たちの௅ઓするࢥいをとどめることは΄

΅ありません。研究開発の方向のमਖ਼はあるとしても、「やっ

てみたい」「௅ઓしたい」という意ࢤを൱ఆしたことはないつ

もりです。これからも෦ॺや会社の֞ࠜをӽえて、どんどん௅

ઓして΄しいとࢥっています。

黒木ɹएい人たちが௅ઓできる環境づくりが大੾であると

ともに、社内における৘ใަ׵のさらなる促進が大事です。

ができる෣୆を整えることが欠か׵Ӧਞとしては、৘ใަܦ

せません。また、従業員の中には「他社の技術を見てみたい、

஌りたい」というࢥいを持っている人がいるはͣです。これ

に対して、「行ってこい、見てこい」とഎ中をԡしてあげること

が、ܦӦਞの੹຿ͩとࢥっています。

ɹこれはւ֎でもಉじことがݴえるとࢥっています。行った

ことのない人の中に、実はؔ৺を๊いている人が多数いる

はͣです。こうした人たちにチϟンスを提供していくのがࢲ

の࢖命です。また一方で、従業員のօさんは積極的に手を上

げて΄しいのです。ܦӦਞ及び従業員のօさんが一ॹになっ

て௅ઓする気֓を持ち続け、新たな高ѹガス工業のྺ࢙を

拓いていきたいです。
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1959 1967 1974 1977 1981 2017 2020 20231958

変革と挑戦
2001 ～ 2020

サステナブルな未来へ
2021 ～

1�5�年6݄૑業。高度ࡁܦ成長期のアセチレン需要の高
まりもあり、工場新設・૿資・合ซを܁りฦし急成長。૑業
�年目にアセチレンメーカーとして国内トップシェアになり
ました。૑業まもなく、ୈೋのபとして接着剤事業の展開
を構૝。工場及び研究所を新設し、化成品事業として製造
販ച体制を築きました。

アセチレンをؚΉ֤छ高ѹガスを製造・販ച・供څする事
業（シリンμーガスビδネス）が本֨始動。さまざまな地Ҭの
ガスデΟーラーや容器メーカーとܦӦを౷合し、物ྲྀ子会社の
販ച໢を駆࢖しながら地Ҭີ着型の事業スタイルを確ཱして
いきました。新たな事業分野として、ITιリューション事業の
基ૅとなった-4Iカーυ事業にࢀ入。

άローバル化をめざし、化成品事業が先行するܗでϕトナ
ムに子会社を設ཱし、ガス事業がϕトナムの事業会社に資
本ࢀ加。土浦研究所をཱち上げ、ガスにؔ連する素材・用途
の開発や社会的課題の解決もめざした研究開発活動を活性
化。また、塗料会社をࡿԼに収めることで事業ྖҬを拡大。

中期ܦӦ計画に基づき、進化する企業として、5つの成長
ઓུをϕースにมֵと௅ઓを続け、طଘ事業のॆ実化に加
え、新商材の開発や新規市場の開拓、事業の多֯的展開を
実行、さまざまな社会的課題に向き合い続けます。

1969 1973 2000 2008 2013 20241961

1984 1986 1989 1991 2014 2015 2017 2022 2024
ITソリューション

ガス事業

化成品事業

静Ԭ市で中෦ガス産業ג
式会社	資本ۚ�00ສԁ

を設ཱ。

༹解アセチレンの製造を
開始するとともに、物ྲྀ子
会社（߂容通商᷂）を設ཱ。

೻ຏ工場においてアセチレン
容器の製造を開始。

小૔工場・大分工場にお
いてアセチレンҎ֎のガ
スのॆర（ࢎ素・஠素）を
開始。

高ѹガス容器の製造販ച
会社を子会社化。

Ӊ野ࢎ素᷂の設ཱをܖ機
にシリンμーガスビδネス
が本֨始動。

化成品事業本෦名ݹ԰工
場をҠసし、ߕլ工場を
新設。生産能力の૿強に
より接着剤の生産体制を
強化。

਎近で見つからない「多༷
な場໘で活用できる3'タ
ά」を見つけることができ
る৘ใ提供サイト（タάプ
ロ�.DoN）を開設。

-4Iカーυ内のه࿥デー
タの見える化が可能な電
子ϖーパーの開発を開始。

৘ใシステム事業本෦を
ITιリューション事業本෦
にվশ。また、工場現場の
見える化ϖーパーレスを実
現するためのデΟスプレイ
タάの販ചを開始。

土浦研究所を開設。水素蓄
ѹ器やカーボンナノチューブ
などの次世代を見据えた新
用途の研究開発が本֨化。

ϕトナムのガス事業会社
「VIETNA. 41ECIA-T: 

GA4E4 CO.
 -T%.（クリオガス）」
を子会社化。ガス事業とし
てॳめてのւ֎進出。

CO2ഉ出量を΄΅θロに
する新ガス浸炭法（ৗѹス
マート浸炭）を開発。

ਣࢎビニル系接着剤の
製造販ചを開始。

ビࢎ૔工場を新設し、ਣࠤ
ニル系エマルδョンh ϖガー
ル とɦॠؒ接着剤h シアノンʱ
の製造販ചを開始。

名ݹ԰工場にてh ϖガールʱ
の製造を開始。

1978

ཽ野工場を新設し、塗料
用エマルδョンの製造販
ചを開始。ಉ࣌期にࠤ、 ૔
工場にてh ϖガロック のɦ
製造販ചを開始。

1979

遮熱塗料h クールトップʱ
を発ച。またࠤ、 ૔工場内
に౦ژ研究所を開設。

スズカフΝイン᷂に資本
加。塗料分野に事業ྖҬࢀ
を拡大。

制ৼ・防Ի・耐ٱ性を有する
制ৼ材h サウンυプルーフʱ
の販ചを開始。

ϕトナム現地法人
「,OAT46 GA4 ,OG:O 

VIETNA. CO.
 -T%.」を
設ཱし、hϖガール のɦ製造
販ചを開始。

新規技術開発を担う企画
ࣨが௒電導磁気シールυ
薄ບの研究を開始。

さまざまな環境Լで࢖用
可 能 な ແ 接 ఺ の メモリ
カーυであるh -4Iカーυʱ
の販ച事業にࢀ入。

企画ࣨが৘ใシステム事
業本෦と新素材開発ࣨに
分離。৘ใシステム事業本
෦がガス・化成品に次ぐ
新たな事業෦として確ཱ。

-4Iカーυがమಓ事業ऀ
に採用。電車のӡస支ԉ
システムとして利用。

Ӵ ੕ 測 Ґ モ δ ュ ー ル
41-100の販ചを開始。Ӵ
੕からのҐ置データ・࣌
データを基に౿੾などࠁ
の࣌ิࠁਖ਼用途で採用。

మಓ車྆搭載用としての
NT1サ ー バ ー 及 び 有 ઢ
-AN対応の-4Iカーυ用
ಡॻ装置の販ചを開始。

既存事業・新事業の展開期
1981 ～ 2000

成長につぐ成長の創業期
1958 ～ 1980

（ඦສԁ）

0

�0
000

60
000

�0
000

20
000

100
000

ച上高

202�202020152010200520001��51��01��51��5 1��01��01�651�601�5�

中部ガス産業株式会社を設立。
三木隆が社長に就任。同年7月より
静岡市において営業を開始。

創ۀ ����೥�݄

本社を大阪市北区に移転
����೥�݄

株式が大阪及び東京証券取引所市場
第１部に指定される
(資本金15億4,350万円)

����೥�݄
決算月を現行の3月末に変更
����೥

リーマン・ショック
に伴なう減収

����೥
ベトナムに化成品
事業の子会社を設立

����೥ 大阪研究所を茨城県
土浦市に移転し、
土浦研究所を開設

����೥݄̐

成長の軌跡
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ガス事業

化成品事業

食品事業

ITソリューション事業

ച্ߴ� 735ԯ29ඦສԁ
ηάϝϯτརӹ� 65ԯ94ඦສԁ

ஙృݐ΍ࡎの઀ணܥ΍͍͞͠ਫʹڥ؀

ྉߴɺ ɺ੍ࡎೳ઀ணػ ৼࡐͳͲΛ੡造

ൢച͍ͯ͠·͢ɻ

Ϣʔβʔχʔζʹత֬ʹ͓Ԡ͑͢Δͨ

Ίɺۀ޻༻͔ΒՈఉ༻·Ͱの෯͍޿੡඼

ΛϥΠϯΞοϓ͍ͯ͠·͢ɻ

քτοϓγΣΞのΞηνϨϯΛ͸͡ۀ

ΊɺࢎૉΨεɺ஠ૉΨεͳͲ֤छۀ࢈Ψ

ε΍ҩྍ༻ΨεɺͳΒͼʹؔ࿈ࡐػ౳

Λൢച͍ͯ͠·͢ɻ

શ֤ࠃ஍ʹ੡造ɾൢചڌ఺Λ໢ཏͯ͠

͓ΓɺΨεのڅڙʹඞཁෆՄܽͳ༰ثɾ

τϥοΫɾλϯΫϩʔϦʔΛଟ਺ॴ༗

͠ɺສશͳڅڙମ੍Λߏங͍ͯ͠·͢ɻ

ΞηνϨϯΨεɿమ൘の༹接・༹断、మے・レールの
ѹ接など
ͦのଞۀ࢈༻Ψεɿࢎ素ガスは༹接・༹ 断及びҩྍ用、
஠素ガスは৯品ࢎ化防ࢭ剤、炭ࢎガスは೶業用など

ϖΨʔϧɿ໦工・ࢴの接着、土໦建設、ણҡ加工など
γΞϊϯɿۚଐやプラスチックなどの接着、Ωッチン・
住宅設備の෦材接着
ϖΨϩοΫɿシϟッターやパネルのۚଐ接着、音響部
品の接着など
α΢ϯυϓϧʔϑɿ԰ࠜのӍԻ低減、エレϕーターの
ৼ動低減・静Իなど

●アセチレンガスのメーカー及びその
他産業ガスの卸売事業者として、全
国各地の販売店との密接な取引関
係を有すること

●グループ販売会社を通じた大手か
ら小口までの多業種のエンドユー
ザーとの取引関係を有すること

●一般に使用される高圧ガス容器の
製造会社をグループに有し、国内
シェアの過半数を占めていること

●創業当初からガス供給の物流会社
をグループ内に有し、安全・安心・
安定供給を担保できること

● 環境にやさしい製品開発
●お客様のニーズに合ったカスタマイズ
製品

● 国内3工場での製造・出荷体制
● ベトナム子会社によるアジア地域へ
の展開

●  無接点ＬＳＩカードから生まれた発
想能力のある技術の提供

● メンテナンスの少ない製品の提案
●  鉄道関連取引で培った信頼性の高
い技術の提供、及び長期供給体制
の確立

● 豊富な製品ラインアップによるお客
様の多様なニーズへの対応

● お客様の要望に沿ったハードウェア
及びソフトウェアのカスタム対応

● 食品事業における国内外の流通
ネットワーク

మಓं྆౳ʹ౥͢ࡌΔ-4*Χʔυ΍Ӵ

੕ଌҐ૷ஔɺి ࢠϖʔύʔͳͲのిࢠ

σόΠε੡඼ΛऔΓѻͬͯ ͍·͢ɻ

ͱ͏΋Ζ͜͠Λݪྉͱ͢Δఽคʢίʔϯ

ελʔνʣ΍ண৭ྉɾ؁ຯྉͳͲの෯޿

͍৯඼ఴՃ෺ΛऔΓѻͬͯ ͍·͢ɻ

঺հۀࣄ Έڧ ੡඼ɾ঎඼ͱ࢖༻༻్ ച্ ɾηάϝϯτརӹߴ

˔ΞηνϨϯΨε
˔ͦのଞۀ࢈༻Ψε
˔ҩྍ༻Ψε
˔ಛघΨε

˔Ψε༰ث
ࡐػɾ۩ث˔
˔Ψεઃඋࣄ޻
˔Ψεڅڙઃඋ఺ۀݕ຿

˔ϖΨʔϧʢ߹੒थࢷΤϚϧδϣϯʣ
˔γΞϊϯʢॠؒ઀ணࡎʣ
˔ϖΨϩοΫʢػߴೳ઀ணࡎʣ
˔α΢ϯυϓϧʔϑʢ੍ৼࡐʣ
ஙృྉݐ˔
˔ΤΞκʔϧ੡඼

ʲ*5ιϦϡʔγϣϯۀࣄʳ
˔-4*�Χʔυʢແ઀఺ϝϞϦΧʔυʣ
ϖʔύʔԠ༻੡඼ࢠి˔
˔3'*%ʢ*$λάඇ઀৮௨৴૷ஔʣ
˔(/44ʢӴ੕ଌҐγεςϜʣ

ʲ৯඼ۀࣄʳ
˔৯඼ఴՃ෺ʢҟੑԽ౶౳ʣ

ച্ߴ� 215ԯ68ඦສԁ
ηάϝϯτརӹ� 8ԯ56ඦສԁ

ച্ߴ� 38ԯ85ඦສԁ
ηάϝϯτརӹ� 93ඦສԁ
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���
（ඦສԁ）
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-4*Χʔυɿమಓ車྆などに࢖用されるメモリーカーυ
ϖʔύʔԠ༻੡඼ɿ製造現場の工ఔ表や物ྲྀ૔ࢠి
用࢖の୨൪などにݿ
৯඼ఴՃ෺ɿ加工৯品やҿ料水などに࢖用

్༺༺࢖

202�.� 2025.�
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（ඦສԁ）
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˞ITιリューション事業及び৯品事業については、開ࣔ上のใࠂセάメントである「その
他事業」にؚまれるため、「その他事業」のセάメント৘ใをه載しています。

事業概要
౰ࣾάϧʔϓ͸ɺΨεۀࣄɺԽ੒඼ۀࣄɺ*5ιϦϡʔγϣϯۀࣄɺ৯඼ۀࣄͰߏ੒͍ͯ͠·͢ɻ௕೥ഓΘΕͨ͜ΕΒಠࣗ

のۀࣄ基盤Λॆ෼ʹ׆༻͠ɺۀاάϧʔϓの͞ΒͳΔൃలΛΊ͟͠·͢ɻ
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グループ会社

沖縄県

ベトナム
社会主義共和国

グループ会社全体（当社・グループ会社）

56社 144拠点
事業所

88拠点
工場

53拠点
研究所

3拠点

,(,αʔϏεࣜגձࣾ⁡

εζΧϑΝΠϯࣜגձࣾ⁤

⁠ձࣾࣜגѹত࿨Ϙϯϕߴ
΢ΤϧςοΫμΠαϯࣜגձࣾ⁢

⁦ձࣾεϛίΤΞʔࣜג

Ӊ໺ࢎૉࣜגձࣾ 

தࢎࠃૉࣜגձࣾ⁣

εζΧέϛʔࣜגձࣾ⁥

⁞ձࣾࣜג༰௨঎߂

グループ会社の展開 主要なグループ会社

❶ 弘容通商株式会社 ❷ 宇野酸素株式会社

❸ 高圧昭和ボンベ株式会社

❺ ウエルテックダイサン株式会社

❼ スズカファイン株式会社

❾ 株式会社スミコエアー

❹ KGKサービス株式会社

❻ 中国酸素株式会社

❽ スズカケミー株式会社

ガスの運送会社
1959年10月設立
全国֤地に配送ڌ఺を有するガスの
ӡ送子会社。̓ ఆ供څにඞ要不可欠
である多数のトラック・ローリー車、
験๛෋な配送υライバーのଘ在がܦ
強み。

北陸地方を中心に展開するガスの販売会社
1981年6月設立（1924年5月創業）
100年Ҏ上のྺ࢙を持ち、長年にΘ
たる地Ҭにີ着したӦ業・配送サー
ビスにより、๺཮地方において高い
シェア率をތる。アセチレンガス等の
合ห会社・ガスのӡ送子会社を有し、
๛෋なܦӦ資源とサービス力を持つ。

高圧ガス容器の製造販売会社
1972年8月設立
高ѹガス容器の製造工場であるُࢁ
工場（ࡾ重ࢁُݝ市）、土浦工場（ҵ
৓ݝ土浦市）を有し、シリンμーガス
ビδネスのࠜװを担う。

溶接材料・溶接機器の専門商社
1991年9月設立
ガス༹接に࢖用される༹接๮・༹接
機・器۩工۩ྨを多数取りѻうઐ໳
商社。๛෋な商品஌ࣝに基づく༹接
作業の省力化・作業環境վળに向け
た提ҊӦ業が強み。

建築用塗料、エアゾール製品の製造販売会社
1948年9月設立（1946年4月創業）
૑業期から有機༹剤不࢖用の水系
塗料の製品開発に着手し、地球環境
にやさしい塗料の๛෋なラインアッ
プを持つ。また、工業用品・化হ品・
৯品向けにスプレー式のエアκール
製品も展開。

ガス事業・化成品事業・食品事業を行なう商社
1993年12月設立
৯品事業としては、ҟ性化౶等の৯品添加物、Դᥡ೑エΩス等の݈߁৯
品等の販ചを取りѻう。大手৯品メーカーとのؔ܎構築が強みであり、
҆ఆした収ӹ源を確保している。

関東地方を中心に展開するガスの販売会社
1947年11月設立（1930年6月創業）
ガスؔ連工事を行なうエンδニアリンά෦໳
を強みとし、ガスの供څにؔΘるトータルサ
ϙートにより、さまざまな顧客ニーズに対応可
能。೶業用炭ࢎについても高い販ച力・提Ҋ
力を持つ。

中国地方を中心に展開するガスの販売会社
1935年9月設立
�0年Ҏ上のྺ࢙を持ち、長年のサー
ビス提供によりഓΘれた顧客・取引
先との信པؔ܎が強み。ガスॆర設
備や多数の配送車྆を有し、中国地
方において強いڝ૪力を持つ。

建築用塗料の製造会社
1972年10月設立
水性建築塗料のडୗ製造をઐ໳と
するスズカフΝインג式会社の子会
社ࠤ。 ૔工場（ઍ༿ࠤݝ૔市）、೻ຏ
工場（ฌݝݿたつの市）を持ち、長年
ഓってきたӷ体ࠞ合技術により、建
築塗料Ҏ֎のӷ体ࠞ合加工も展開。

౰ࣾάϧʔϓ͸ɺ֤ ஍ҬʹӦۀॴɾ޻৔͕ूੵ͓ͯ͠Γɺͦ の஍Ҭ͝ͱʹ੡造෦໳ɺ഑ૹ෦໳ɺӦۀ෦໳͕ҰମͱͳΔܗ

ͰɺαʔϏεのఏڙΛߦͳ͍ͬͯ·͢ɻ͜ のΑ͏ͳ஍Ҭʹີணͨ͠Ӧۀମ੍のߏஙʹΑΓɺ٬ސχʔζʹର͢Δ͖Ίࡉ΍͔

ͳରԠ΍ɺ࣌֐ࡂʹ͓͚Δਝ଎ͳΨεのٸۓ഑ૹ౳͕ՄೳͱͳΓɺ̓ શɾ҆৺ͳαʔϏεのఏڙʹͭͳ͕͍ͬͯ·͢ɻ

˙Ψεۀࣄ

˙Խ੒඼ۀࣄ

˙ͦのଞۀࣄʢ*5ιϦϡʔγϣϯۀࣄɾ৯඼ۀࣄʣ

。఺数は、所在地͝とにカウントし、その合計数を૯数としていますڌ（˞）
఺数としてڌআした数をศٓ上の߇఺数の内༁については、工場及び研究所の合計数を૯数からڌ
。出していますࢉ
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インプット ビジネスモデル アウトプット

ガス事業

化成品事業

その他事業（ITソリューション事業、食品事業）

ITソリューション事業

食品事業

アウトカム

中期経営計画
チェンジ＆チャレンジ StageⅡ

めざす姿

持続可能な
社会実現への貢献

ਓͱٕज़ͱ
のௐ࿨ڥ؀

ʣظの੒Ռʢ����೥�݄ۀࣄ

●地域密着による関係強化
●営業技術力による付加価値創出
●ガスを用いた新技術の開発
●海外展開による市場開拓

●営業・研究一体型の製品開発力による多
様なニーズへの価値提供

●生産能力を駆使した安定供給の実現
●海外展開による自社ブランドの浸透

サステナビリティ領域について、マテリアリティ
のうち特に重要と考える人的資本への積極的
投資を中長期で展開中。
●長期キャリア形成を見据えた給与水準の
継続的な引上げ

●人材育成のための教育・研究制度の拡充
●福利厚生制度の充実化

●電子デバイスによる新たなソリューション
の提供

●食品及び食品添加物の提供による暮らし
の充実化への貢献と環境対策

ച্ߴ� 989ԯԁ
Ӧۀརӹ� 59ԯԁ
Ӧۀརӹ཰� 6.0�

ച্ߴ� 735ԯԁ
Ӧۀརӹ� 65ԯԁ

ച্ߴ� 215ԯԁ
Ӧۀརӹ� 8ԯԁ

ച্ߴ� 38ԯԁ
Ӧۀརӹ� 93ඦສԁ

ݚ
ɾڀ
։
ൃ

ൢ
ച

ௐୡɾ੡造

経営基盤 ਓͱ૊৫ Ψόφϯε

経営理念 ʮਓͱٕज़ͱڥ؀のௐ࿨ʯɾʮ҆શɾ̓ ৺ʯ

ۀࣄ
ɾ

όϦϡʔνΣʔϯ

製造資本

Ψε੡造ڌ఺

఺ڌ��
Խ੒඼੡造ڌ఺

఺ڌ��

人的資本

˔�ঁੑの׆༂ਪਐ
˔�άϩʔόϧਓࡐの֦ॆ
˔�৽ଔɾத్࠾༻ऀの֦ॆ

࿈݁ैۀһ਺ɹ�
���໊

知的資本

఺ڌ�఺ɹڌ։ൃڀݚ

ಛڐอ༗݅਺ɹ��݅

社会関係資本

࿈݁ࢠձࣾ਺ɹ��ࣾ
˞2025年�݄�1日࣌఺の数ࣈと
ɹなります。

自然資本

ԹࣨޮՌΨεഉग़ྔ�����
���U
ΤωϧΪʔ࢖༻ྔ

�
���
���L8I

財務資本

૯ֹ࢈ࢿɹ�
���ԯԁ
७ֹ࢈ࢿɹɹ�����ԯԁ

˞上هは2025年�݄�1日࣌఺の
ɹ自社ڌ఺、άループ会社（ւ֎ؚΉ）
ɹの合計

αεςφϏϦςΟのਪਐ

Խ

੒
඼
ࣄ
ۀ

Ψεۀࣄ

*5
ι
Ϧ
ϡ
ʔ
γ
ϣϯۀࣄ

৯
඼
ࣄ
ۀ

地域に根ざした事業基盤 挑戦する人材

グループ会社との協業 発想力と技術力

強み

Խɾڧのۀࣄ಺ࠃ
άϩʔόϧԽのਪਐ

ਓࡐҭ੒ɾઃඋ౤ࢿɾ
Խڧ։ൃのڀݚ

Λ௨ͨࣾ͡ձతۀࣄ
՝୊ղܾ΁のऔΓ૊Έ

マテリアリティ

Ⅰ 安全・安心・安定供給を実現する
サプライチェーンの強化
● 安全・安心なサービス提供
● 安定供給

Ⅲ 持続可能な地域社会の実現に
　 向けた取り組み
● ガバナンスの強化
● 気候変動への対応
● CO2排出量削減
● 循環型社会への貢献
● 環境負荷低減への貢献
● 地域社会への貢献

Ⅱ 多様な人材が活躍できる組織・
　 風土の醸成
● 多様な人材の活躍
● 人材不足の対応

価値創造プロセス
ཧ೦の΋ͱɺʮ҆શɾ҆৺ʯΛ͢΂ͯۀاのՄೳੑʹ௅Ήɻʯのݶのௐ࿨ɻແڥάϧʔϓ͸ɺʮਓͱٕज़ͱ؀ۀ޻ѹΨεߴ

の基ຊ࢟੎ͱ͠ɺࣾ ձ͔Βඞཁͱ͞Εɺ৴པ͞ΕΔۀاάϧʔϓΛΊ͍͖ͯ͟͠·͢ɻ

͜Ε·Ͱங্͖͖͛ͯͨάϧʔϓのܦӦࢿຊΛ׆༻͠ɺϚςϦΞϦςΟʹ基ͮ͘αεςφϏϦςΟの࣮͚ͨ޲ʹݱऔΓ

૊ΈΛਪਐ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ৽ͨͳۀا価値Λ創造͍͖ͯ͠·͢ɻ
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˔ 快適な生活環境の提供を目的としたӍԻŋৼ動を低減さ
せるサウンυプルーフを開発。

˔ カーボンナノチューブ合成法
における大学とのڞಉ研究。

˔ 大学及び౎ಓ෎ݝとのڞ
ಉ研究による、化学工場等
より分離回収した炭ࢎガス
を用いた、೶業用炭ࢎガス
施用効果の検証及び೶業
用炭ࢎガス施用システムの
開発。

発想力と技術力

挑戦する人材

グループ会社との協業

4つの強み4つの強み

άϧʔϓձࣾͱのྫࣄۀڠ

ྫࣄऔಘの֨ࢿमɾݚ

ྫࣄのόοΫΞοϓମ੍࣌֐ࡂྫࣄのܞ࿈ֶ׭࢈

シリンμーガス販ചナンバーϫンをめざす当社は、Ϣーβーへの҆全・҆৺なガス供څ設備の提Ҋ・設計やάループ会社と

の連携による自社配送物ྲྀネットϫークによる҆ఆ供څを基本とし、製造・販ച・物ྲྀを一体とした事業モデルを௥ٻしていま

す。また、ガス販ചにおいてඞ要不可欠な容器製造を自社、άループ会社で行なっており、お客༷のݸผニーズへのきめ細やか

な対応を可能としています。化成品事業では、人々の生活を๛かにする商材を࣠に、άローバルな供څ体制を整備しています。

˔ 近年は全国的に炭ࢎガスが不଍しているため、自社配送

物ྲྀネットϫークを活かし、地Ҭをލいͩ体制をෑくこと

で҆ఆ供څを実現しています。
˔ 高ѹガス工業άループؒの連携により、顧客の要๬に応

じて、全国֤地へのガス配送が可能となっています。
˔ スズカフΝインと環境配慮型の高機能塗料を開発しました。

2011年౦日本大਒࣌ࡂにはάループ໢を駆࢖して۝

भ地۠をؚΉ֤地۠からඃࡂ地へのガス供څ及び生活

物資の支ԉを行ないました。

202�年能ొ半ౡ地਒では、๺཮地۠を中৺にガス事

業を展開しているάループ会社のӉ野ࢎ素（ג）で、すぐ

に対策本෦が設置され、人命・҆全を最優先に産業・ҩ

ྍガスをۓ急出動し、ҩྍガスの供څに౒めました。

˔ ガス事業においては高ѹガスの国Ո資֨を取得する
ことがඞ要不可欠であるため、資֨取得の支ԉとして
新入社員向けに֤छテΩストを配෍しています。また、
ガスの性質や配管設備などのઐ໳஌ࣝのश得に向け
て、ए手社員向けに社内ษ強会を開࠵する΄か、社֎
。を促進していますߨश会へのडߨ

˔ ITιリューション事業本෦では、実຿に௚݁するスΩ
ルश得に向けた支ԉを行なっており、ITઐ໳分野の資
֨を取得できるよう技術セϛナーへのࢀ加や技術ॻ
੶のߪ入をਪ঑しています。

（202�年度実績：エンϕデッυシステムスϖシϟリスト
1名、৘ใセΩュリテΟマネδメント1名、IoTシステム
技術検ఆ<中2<ڃ名）

˔ 水素ステーションや水素発
電向け大型蓄ѹ器の開発。

˔ ӡ送効率化に向けた軽量容
器の開発。

˔ ガスリサイクルシステムの構
築による半導体分野でのر少ガス再生促進。

˔ アセチレン製造࣌に発生するカーバイυスラリーと工
場からഉ出される炭ࢎガスを再利用したカーボンリサ
イクル材の製造技術開発。

˔ 顧客ニーズに基づいた高付加価値製品の研究開発を
行なっています。次世代の高機能品として̪̫シアノン、
̪̫ϖガロックを開発。

地Ҭにࠜざし、地Ҭ社会に貢献する事業スタイルは૑業࣌から一貫しており、今後もඞ要とされる企業άループをめざしてい

ます。さらにはBC1の؍఺から連携による供څ໢の整備によりສが一の֐ࡂに備えバックアップ体制を構築しています。

ʯʮൃ૝ྗͱٕज़ྗʯの�ͭࡐ基盤ʯʮ௅ઓ͢Δਓۀࣄͨࠜ͟͠ʹʯʮ஍Ҭۀڠάϧʔϓ͸ʮάϧʔϓձࣾͱのۀ޻ѹΨεߴ

ΛڧΈͱͯ͠ೝ͍ࣝͯ͠·͢ɻ͜ ΕΒのڧΈ͸ɺ௕೥の׆ۀࣄಈʹΑΓഓΘΕͨ౰ࣾάϧʔϓのॏཁͳ࢈ࡒͰ͋Γɺ৽ͨͳ

価値Λ創ग़͍ͯ͘͠ݯઘͱͳΓ·͢ɻ
コϛュニケーションを通じて自ओ性・自཯性を高め、社内֎の信པؔ܎を構築していくことが重要と考え、社内研मに注力し

ています。ए手社員が活༂できる環境を整えるとともに、ݸ々のスΩルの向上のためઐ໳分野での研म、資֨取得を঑ྭして

います。また、資֨取得のࡍには社内イントラでάループの全従業員に対して発信することにより、資֨を取得した本人の౒力

がάループ全体でೝ஌されることとなり、άループ全体で資֨取得に向けた意ཉ向上をはかっています。

多༷なニーズを的確にଊえ、お客༷の期待に応えています。また、カーボンニュートラル社会の実現に向け、環境ෛ荷低減に

。与する新たな技術開発を行なっていますد

IoTの世界では、これまでҎ上に෯޿い஌ࣝや技能がٻめら

れ、よりྑい製品、最適な組ࠐみシステムを開発するためには、

これらのश得は欠かせません。資֨の取得は、新たな஌ࣝを得

る໘でも໾にཱちますが、業຿を通して得た஌ࣝを体系的に学

び௚すことで、自分がѻう技術への理解をਂめることができま

した。202�年度からは資֨手当のൣғが޿がり、IT系の代表的

な資֨であるI1Aエンϕデッυシステムス

ϖシϟリスト試験に合֨することで資֨手

当がつくようになり資֨取得の後ԡしにも

なりました。

ITソリューション事業本部の挑戦する人材

ITソリューション事業本部
技術部

औ୩�੒࣏۽

1

3

4地域に根ざした事業基盤2

VOICE

カーボンナノチューブ（紡績）

水素ステーション用中ؒஈ蓄ѹ器

೶業用炭ࢎガス施用システムの
制ޚ装置
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Ⅰ 安全・安心・安定供給を実現するサプライチェーンの強化
マテリアリティ テーマ 施策 KPI 2024年度実績 目標 SDGs目標

安全・安心な
サービス提供

࿑ಇ҆શӴੜମ੍のڧԽ
҆全Ӵ生管理体制の強化と活動の拡ॆ ҆全Ӵ生ਪ進ఆྫ会ٞの実施 12回開࠵（݄1回） 年12回開࠵（݄̍回）
リスクアセスメントの実施 �日Ҏ上ٳ業がඞ要な࿑ࡂ事ނ あり なし

඼࣭؅ཧのڧԽ
ఆ期的な品質管理ڭҭの実施

品質管理ڭҭの実施 ̎回実施 年̎回実施
化成品国内ڌ఺I4O�001のೝ証 ೝ証継続 ೝ証継続

品質管理体制の見௚し 製品不ྑ発生率（自社工場）
˞生産量ϕース

0.001ˋҎԼ（ガス）
0�

0.016 （̀化成品）

安定供給

෺ྲྀωοτϫʔΫのڧԽ 配送体制の最適化をؚΉ物ྲྀ構造のվֵ ガス配送の積載率 66� �5�

#$1ମ੍のڧԽ

インシデント発生࣌における従業員の҆全
確保及び供څ体制のҡ持 ࿅の実施܇ 一෦事業所で年1回 全事業所で年1回

継続的なBC.活動による見௚しやվળの実施 ఆྫ会ٞ開࠵ ー 年̍回
原料ௐୡの整備 化成品製品の原料のෳ数社ߪ入 �0� 60ˋҎ上

ઃඋ૿ڧ 新工場の設ཱ、طଘ設備のリニューアルに
よる供څ体制の強化 年ؒ生産計画数量のୡ成率（化成品製品） �0ˋఔ度 100�

Ⅱ 多様な人材が活躍できる組織・風土の醸成
マテリアリティ テーマ 施策 KPI 2024年度実績 目標 SDGs目標

多様な人材の活躍

ਓΛۀا͔͢׆΁

適材適所を実現する人事政策の実施 能力・適性を೺Ѳするためのఆ期໘ஊ実施 年̎回 年̎回
スΩルアップに向けた支ԉのॆ実化 資֨取得支ԉ 資֨手当の拡ॆ 資֨手当の拡ॆ
֊૚ผ研म、管理৬マネδメント研मの
ॆ実化 ֊૚ผ・管理৬研मの実施 ए年૚研म（年̍回）・

管理৬研म（年̎回）
ए年૚研म（年̍回）・
管理৬研म（年̎回）

ਓࡐɾ૊৫のଟ༷Խ
ঁ性の活༂ਪ進に向けた৬場づくりの実現 ঁ性૯合৬ׂ合 �.�� 5�

άローバル化への対応 άローバル人材の採用 ֎国人従業員採用11名
（૯数21名 ˞内ఆऀؚΉ） ֎国人従業員૯数25名

্޲һΤϯήʔδϝϯτのۀै

҆全で働きやすい環境の確保 コンプライアンス研मの実施 年̎回実施（άループ全体） 年2回

࣌ؒ֎࿑働の削減や有ٳڅՋ取得の促進
�5I௒ա従業員比率 1.�ˋ 1.0ˋ
有ٳڅՋ取得率 5�� �0�

Ωϟリアパスの໌確化 ఆ期໘ஊによる目標管理 年̎回 年̎回
人事評価のಁ໌化 評価研मの実施 管理৬研म（年̎回） 年̎回

人材不足の対応
̙̭のਪਐ

柔軟な働き方への対応、働き方վֵの実現
に向けた社内インフラの整備 άループウェア導入率 �6� 100�

利ศ性の高いプラットフォームの構築 άループ会社ؒの取引データ入力の削減率 ʵ �0�
ITリテラシーڭҭの実施 ITリテラシーڭҭडߨ率 ʵ	ڭҭ資料の回ཡを実施
 100�
物ྲྀ効率化によるυライバーのෛ担軽減に
向けたIT化のਪ進

スマートデバイスを利用した
コϛュニテΟπールの導入 ʵ 100�

Ӧܦ߁݈ 優ྑ法人を目標にັ力ある企業をめざす߁݈ 優ྑ法人߁݈ ਃ੥検౼中、一෦事業所
にてۈ຿࣌ؒ内のېԎ ೝఆ（継続）

Ⅲ 持続可能な地域社会への貢献
マテリアリティ テーマ 施策 KPI 2024年度実績 目標 SDGs目標

ガバナンスの強化 αεςφϏϦςΟਪਐମ੍のཱ֬ 代表取క໾社長をҕ員長とするサステナビリテΟ
ਪ進ҕ員会による施策のཱҊとモニタリンά サステナビリテΟਪ進ҕ員会の開࠵回数 2回（ܦӦ会ٞとಉ࣌開࠵） 年2回Ҏ上

気候変動への対応 ΞηνϨϯのඇ೩ম෼໺֦େ
CO2ഉ出量を�0�Ҏ上削減できる新ガス
浸炭法「ৗѹスマート浸炭」の事業化 販ച計画୆数の進ḿ率 ʵ 20�0年度までに100�

カーボンナノチューブの量産化・事業化 生産計画数量の進ḿ率 �0� 202�年度までに100�

ਫૉࣾձ࣮ݱ΁のݙߩ 水素蓄ѹ器の拡販、新用途の開発 水素容器年ؒ販ച計画本数のୡ成率 121� 100�

CO2排出量削減 Ϛωδϝϯτの࣮ફڥ؀

CO2ഉ出量を20�0年度までに2020年度比
で�0�削減 4DoQe1削減率（2020年度比） 15ˋ૿加 �0�削減

エコカーの導入、エコυライブのਪ進
৐用車ハイブリッυ率 �0� 100�
エコυライブਪ進の৘ใ発信（管理৬） ̍回 年̍回

省エネルギー化に向けた設備投資の実施
（低炭素エネルギーへの燃స、ଠཅ光発電） 4DoQe2削減率（2020年度比） �ˋ削減 �0�削減

継続的な環境ڭҭの実施 環境ڭҭडߨ率 ʵ 100�

循環型社会への貢献
ϦαΠΫϧ঎ࡐ

ガスリサイクルシステムの開発 ヘリウムガス、水素ガスのリサイクル率 60� �0�

リサイクル原料を࢖用した製品開発 アルϛυロスから回収した水素の品質基४ 水素・アンモニア分離回収及び
ਫ਼製にて��.����ˋ水素を回収 'CV用途基४のୡ成

άϦʔϯௐୡ バイオマス原料等の採用・స׵ 化成品製品原料のバイオマス率 ʵ 20�0年までに10ˋ

೶ۀ༻୸ࢎΨεの֦ॆ 工場から分離したCO2を産業や೶業分野へ活用 炭ࢎマスター年ؒ販ച計画୆数のୡ成率 ��� 100�

環境負荷低減への
貢献

΍͍͞͠੡඼のॆ࣮ʹڥ؀

高耐候性塗料、遮熱塗料の拡販 年ؒ販ച計画数量のୡ成率 ��� 100�

環境配慮型製品の拡ॆ
（水系接着剤、アンモニア、新ྫྷഔガスなど） 年ؒ販ച計画数量のୡ成率 �5 （̀ガス）

�� （̀化成品） 100�

地域社会への貢献 ஍Ҭ΁のਁಁͱ՝୊のղܾ
地Ҭ防ࡂにؔするܒ໤活動 地Ҭ防ؔࡂ連ڭҭґཔの引きडけ率

（消防ہ、消費先など） 100� 100�

クリーン活動などの地Ҭ貢献 事業所पลのఆ期的なਗ਼૟活動 一෦事業所で݄̍回Ҏ上 全事業所で݄̍回Ҏ上

マテリアリティ

マテリアリティ特定プロセス

高ѹガス工業άループの事業活動、企業活動における

重要課題をೝࣝし、サステナビリテΟ実現に向けた取り組み

施策・目標を策ఆしました。

課題の抽出
4%GT、TC'%、社内会ٞ、他社のマテリアリテΟ等をࢀ考に課
題をந出しました。

課題の重要度判定

妥当性評価

マテリアリティの特定

重点テーマ・指標等設定

ந出した課題から、当社の企業理೦、長期ビδョン、中期ܦӦ
計画とؔ連性が高い߲目をߜりࠐみしました。

Ӧਞによりマテリアリܦ、Ӧ会ٞ・取క໾会の౼ٞによりܦ
テΟのଥ当性を評価しました。

�つのマテリアリテΟと、取り組みテーマを特ఆしました。

重఺テーマを中৺に֤テーマで評価ࢦ標（,1I）を設ఆし、ఆ
期的に評価を行なうことで、1%CAを回していきます。

当社における重要項目
˔ ガバナンスの強化
˔ ҆全・̓ ৺なサービス提供
˔ ҆ఆ供څ
˔ 多༷な人材の活༂
˔ 人材不଍の対応

社内の観点
˔ 企業理೦
˔ 長期ビδョン
˔ 中期ܦӦ計画

社外の観点
˔ 4%GT
˔ TC'%
˔ G3Iに基づくE4G৘ใ

˔ サステナビリテΟਪ進ҕ員会でのٞ࿦
˔ ֤෦໳へのώアリンά
˔ άループ会社へのώアリンά（業຿ใࠂ会）

˔ 取క໾会にてঝೝ

˔ サステナビリテΟਪ進ҕ員会でのٞ࿦
˔ ֤෦໳でのٞ࿦
˔ テーマผに੹೚ （ऀ໾員）を決ఆし、,1I・目標を設ఆ、モニタリンά
Ӧ会ٞ及び取క໾会のঝೝܦ ˔

ステークホルダーにとっての重要項目
˔ 気候ม動への対応
˔ ॥環型社会への貢献
˔ 環境ෛ荷低減への貢献
˔ CO2ഉ出量削減
˔ 地Ҭ社会への貢献

S T EP  1

S T EP  2

S T EP  3

S T EP  4

S T EP  5
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中期経営計画　ー チェンジ＆チャレンジ StageⅡ ー

チェンジ＆チャレンジ’20 チェンジ＆チャレンジ StageⅡ 次代への飛躍

売上高 769億円
営業利益 41億円
営業利益率 5.4%

����೥౓ʢظ��ʣ�࣮੷ ����೥౓ʢظ��ʣ�໨ඪ

売上高 1,000億円
営業利益 70億円
営業利益率 7.0%
戦略投資 170億円

����೥౓	ظ��
ʙ����೥౓ʢظ��ʣ ����೥౓ʢظ��ʣʙ����೥౓ʢظ��ʣ ����೥౓ʢظ��ʣʙ

��

1. 国内事業の強化・グローバル化の推進
2. 人材育成・設備投資・研究開発の強化
3. 事業を通じた社会的課題解決への取組

進化する企業 －グローバル化への挑戦－
����೥౓ʢظ��ʣʙ ����೥౓ʢظ��ʣ

次代の飛躍に向けた成長イメージ

新展開をめざす戦略構想
ー 変革と挑戦 ー

進化する企業
ー グローバル化への挑戦 ー

άϧʔϓۀاཧ೦ʮਓͱٕज़ͱڥ؀のௐ࿨ʯの࣮͚ͭ̏ͯ޲ʹݱの௕ظϏδϣϯΛ͛ܝ·ͨ͠ɻ

ங͠ɺάϩʔόϧԽΛਐΊ͍͖ͯ·͢ɻߏӦ基盤Λܦͳݻڧ

長期ビジョン

「事業拡大」「人材ҭ成」「機能整備」「ઓུ投資」「社会ௐ࿨」を実行することでさらなる企業価値の向上をはかっていきます。

5つの成長ઓུはந৅的なものではなく۩体的な数値目標、取り組みをܝげています。特に人材ҭ成は最重要課題であり、

֤々の能力を最大ݶ発揮できるよう人事制度の発展、システム整備を進めることでスΩルアップできる環境づくりをはかります。

取క໾会にて進ḿ確ೝを実施しています。中期ܦӦ計画

̐年目の業績はガス事業及び化成品事業ともに販ച数量は

減少しましたが、価֨సՇの効果などのӦ業౒力によって、

աڈ最高となるച上高���ԯԁ、Ӧ業利ӹ5�ԯԁをୡ成

しました。セάメントผの利ӹでは、ガス事業はॱௐにਪҠ

しましたが、化成品事業は202�年6݄に新設したߕլ工場

のॳ期投資のӨڹにより、利ӹは૝ఆをԼ回る݁果となり

ました。

投資については、化成品の新工場設ཱ、ガス設備リニュー

アル、研究開発投資、.�A、ւ֎事業投資などを実施しまし

た。ઓུ投資は֓ね計画どおり進ḿしています。一方、当ॳ予

ఆしていました容器製造工場のվमは計画の見௚しに伴な

い、一෦設備の入替にཹまりました。5年目は特घガス設備

૿強や研究開発設備の投資を予ఆしています。

5つの成長戦略

成長戦略 テーマ 参照ページ

1 事業拡大 のਂ۷ۀࣄଘط˔ ˔৽঎ࡐの։ൃ ˔৽ࢢن৔の։୓ のଟ֯తల։ۀࣄ˔ ઓུۀࣄ
ʦ1���ʙ��ʧ

2 人材育成 ˔มԽ͢Δࣾձڥ؀΁のରԠ ˔ਓΛۀا͔͢׆΁ ˔ਓࡐɾ૊৫のଟ༷Խ ਓࡐઓུ
ʦ1���ʙ��ʧ

3 機能整備 ˔γεςϜڥ؀の੔උ ˔ൢചମ੍のڧԽ ˔ੜ؅࢈ཧのڧԽ ˔؅ཧମ੍のڧԽ ˔࿑ಇڥ؀のվળ %9ઓུ
ʦ1���ʧ

4 戦略投資 ࢿઃඋ౤͚ͨ޲ʹେ֦ۀࣄ˔ ˔৽ۀࣄنの։ൃ ˔ઓུత̢ˍ" ຿ઓུࡒ
ʦ1���ʙ��ʧ

5 社会調和 Ϛωδϝϯτの࣮ફڥ؀˔ ˔๏ྩ९कのపఈ ಈのਪਐ׆$43˔ ˔৬৔ن཯の্޲ αεςφϏϦςΟ
ʦ1���ʙ��ʧ

ガス事業のテーマ

γϦϯμʔΨε
Ϗδωεの௥ٻ

άループの強みであるh 地Ҭにࠜざした事業基൫ のɦਪ進として、Ӧ業エリアの拡ு、新規顧客の獲得はもちΖん
のこと、新たな市場の開拓に向けた取り組み等により、地Ҭにີ着した企業ブランυを構築していきます。

Ӧٕۀज़のཱ֬ エンδニアリンά機能の強化に向けて、建設業にかかΘる資֨取得のਪ進と、Ӧ業担当ऀの技術スΩルの向上に向
けた人材ڭҭの強化により、工事੥ෛ体制を強化していきます。

ઃඋɾ༰؅ثཧମ੍
のڧԽ

設備఺検の有ঈ化、設備管理のAI・IoTの導入、容器代の適ਖ਼化、容器にؔするӡ用・管理ルールの制ఆ等により、
収ӹ力を強化していきます。

৽঎ࡐの։ൃ 当社の土浦研究所にて開発中の、アセチレンガス浸炭・カーボンナノチューブや難燃剤等の新商材について、量
産化に向けた設備の開発に注力していきます。

ւ֎ల։ʹΑΔ
৔։୓ࢢ

ϕトナムの高ѹガス事業会社であるクリオガスへの出資をى఺として、౦ೆアδア地Ҭへの販路を開拓し、ւ֎
での販ചを強化していきます。

化成品事業のテーマ

઀ணࡎɾృྉ
Ϗδωεの௥ٻ

当社の接着剤であるϖガール・シアノン・ϖガロックの拡販、制ৼ材であるh サウンυプルーフ のɦ販ച展開、当社
άループのスズカフΝインの塗料・エアκールの拡販などにより、多彩なϢーβーニーズを見据えた事業展開を行なっ
ていきます。

৽঎ࡐの։ൃ
難燃製品の開発、িܸٵ収材のϖレット化の確ཱ、新製品の開発、スズカフΝインの֎น塗装多彩仕上工法であ
るh WBアート のɦ次世代品の開発等、工業用からՈఉ用まで国内֎のさまざまな市場ニーズに応える製品開発に
注力していきます。

େܕઃඋ౤ࢿ
ক来の市場ニーズの拡大に備え、エマルδョン設備やシアノン設備の新設・૿設を行ない、また、当社άループの
スズカフΝインでは、自動ௐ৭システムの導入、エアκール工場の૿設等、άループ全体における֤छ製造設備
の૿強により、૿ 産の対応やBC1の強化を行なっていきます。

౦ೆΞδΞ৽ࠃڵ΁
のల։

ϕトナム子会社で製造する接着剤を、ϕトナム国内のみならͣ、タイをはじめとしたアδア地Ҭに販ചしていきます。
また、中国での高付加価値品の販ചを強化するために、現地販ചڌ఺の設ཱをめざしていきます。

その他事業のテーマ

*5ιϦϡʔγϣϯۀࣄ
のల։

電子ϖーパーؔ連事業、小規໛物品管理システム等のシステムؔ連事業、-4Iカーυؔ連事業、3'タάؔ連事業、Ӵ
੕測Ґ装置ؔ連事業等、当社のITιリューション事業෦が取りѻう֤छ事業の拡大をはかっていきます。

৯඼ۀࣄのల։ 機能性৯品素材、環境対応型৯品添加物の販ചに注力し、当社άループのスϛコエアーが取りѻう৯品事業の拡大
をはかっていきます。

研究開発については、「ৗѹスマート浸炭」の研究開発は

֓ねྃ׬し、土浦研究所内に設置した試験炉やϢーβーの

浸炭炉を࢖用した実証試験のஈ֊まで進み、自動車や建築

機械などのϢーβーから多くの引き合いをいたͩいている

状گです。アセチレンを用いた「カーボンナノチューブ」の量

産化研究はॱௐに進んでおり、生産数量の૿加をはかって

います。

人材ҭ成については֊૚ผ・管理৬研मをॱ次開始して

います。ガスエンδニアリンά෦においては建設業にؔする

ษ強会を開࠵し、工事にඞ要な人材確保ができるよう、積

極的に資֨取得のバックアップを行なった݁果、202�年度

は6名が管工事管理技࢜試験（̍ڃ・̎ 。に合֨しました（ڃ

中期経営計画の進捗

27 28INTEGRATED REPORT 2025KOATSU GAS KOGYO CO., LTD.

価値創造のઓུ

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

価
値
創
造
の
戦
略

価
値
創
造
の
基
盤

デ
ー
タ



財務戦略

2024年度を振り返って

戦略投資について

財務戦略の方向性について

株主還元について
202�年度は、企業収ӹやޏ用・所得環境等のվળによ

り、ܠ気はΏるやかな回෮基ௐにあったものの、中国ࡁܦの

先行きݒ೦等によるւ֎ܠ気のԼৼれや、エネルギー価֨

や原材料価֨の高ࢭまりなどにより、当社άループのサプラ

イチェーンにおいてもそのӨڹは少なくないとײじました。

また、当社άループにおいても、֤ 事業෦における地ಓな

Ӧ業活動の実行により૿収をୡ成した一方で、化成品のߕ

լ工場の׬成による減価ঈ٫費の発生や、લهのߪങ市

場・販ച市場における予測Ҏ上の需څのམちࠐみがみられ

たこともӨڹし、当ॳの業績予૝に対しては૿収、減ӹの݁

果になりました。

今後も֎෦環境のม化、とりΘけ地政学的リスクの高ま

当社άループのઓུ投資に対する方針等はҎԼのとおり

です。次期中期ܦӦ計画では、より۩体的な投資ઓུをࣔ

し、収ӹ性向上のཪ付けとなるべき৘ใの開ࣔを行なって

いきます。

当社は、資本コストやג式を意ࣝしたܦӦの実現に向け

た取り組みにؔする方針をެ表し、さらなる企業価値向上

のために、1B3の向上を目標とする3OE・1E3がվળされ

るようΩϟッシュアロケーションの見௚しと政策保有ג式の

ॖ減をؚΉ資本構成の適ਖ਼化に取り組みます。

Ӧのܦをݩओのօ༷への利ӹؐג、についてはݩओؐג

重要課題とҐ置付け、̓ ఆ的かつ継続的な配当を実施する

という基本方針に基づき、事業年度͝とのܦӦ成績、ࡒ຿状

Ҋした配当を実施しています（2025年度צ等を૯合的にگ

�݄期実績で配当性向2�ˋ）。 

2026年�݄期事業年度からは、さらなるגओؐݩの強化

と最適資本構成の実現に向けて、「配当性向50�を目҆に

%OE2.5�をԼݶ」とする年ؒ配当を実施しています。

10

（ԁ） （�）

20

�0

�0

50

0

10

20

�0

50

�0

0

40

2026.�
	予૝ð

����

当たりの配当ۚג1

2025.�

2020

202�.�2022.� 202�.�

1616 1�1�

����21.�
25.2 2�.5

配当性向

2020

௚ۙ̏೥ؒのਪҠ

����೥౓ ����೥౓ ����೥౓

ट༧૝ظ ࣮੷ ࠩҟ ट༧૝ظ ࣮੷ ࠩҟ ट༧૝ظ ࣮੷ ࠩҟ

ച্ߴ 87,000 91,469 4,469 95,000 93,275 △1,725 100,000 98,983 △1,017

Ӧۀརӹ 5,100 5,116 16 5,700 5,737 37 6,600 5,969 △631

Ӧۀརӹ཰ 5.8％ 5.5％ △0.3pt 6.0％ 6.1％ 0.1pt 6.6％ 6.0％ △0.6pt

30& ̶ 5.8％ ̶ ̶ 6.2％ ̶ ̶ 6.1％ ̶

	୯Ґ：ඦສԁ


Γの഑౰ۚͨ͋ג�

౤ࢿ�

ݩओؐג

ΩϟογϡΞϩέʔγϣϯ

࢈ࢿ༺ۀࣄ
༗価ূ݊౳
ച٫ऩೖ

ӦۀΩϟογϡ
ϑϩʔ

ݩओؐג

Cash in Cash out

ࢿ৽౤ߋ

੒௕౤ࢿ

։ൃඅڀݚ

• 安定的かつ継続的な株主還元を実施
• 2025年度は、配当性向50.0%を目安DOE2.5%を下限として
　配当を実施予定
• 次期中期経営計画においては、利益成長に応じて拡充を検討

ʲߋ৽౤ࢿʳ
w 「҆全・̓ ৺」確保のための継続的設備投資
ʲઓུ౤ࢿʳ
• 新規生産設備の導入ˠ新規需要を見ӽした積極的な設備投資
• 新規事業の開発ˠ新たな事業確ཱへ向けた研究開発
• 戦略的M＆Aˠ積極的・ઓུ的な.ˍA
ɹɹɹɹɹ ɹˠඈ༂のためのւ֎投資

ऩӹੑͱࢿຊޮ཰のվળʹண໨ͨ͠
価値のۀاఆ͠ɺࡦ຿ઓུΛࡒ
͢·ΛΊ্͟͠޲ଓతͳܧ

取締役
常務執行役員
管理本部長

஑ా�Ղ߂

ʦํ਑ʧ

ʦ੒௕౤ࢿʧ

ʦߋ৽౤ࢿʧ

˔業容拡大に向け、̓ ఆ収ӹ基൫を強化するためのطଘ設

備への継続投資や、新たな商材・事業のபとなる製品開

発のための設備投資及び研究開発を拡大
˔収ӹ性向上をめざし、製品の高技術化・高性能化に向け

た技術開発・研究開発を強化。設備の設計・導入、生産の

省力化・省エネ化・合理化を実現すべく、生産オϖレー

ションの見௚しを計画

˔生産能力向上・生産効率化に向けた設備投資の拡ॆ
˔新商材開発・製品の高付加価値化のための研究開発の

拡大
˔成長の源ઘたる人的資本への投資の拡ॆ

「̝҆全・҆৺」確保のための継続的設備投資

資本コストは、5ʙ��ఔ度（CA1.、࢒༨利ӹモデルにて

試ࢉ）と൑断しています。現状の3OEはגओ資本コストをԼ

回る水४にあり、גओ資本コストを上回る3OEの実現が欠

かせません。

3OEの向上に向けては、ओ力事業拡大による利ӹ成長及

び資本構成の適ਖ਼化に取り組みます。一方、1E3の向上に

向けて、成長投資を促進するとともに、ক来にΘたっての持

続的な成長性に対する資本市場からの信པを得るべくג

ओ・投資Ոの方々との対࿩をॆ実させていきます。

3OEについては、2026年�݄期の予૝として6.0�Ҏ上と

し、次期中期ܦӦ計画の最ऴ年度（20�1年�݄期）において

は�.0�Ҏ上を目標にܝげています。

りによる業績へのӨڹについては৻重に備えるඞ要がある

とײじます。

そのなかで、今後はこれらリスクを৻重に見極めたうえで

当社άループが有する資産を有効に活用し、収ӹ性向上に

与するためのΩϟッシュアロケーションの最適化をはかっد

ていく所ଘです。
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DX戦略 人材戦略

変化する社会環境への対応

課題と今後の展開について

人を活かす企業へ

人材・組織の多様化

人材戦略について

当社では、環境ม化の激しい࣌代の中で持続的な成長を

果たしていくためには、人的資本の価値向上が重要なܦӦ

課題であるとೝࣝしています。年ྸ・性ผ・国੶にؔΘらͣ、

多༷な人材がおޓいの人֨・ݸ性・働き方をೝめ合い、これ

までのルールや考え方にとらΘれない働き方を通じて成長

することができるための人材ҭ成と৺理的҆全性の高い৬

場環境の整備に取り組んでいます。

事業を支えるࠜװは人であり、ݸの力の݁ूが組৫力とな

ります。人材不଍がਂࠁな社会課題となっているなか、いか

に人材をूめ、ҭてていくかが、事業成長のための重要なݤ

となります。事業環境が目まぐるしくม化するなか、対応すべ

き課題はࢁ積していますが、ৗに進化し続けることを೦಄に

置きながら、長期Ωϟリアܗ成を見据えたڅ与水४の継続的

な引上げや人事制度の見௚しによるメリハリある評価・ॲ۰

の実現、人材ҭ成のためのڭҭ・研म制度のさらなる拡ॆ、

෱利ް生制度のॆ実化など、人的資本への積極的な投資を

実施していきます。ܦӦઓུと人材ઓུを一体化させ、ए手

からϕテラン社員まで、一人ͻとりが働きがいを高め、能力

を最大ݶ発揮しながら、仕事を通じてl自分らしく活༂する

ことができるz組৫づくりをめざしていきます。

当社άループの成長を担うのは、社員一人ͻとりであり、

ক来にΘたり社会の発展に貢献し続けられるかどうかは、働

く社員一人ͻとりのࢤと活力にかかっています。ݸ性を活か

し、ݸの成長を支ԉすることは人材ઓུの最大の目標です。

入社後、ૣ いஈ֊から෯޿い੹೚のある業຿を担当させ、業

຿上の課題を自ら解決するܦ験を多く積Ήことで能力の向

上を促進させるという考えを基にO+Tによるҭ成をओ体と

していますが、それと並行しながら、৬੹に応じた今の業຿

にඞ要な要素をश得するためにඞ要なさまざまな研मを実

施し、社員のΩϟリア開発をサϙートしています。さらに、「学

び」をश׳化し、ઐ໳஌ࣝ・能力のश得を支ԉするため、資

֨手当の支څや業຿上ඞ要なओ要資֨取得のためのิ助

ۚ制度拡ॆ、通信ڭҭ制度の導入など、従業員の意ࣝと意

ཉ向上を支ԉし、ܦӦ施策をਪ進するためにඞ要なスΩル

を自ओ的に学び続けられる機会提供に取り組んでいます。

当社がٻめる人材૾は、「自らの成長をもって会社の成長

に貢献できる人材」となります。採用活動では、多༷な人材

ࣾһҰਓͻͱΓ͕ಇ͖͕͍Λ͡ײͳ͕Βɺ
lࣗ෼Β͘͠׆༂͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δz
૊৫ͮ͘ΓΛΊ͟͠·͢

%9ʹΑΔۀ຿࠷దԽͱҙܾࢥఆࢧԉɺ
͓ͦͯ͠٬༷ͱの৴པߏஙΛΊͯ͟͠ɺ
ʮۀ຿Λڧ ɾ͘൑அΛૣ ɾ͘৴པΛਂ͘ʯ

執行役員
管理本部
総務人事部長

管理本部
システム管理部長

େ઒�෢ਉ൘୩�߶உ

DX推進体制について

課題と今後の展開について

DX化に向けての施策と事例

当社では、お客༷への҆全・҆ఆ供څを支える体制強化

の一環として、ܦӦ௚׋の「IT ӡӦҕ員会」を中核に据え、

製造・物ྲྀ・Ӧ業・システムの֤෦໳が一体となって%9ઓ

ུの策ఆと実行をਪ進しています。

業຿課題のந出からシステム導入、現場ఆ着にࢸるまで、

1%CAサイクルによる一貫した管理体制を構築。これによ

り、現場ओ導の実行力とܦӦ൑断のਝ速性をཱ྆し、ม化

に強い組৫ӡӦを実現しています。

これまで当社の%9は、ओに社内業຿の効率化を中৺に

取り組んできました。基װシステムの࡮新やデータの一ݩ管

理、業຿プロセスの見える化といった施策により、業຿の最

適化と൑断スピーυの向上を実現。

あΘせて、ノンコア業຿のスリム化を進めることで、社員

がコア業຿によりઐ೦できる環境の整備も進行中です。一

方で、顧客との接఺におけるデδタル活用は、今まさに展開

を޿げているஈ֊にあります。

今後は、こうした社内中৺の%9から一า進めて、顧客へ

の提供価値を最大化するフェーズへҠ行していきます。۩体

的には、取引状گや保҆৘ใをリアルタイムで確ೝできる

Webϙータルや、利ศ性の高いECサイトを通じたデδタル

コϛュニテΟの構築を進めていきます。これにより、「҆৺」と

「利ศ性」をཱ྆したサービスの提供を実現し、お客༷との

持続的な信པؔ܎の構築をはかります。%9のओ࣠を「業຿

の最適化」から「顧客体験の向上」へとҠし、デδタルによる

新たな価値૑出に取り組んでいきます。

生産計画、販ച、在ݿ、配送、容器管理といった業຿৘ใ

を一ݩ的にѻう基װシステムを࡮新し、άループ全体での౷

合システムを構築しました。これにより、業຿実ଶにଈした

柔軟な設計と、現場でのਝ速なӡ用・վमが可能となり、従

来のシステムにおけるෳࡶ化やブラックボックス化の課題

Digital Transformation

Planning & Operatio
n

D i g i t a l
Co r e

Orchestration

採用の可能性を޿げるべく、年ྸや性ผ、国੶といった特ఆ

のଐ性で൑断することなくެฏ・ެਖ਼に向き合うことをపఈ

しており、෯޿い૚の社員が໘接にࢀ加することで、応ืऀ

一人ͻとりにஸೡに向き合い、ޓいをよく஌ることに重఺を

置きながら活動を進めています。近年、άローバル人材の採

用も強化しており、その一環として、ϕトナムの大学で開࠵

された合ಉ企業આ໌会へのࢀ加や日本ޠ学ߍを通じたઆ໌

会を開࠵しています。それらの活動もあり、これまでに1�名

（�名の入社予ఆऀؚΉ）のϕトナム人࿑働ऀの採用にいたっ

ています。また、োがいを持たれた方が৬場に適応しఆ着で

きるよう、োがいの状ଶに配慮したޏ用৚݅や৬場環境の

整備、またݸ々の能力に応じた仕事・৬場の提供に౒めるな

ど、継続的なޏ用の促進に取り組んでいます。

を解消しています。さらに、άループ౷合システムの価値・機能

性を最大ݶに活用しつつ、業຿ൣғ全体をͻとつのシステム

としてデβイニンάするデδタルコアを基൫として、リアルタイ

ムなܦӦ൑断を支ԉしています。BI（BuTJneTT InteMMJHenDe）

πールの導入により、データυリブンܦӦをਪ進し、業຿効

率化及び収ӹ力強化に貢献する仕組みを整備しました。こ

れにより、需څௐ整及び意ࢥ決ఆのਝ速化を実現し、全体

最適化をはかっています。
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人材戦略

ঁ性社員が活༂できる環境を整備し、全社員が生きがいと

りを持って働ける企業となるため、2021年�݄1日からތ

2026年�݄�1日までの期ؒで、ঁ 性૯合৬のׂ合を2�から

5�にするࢫの行動計画をఆめています。（202�年度�.�ˋ）

֤෦ॺにおいてঁ性が能力を発揮できるための環境づく

りをਪ進し、新ଔ採用や中途採用ならびに配置స׵を通じ

女性活躍・人材の多様性への取り組み

人材育成の取り組み

健康経営

当社及び当社άループ֤社は、ݸ人の人ݖと人֨をଚ重

し、あらΏる不当なࠩผやいやがらせをഉআし、ެ ਖ਼なॲ۰

がされる৬場環境をつくります。݈ 的で҆全・効率的な働߁

きやすい৬場環境をҡ持するとともに、૬ޓに率௚なコϛュ

ニケーションがとれる、自༝でᮣୡな企業෩土のৢ成に౒

めています。また、能力開発支ԉ等により、社員が仕事にތ

りと੹೚を持ち、ݸ性と自ओ性を発揮して業຿に取り組み、

ΏとりとΏたかさを実現していく活力ある企業をめざしてい

きます。ঁ 性の活༂ਪ進にؔしても適੾な৬場環境を整備

ঁੑの৬ۀੜ׆ʹ͓͚Δ׆༂のਪਐʹ͍ͭͯ

ঁੑの׆༂ਪਐʹؔ͢Δ৘ใެදʢ����೥�݄຤ࡏݱʣ

労働者に占める
女性労働者の割合

ਖ਼社員 2�.6�（உঁ計�66人）

৤ୗ社員 1�.2 （̀உঁ計��人）

パート社員 100�（計5人）

有給休暇取得率 5�.2�

男女の賃金の差異

ਖ਼社員࿑働ऀ ��.5ˋ

ඇਖ਼規࿑働ऀ 6�.�ˋ

パート社員 ��.6ˋ

ਪਐ༺ޏ੶ࣾһのࠃ֎

ঁੑの׆༂ਪਐʹߦ͚ͨ޲ಈܭըʹ͍ͭͯ

உੑのҭۀٳࣇऔಘ཰ΛߴΊΔऔΓ૊Έ
μΠόʔγςΟܦӦશൠ

当社άループのάローバル化のਪ進やক来的な組৫体制

のҡ持から֎国੶社員の採用をਪ進しています。

新ଔ及び中途採用において、ླཱྀ 学生等を対৅とした国内

での採用活動に加え、リクルート会社と提携しւ֎での会

社આ໌会や໘接を実施しています。

現在の֎国人入社ऀは、ओにւ֎取引業຿、研究業຿、

技術製造業຿・管理業຿に携Θっています。

今後はさらに環境整備をਪし進め、෯޿い分野で活༂で

きるよう活動をਪ進し、ҭ成に౒めていきます。

当社は社会環境に対応したܦӦの継続をはかるため、中途

採用社員の採用を積極的に進めています。当社の現࣌఺のਖ਼社

員における中途採用社員数は全社員の໿半数であり、今後さら

に重要な人材として期待され、Ґ置付けられると考えています。

また、োがいऀのޏ用にؔしては、োがいのある社員が働

くことを通じて成長できるよう、施設をؚめた৬場環境の整

備は໪࿦のこと、適性と能力をे分に考慮し引続きब業環

境の支ԉを行なっていきます。

対৅期ؒ：202�年度（202�年�݄1日から2025年�݄�1日まで）
パート࿑働ऀはਖ਼規࿑働ऀの࿑働࣌ؒと比ֱした人員数ࢉ׵を行なっています。

ਓࡐの֬อɾҭ੒ʹ͍ͭͯ

ਓࡐҭ੒ϓϩάϥϜʹ͍ͭͯ

ࣾһΤϯήʔδϝϯτの্޲のऔΓ૊Έ

人材はサステナブルܦӦの源ઘであり、その確保・ҭ成は

Ӧ上の最重要マターの一つとೝࣝしています。採用໘でܦ

は従来型の新ଔ採用手続きを一新し、ม化する動向に合Θ

せて֤छπールの導入をؚめ、中途採用においてもಉ༷の

ਪ進を行なっています。ҭ成໘では、入社࣌研मのॆ実に加

え、入社5年まで֤年の֊૚ผ研मや管理৬研मの導入、

஌ࣝ取得・スΩルアップのための資֨取得支ԉとしての通信

成にܗෛ担軽減、自਎がめざすΩϟリアऀߨҭ制度のडڭ

向けてのఆ期的な評価や໘ஊ制度のॆ実等の施策により、

社員エンήーδメントの向上に取り組んでいます。

当社の企業理೦の一つである「人と技術と環境のௐ࿨。ແ

の可能性に௅Ή。」を体現するために、社員の自ཱ性や自ݶ

ओ性、モチϕーションを高めるための人材ҭ成プロάラムを

実施しています。

ए年૚向けの研मは新入社員研मを始め、入社5年目ま

でຖ年̍回のू合研मを行なっています。ૣ 期に社会人とし

ての基ૅを着実に固めることを目的に、ओ体性やڠௐ性の

向上、働いてܦ験した内容を活かすܦ験学शの理解等、֤

2022年のҭࣇ・հٳޢ業法վਖ਼により、உ性のҭٳࣇ業

の取得促進を目的としたより柔軟な社会環境の整備が進み

ҭࢀࣇ画への意ࣝが高まっています。

当社では、ҭٳࣇ業の取得をر๬する社員がر๬通り取

得できるような環境整備を進めています。管理৬に対しては

ҭٳࣇ業制度の目的と内容、また、৬場での対応事ྫを研

मを通じてڞ有し、ҭٳࣇ業を取得しやすい෩土を高めて

います。また、社内ใで「パパのҭٳ体験ه」をܝ載すること

で当社άループ全体に「仕事とҭࣇのཱ྆」をڞ有しさらな

当社では社員エンήーδメントの向上に向けて֤छ施策

に取り組んでいます。

入社5年目までの社員にはू合研म࣌に自਎が所ଐする

֤本෦の੹೚ऀからΩϟリアパスをࣔしています。自਎の現

状のスΩルやܦ験のୡ成度合いを೺Ѳし、今後取り組Ή内

容やめざすべき方向性をೝࣝすることで、日々の仕事に対し

て意味や価値をײじ、やりがいを持って取り組めるようにし

ています。

、し࠵続ຬ10年とຬ25年をܴえた社員にはॕլ会を開ۈ

社員ؒのԁ׈なコϛュニケーションやྑ޷な人ؒؔ܎の構

築につなげています。また、ۈ຿地が全国にΘたるため、స

省のؼ、等により自਎の実Ոから離れることがありますがۈ

に発生するަ通費を年ؒ一ఆ回数ิ助することで社員のࡍ

省による৺਎のリフレッシュؼ、的ෛ担の軽減につなげࡁܦ

をਪ進しています。今後もさらなる施策に取り組み社員エン

ήーδメントの向上に取り組んでいきます。

当社άループでは、ఆ期݈߁਍断・特ఆ製造従事ऀ検਍

ٛ຿付け及びೋ次検਍ऀのड਍ק঑をపఈしています。

メンタルヘルス対策としては、ストレスチェックは法ఆ対৅

に加え೚意に一ఆ規໛の事業所でも実施し৬場環境整備を

従業員数 �6�名（લ期比102.�ˋ）

性別比 உ性�6.�ˋɹɹঁ性2�.1ˋ

平均勤続年数 1�.2年

外国人数 �名

管理職者性別 உ性��.5ˋɹɹঁ性5.5ˋ

ʣࡏݱһ਺のׂ߹ʢ����೥�݄��೔ۀै

ؔ࿈͢ΔϚςϦΞϦςΟ

多様な人材の活躍 人材不足の対応

多༷なΩϟリアܗ成を支ԉしています。

また、出産・ҭ࣌ࣇのब業整備として、従来の制度ӡ用に

加えஉ性ҭٳ制度を導入し制度活用のਪ঑とともに、より

働きやすい৬場の実現をਪし進めていきます。

ダイバーシティ推進により、イノベーションを生み出し、価値創造につなげたい
当社のμイバーシテΟਪ進の現状を͝঺հいたします。ঁ 性活༂ਪ進では、աڈにঁ性社員は΄΅事຿৬

という状ଶにありましたが、本取り組みを通じて、৬छస׵や採用を積極的に行なった݁果、いまではӦ業、
技術Ӧ業、研究、製造、社内4E、管理系事຿৬と活༂の෯は着実に޿がりをみせています。

োがいऀޏ用では、当社の事業活動のなかで໾ׂを担ってڞに働いています。環境を整備し一ॹに働くな
かで、それͧれの特性によるあらたなࢹ఺や気づきを得ています。

֎国੶社員のޏ用ਪ進では、特にϕトナム人材の採用に注力しています。当社άループ会社がϕトナムに展開
していることも理༝の一つですが、ক来のΩϟリアをܝげ高いब業意ࣝをもって日々働いている方もいるので、
今後、リーμーとして活༂されることを期待しています。

μイバーシテΟਪ進により、多༷な人材が活༂できる環境を整えつつありますが、課題としてۈ຿地や৬छ
にまͩภりがあることはೝࣝしています。課題は他にもありますが、それは「৳びしΖ」があるとଊえ、今後も
さらなる活動をਪ進していきます。

管理本部
総務人事部

੉�ཅ྄ࢳ

VOICE

進めるとともに、֎෦カウンセリンά૭口を設置しています。

છ予防໘ではインフルエンβ予防接छにؔして社員のײ

ැཆՈ଒まで費用ෛ担し促進を行ない、࣬ ප予防໘でも検

਍・਍ྍのิ助を拡ॆし、社員の݈߁保持に౒めています。

る取得促進をめざしています。உ性のҭٳࣇ業取得率は年々

૿加しており、今後も取得をر๬する社員がر๬通り取得

できるように環境整備を進めていきます。छマインυセットを行なうことで自ら成長サイクルを回すこ

とができるように支ԉしています。

管理৬૚にはຖ年テーマを設けてू合研मを実施してい

ます。組৫の活性化や生産性向上を目的に、社員一人ͻとり

のݸ性や能力をे分に発揮できるように支ԉしビδョンୡ

成に向けて導けるリーμーシップスΩルの強化を支ԉして

います。また、コンプライアンスやハラスメントに対する意ࣝ

を向上させるための研मも適ٓ実施しています。今後は目

的やଐ性に応じたબൈ型の研मを展開し、さらなるҭ成に

取り組んでいきます。

し、ঁ 性のΩϟリアアップを支ԉするため、次のように行動

計画を策ఆしています。
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Hoang Thi Phuong Thao

松井 翔太

従業員座談会

Ｑ．現在の業務内容と、高圧ガス工業に対
する入社前・入社後のイメージについて
教えてください。

Ｑ．職場の魅力や企業風土についてどのよう
に感じていますか？また、他部門との交流
はいかがでしょうか。

浦吉ɹ౦ژ研究所はए手が多く、活気にあ;れています。研

究テーマについてもए手が積極的に手をڍげていて、もし

かすると先ഐ社員や上࢘よりも発ݴ力を持っているのかも

しれません	স
。そのഎܠとして、上੮の方が中ݎ社員に

業຿を೚せ、その中ݎがさらにए手に研मを行なう体制が

整っているからͩとࢥいます。

松井ɹࢲは接着剤の販ചを担当しています。これが可能な

のは、浦٢さんのような研究所の方や、工場のօさんの支

えがあるからです。ͩ からこそ、社内のؔ܎づくりはとても

大事ͩとࢥっています。もっとも、他෦໳の方々とは、まͩ

あまり接఺がありません。今後、ಉじ会社の一員として、ࡶ

ஊや৯事などを通じて他෦ॺともަྲྀをਂめたいとࢥって

います。

幸ɹࢲの৬場は製造の現場ということから、従業員ಉ࢜の

助け合いの෩土がࠜ付いています。一人ͻとりがपғを見

ながらॆర量や࣌ؒをௐ整したり、手伝ったり、新しい仕事

をڭえ合ったりしています。ガスボンϕのస౗防ࢭやย付け

なども人೚せにせͣ、全員が自ओ性を重んじながら動いてい

ます。他෦ॺとのަྲྀは࢒೦ながらあまりないものの、入社

後の研मで工場見学をしたࡍ、他の仕事を目の当たりにで

きたのはྑいܦ験でした。今後、ಉ༷の機会があるとうれし

いです。

西浦ɹӋాӦ業所では、人ؒؔ܎がྑ޷で、どんなことでも

上࢘や先ഐに૬ஊしやすいงғ気があります。それͩけに、

上࢘や先ഐからݴΘれたことを素௚にٵ収しようとがん͹っ

ています。今どきめͣらしいのかもしれませんが、ࢲは上࢘

と信པؔ܎をਂめたいとࢥっています。͝ ൧に༠Θれるとう

れしいですし、野球؍ઓにも一ॹに行きました。

Thaoɹࡒ຿ܦ理෦で

は、෦ॺのօさんがࢲ

のことを理解したうえ

で、業຿に取り組みや

すいように配慮してくͩ

さいます。෦長からは

຿にؔするઐࡒ理やܦ

໳ॻをڭえてもらい、

ษ強にྭんでいるとこ

Ζです。

ɹ෦ॺؒのަྲྀについては、ϕトナム子会社との連携が多

いです。国はҧってもܦ理の஌ࣝや仕組みはおおΉねಉじ

で、ܦӦの数ࣈとはまさにڞ通ޠݴ。国境を௒えたコϛュニ

ケーションはڵ味ਂく、ࢲとしては得意ྖҬの一つにしたい

です。

浦吉ɹ研究所ではए手やঁ性従業員も૿えています。みん

なで৯事の機会を持つなど、コϛュニケーションをָしんで

います。օさんの࿩をฉいていると、どの৬場もงғ気のྑ

さや人ؒؔ܎のྑさがڞ通しているなとײじます。ちなみに、

タオさんは仕事上でのコϛュニケーションでࠔっていること

などはありませんかʁ

Thaoɹおかげさまで、෦ॺ内でのコϛュニケーションはྑ

です。入社してೋ年目にあたり、上࢘からはΩϟリアアップ޷

に向けたࢦ導をडけています。ྫ え͹上࢘からܦ理上の数

をࣔされて、「これをどう評価するか、またվળがඞ要ならࣈ

͹どのように対策をߨじるか」といった質໰をされることが

あります。こうしたやり取りを通じて、ܦ理とは୯に計ࢉす

るͩけではなく、数値からਪ測や൑断をする「考える仕事」ͩ

とײじています。ࢲは஌ࣝがまͩઙいので、Θからないこと

現場での挑戦と学びを通じて、仲間とともに成長し続ける
組織をめざします

特集 2

Խ੒඼ڀݚ
ʢ౦ڀݚژॴʣ

Ӝ߳ࡓ�٢

Խ੒඼Ӧۀ
ʢຊࣾʣ

দҪ�ᠳଠ

ΨεӦۀ
ʢӋాӦۀॴʣ

੢Ӝ�༏ف

Ψε੡造
ʢ๺۝भΨεηϯλʔग़޲ʣ

�উ໵޾

ཧʢຊࣾʣܦ຿ࡒ

)PBOH�5IJ�
1IVPOH�5IBP

幸ɹ2020年の入社です。ガス事業本෦の製造෦໳に所ଐし

ており、ओにۭ気をӷ化分離して製造するセパレートガスの

ॆరを担当しています。入社લは「ガスʹݥة物」というҹ৅

から、৬場はピリピリとしたงғ気で、ාい先ഐ方のഎ中を

見て学Ϳ世界なのかなと少し਎構えていました。しかし実ࡍ

は、上࢘や先ഐたちが「ࠔったことはないʁ」と੠をかけてくͩ

さる࿨やかな৬場であり、̓ ৺して仕事に向き合えています。

西浦ɹࢲは2021年入社です。ガス事業本෦のӋాӦ業所

に所ଐしています。当社は B to B のビδネスですので、ࢲ

のお客༷はガス販ച代理ళです。Ӧ業というと「ノルマを

௥う仕事」と૝૾していましたが、実ࡍは数ͩࣈけでなく、

お客༷との信པؔ܎を築くことの΄うが大事ͩと日々ײじ

ています。

浦吉ɹಉじく2021年入社です。化成品事業本෦の౦ژ研

究所でॠؒ接着剤の研究をしています。৬場では、ए手の意

見をしっかりडけ入れてもらえるงғ気があり、業຿にલ向

きに取り組んでいます。研究員として、成果を出さなけれ͹

というプレッシϟーはあるものの、自分で考えて研究を進め

る力が自વと਎についているとײじます。

松井ɹ202�年に入社

し、化成品事業本෦で

接着剤のӦ業をしてい

ます。入社લは「Ӧ業は

モノをചるのが仕事」と

、っていたのに対してࢥ

現在は「Ӧ業とは考え

る仕事」ͩ とײじていま

す。接着剤はछྨが多

いため、対৅物や用途に応じてどの製品を提Ҋするか、じっ

くり考えるඞ要があります。

ɹ৬場のงғ気としては、自༝で活気があります。本社ۈ຿

ということで、エレϕーター内で社長や෭社長と一ॹになる

こともありますが、おೋ人とも気さくに੠をかけてくͩさる

఺が当社らしいとײじています。

Thaoɹࢲはϕトナム出਎で、202�年に入社しました。管理

本෦のࡒ຿ܦ理෦で仕༁入力や݄次決ࢉの΄か、຋༁やϕ

トナム子会社の૯຿、人事の仕事を担当しています。日本は

ϕトナムとಉじアδアݍということもあって、とても฻らしや

すいです。また、入社લは「日本の会社ͩから࢒業が多いの

では」と৺配していましたが、実ࡍは΄΅ຖ日ఆ࣌にୀ社で

きている状گです。
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浦吉 冴香

幸 勝也

西浦 優祈

従業員座談会

松井ɹ今後、企業としての成長をめざすなかでは、研究、製

造、Ӧ業の֤෦ॺが୯ಠで動くのではなく、෦ॺを௒えたڠ

力体制が今Ҏ上にඞ要と考えます。ࢲ自਎も研究所や工場

と一ॹになって新たな価値を生み出したいと考えます。その

ためにも໾ཱつスΩルを਎につけていきたいです。

Thaoɹࢲは、日本とϕトナムのՍけڮになりたいというࢥ

いで入社しましたので、྆ 国をサϙートできる仕事にबけた

ことをとてもうれしくࢥっています。今後はઐ໳஌ࣝと֎国

Thaoɹ今後、高ѹガス工業では֎国੶の人材がどんどん૿

えていくとࢥいます。そのとき、日本国੶のօさんが、一ॹに

働くことをどうଊえるかが課題になるのではないでしΐうか。

自਎、日本で฻らすようになってから、日本人ͩけでなくࢲ

Ϥーロッパなどさまざまな国の༑ୡができました。その国の

。していますײやจ化を学び、国੶の多༷性のྑさを実ޠݴ

こうした؍఺は大੾ͩと考えます。

松井ɹঁ性従業員や、タオさんのような֎国੶の方が૿え、

に仕事をする࣌代がもう始まっています。その一方で、化ڞ

成品事業本෦にはまͩঁ性の国内Ӧ業৬がいません。これ

からঁ性Ӧ業৬の方が入社され、৬場の多༷性がもっと޿

がっていくことを期待しています。

西浦ɹਖ਼௚なとこΖ、世代の多༷性という఺で課題がある

とࢥいます。ࢲはӦ業৬として全国సۈの可能性があるた

め、݁ ࠗがしにくいとײじる場໘があります。ྫ え͹、世代

が上の方の中には、෉がసۈになれ͹࠺がΩϟリアをあき

らめ、Ո଒で引っӽすのが当たりલͩと考えている人がいる

は積極的に質໰するようにしている一方、上࢘や先ഐは๩し

いなかでஸೡに対応してくͩさいます。

西浦ɹ当社では、従業員の੠をܦӦに反өする「ܦӦٞڠ

会」をຖ年開࠵しています。ࢲは今年度の支෦の取りまとめ

໾を担当しています。څ与や෱利ް生など、多༷な意見もू

まっており、意見が全て採用されるΘけではないものの、施

策に確実に反өされており、こうした発表の場があるという

のはありがたいことͩなとࢥっています。これについて、օ

さんはどうࢥΘれますかʁ

幸ɹオフΟスカδュアルの෰装が導入されたのは、「ܦӦڠ

ٞ会」がきっかけですよね。この΄か、本社をٱしͿりに๚れ

ると、オフΟスのレイアウトがมΘり、ަ ྲྀスϖースが૿えて

いたのにはڻきました。ࢲが入社した当࣌はデスクがͣらり

と並び、もっとݎいงғ気でした。会社が従業員の੠をฉい

て、働きやすくվળしてくれたのですね。自らのことについて

は、資֨試験の費用も会社ෛ担ですし、ؼ省手当も支څさ

れるようになりました。

浦吉ɹؼ省手当のおかげで、連ٳなどはՈ଒とٳみを合Θ

せて地ݩにؼっています。そのͿん、仕事ではがん͹Ζうと

いう気持ちになります。

Thaoɹࢲも年2回、ϕトナムにؼ省しています。ܦ理のཱ場

からすると、ؼ省手当は会社にとって大きなෛ担ではありま

すが、それͩけにࢲも働く意ཉがアップします。

松井ɹؼ省手当のॆ実はまさに人への投資の一環ですよね。

こうした取り組みなどは一従業員としてうれしい制度ͩとײ

じます。先ഐからは「高ѹガス工業はੲに比べてͣいͿんม

Θった」とよくฉきますし、上࢘からはࢲたちए手への期待

が強く伝Θってきます。

幸ɹ製造の現場につい

てݴえ͹、「ࣦഊしても

いいからए手にやらせ

てみよう」という࢟੎が

ఆ着しています。そのഎ

には、上࢘の強力なܠ

バックアップ体制があり

ます。ࢲ自਎、入社当

ॳからガスボンϕのѻ

い方からマンπーマン

Ｑ．社内における人材の多様性や働きやすさ
について、どのように考えていますか？

Ｑ．今後のキャリアアップに向けた思いを
教えてください。

のは事実です。しかし、これからの࣌代において、こうした価

値؍は通用しないのではないでしΐうか。これからの高ѹガ

ス工業の発展のためにも、従業員一人ͻとりが世代ؒギϟッ

プを意ࣝしつつ、ޓいの価値؍のҧいに対して理解し合うべ

きではないかとࢥいます。

浦吉ɹࢲについてݴえ͹、入社した当࣌、「ঁ性ͩから重い

ものをӡͿのはແ理ͩΖう」と決めつけられてչしいࢥいを

したことがあります。一方、ಉじෑ地内にある౦ژ研究所と

૔工場において、研究所ではྋしい環境のもとで業຿をࠤ

行なっているのに対して、工場ではॵ熱対策がे分ではない

という課題を๊えています。ಉじ従業員として可能なݶりྑ

への「会ٞڠӦܦ」、な環境での業຿を実現すべきであり޷

提ݴなどを通じてվળすべき課題と考えます。

松井ɹ人それͧれに考え方のҧいがあるとして、一つの組

৫の஥ؒというࢹ఺は大੾にすべきですね。ࢲは、他人に対

して先入؍や固ఆ؍೦をなるべく持たないように৺がけて

います。一人ͻとりの価値؍をଚ重していくことで、組৫内

の人ؒؔ܎がよりスムーズになるとࢥいます。

幸ɹ価値؍の多༷性は当વ重んじるべきことです。一方で、

製造の現場では҆全に対する意ࣝが大લ提であり、ݥةが

伴なう仕事はルールݫकであるべきです。この఺、ࢲの現場

は҆全管理をపఈしています。もっとも、ੲからのルールを

すべて९कすべきかどうかはٞ࿦の༨地があります。こうし

た఺について、新入社員のようにࢥ考が柔軟な࣌期に自分

なりに考え、発ݴし、新しいやり方を試し、ඞ要に応じてվ

ળしていくことも大੾ͩとࢥいます。

のษ強に力を入れ、まͣは日本の会計、次にϕトナムの会ޠ

計、さらに੫制度を学び、最ऴ的には国ࡍ会計までम得する

のが目標です。資֨の取得にもチϟレンδしていきます。

幸ɹ年̎回のఆ࣌໘ஊとはผに、工場長からΩϟリアアップ

に向けて取り組Ήべきことやஈ取りについて助ݴをいたͩ

いています。この໘ஊは、自分の仕事や৬場環境について考

えるྑい機会です。今後はڭΘるཱ場からڭえるཱ場となっ

ていくことで、ة機管理や製造にඞ要な機材の管理・म理方

法などを学んで、現場でٻめられたࡍにすぐ౴えを出せる人

材をめざしています。目Լ、高ѹガス製造保҆੹೚ऀのߕछ

資֨の取得に向けてษ強中です。

西浦ɹお客༷とのؔ܎

構築により一૚力を入

れるとともに、ಟ物ܶ

物取ѻ੹೚ऀ の 資֨

取得もࢹ野に入れてい

ま す。業界 の 動向 や

マーケテΟンάにも目

を向け、お客༷に対し

て積極的に提Ҋできる

Ӧ業担当へと成長して

いきたいです。

浦吉ɹࢲは、ࡁܦ成長のஶしいインυや౦ೆアδア向けの

接着剤を開発できたらと考えています。研究のஈ֊で特ڐ

を取得し、高ѹガス工業の஌ࡒઓུにも貢献できたらうれ

しいです。今回の࠲ஊ会を通じて、֤ ෦ॺのメンバーがڞ通

したࢥいを持って業຿にྭんでいることがΘかりました。

これから先、֤ 自の仕事場で成長を௥ٻし、いͣれまた再会

できることをָしみにしています。

でஸೡにڭΘったܦ験があり、「高ѹガス工業はए手をしっ

かりҭてる会社」ͩ とײじています。

浦吉ɹࢲの৬場でも、

ए手の研究を上࢘が

しっかりフォローして

います。もちΖん෦Լ

としては「 ใ連૬ 」を

कっている΄か、実験

で高価な試ༀを࢖うと

きは理༝をઆ໌してਃ

੥するルールなどを९

कしています。Ҏલ、研

究所の所長にฉいた࿩では、現在の社長や෭社長もए手

࣌代に上࢘からྭまされて௅ઓを続けてきたそうです。高

ѹガス工業のྑい社෩が຺々とडけ継がれているのͩとײ

じています。
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˔ ҝ替ม動や地政学リスクなどに
よる急激な価֨ม動

˔ 大規໛な自વ֐ࡂ等によるサプ
ライチェーンのࠞཚや生産能力
の大෯な低Լ

˔ 工場管理ऀや配送担当ऀなど
組৫体制ҡ持にඞ要な人材の
不଍

˔ 脱炭素社会に向けたιリューションの提供（ৗ
ѹスマート浸炭の普及、水素やアンモニアなど
のクリーンエネルギーの拡大）

˔ 半導体、電子産業の成長に伴なう需要拡大（高
७度ガス、特घガス）

˔ ౦ೆアδアを中৺とした新ڵ国の産業発展に伴
なう、ւ֎市場の需要૿加（クリオガス）

˔ 先端材料（CNT）の需要拡大に伴なう収ӹ機会
の拡大（CNT、アセチレン）

˔ アセチレンガスのメーカー及びその他産業ガスのԷച事業ऀ
として、全国֤地の販ചళとのີ接な取引ؔ܎を有すること

˔ άループ販ച会社を通じた大手から小口までの多業छのエン
υϢーβーとの取引ؔ܎を有すること

˔ 一ൠ的に࢖用される容器の製造を行なう会社をάループ内に
有し、その൚用容器のシェアをա半数઎めていること

˔ ガスの供څにඞ要なトラック・タンクローリーのӡ搬を行な
う会社をάループに有し、̓ 全・҆৺・҆ఆ供څをお客༷に
担保できること

● アセチレンガス
● その他産業用ガス

● 医療用ガス
● 特殊ガス

● ガス容器
● 器具・機材

● ガス設備工事
● ガス供給設備点検業務

ച্ߏߴ੒ൺ

����ˋ

ガス事業
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2024年度の事業概況

中期経営計画の進捗

今後の展開・方針について

ガス事業を取りרく環境は、మ߯、自動車、建設などの仕

向け先において、需要回෮がಷく、さらに原材料価֨の高ಅ

が続くݫしい状گでਪҠしました。このような事業環境のな

か、当事業では長年の事業活動によりഓΘれた強みを生か

し、シリンμーガスビδネスの持続的な成長や収ӹのվળ

をめざし、地Ҭにີ着したӦ業に౒めてきました。

ʰ༹解アセチレン はɦ、自動車、造ધ及び建設・土໦向けに

需要が減少し、ച上高はલ期をԼ回りました。

ʰその他工業ガス等 はɦ、ࢎ素はಔ製࿉向けの需要૿加、

஠素は৯品向けの需要૿加、アルゴンは、住宅設備向けが

૿加しました。̡ Ｎ̜、アンモニア及びフルオロカーボンは、

新規獲得により૿加し、ച上高はલ期を上回りました。

ʰ༹接༹断ؔ連機器 はɦ、設備工事の獲得や工作機械等の

ड注が回෮し、ച上高はલ期を上回りました。

ʰ容器 はɦ、水素用長ई容器の新規獲得や消Ր設備装置向

け容器の需要が૿加し、ച上高はલ期を上回りました。

中期ܦӦ計画「チェンδˍチϟレンδ4taHeᶘ」も2025年

�݄期で�年がܦաしました。世界ࡁܦの見通しが難しく、市

೦ݒもڹまりする原材料価֨動向のӨࢭ環境のม化や高گ

されるなか、当社άループの持つ強みを生かし、目標ୡ成に

向けて取り組んできました。特にシリンμーガスビδネスを

௥ٻする当社にとって、地Ҭにີ着した事業展開はඞ要不

可欠なものとなっています。άループ会社をؚめたӦ業ڌ఺

や物ྲྀの見௚し、.�Aによる販ച໢の拡ॆなど積極的な投

資を行なっており、202�年度は੢日本高ѹガスג式会社や

੢日本アセチレンג式会社、ג式会社δョーサンが当社連

製造工ఔの合理化や原価の低減など生産体制の再構築

や製造設備・供څ設備の૿強、新設のための積極的な投資

を行ない、収ӹ性・効率性の高い事業基൫を構築していき

ます。また、地Ҭにີ着したӦ業展開を行ない、さまざまな

産業分野͝とに最適なガス供څ設備の提Ҋやガスローリー

導入によるӡ送効率化など、֤ 地Ҭのજ在的なお客༷の

ニーズにお応えすることでガスの拡販を行なっていきます。

特に、環境ෛ荷の低い水素ガスやӷ化アンモニア、新ྫྷഔガ

スなどクリーンエネルギーの供څ໢整備を進め、お客༷の

ニーズに応じたιリューションの提供を行ないます。研究開

発分野につきましては、アセチレンを原料としたカーボンナ

ノチューブの量産体制の構築、ೋࢎ化炭素のഉ出量を大෯

に削減できるৗѹスマート浸炭の普及促進など、より付加

価値の高い製品の上市や技術開発を進めており、さまざま

なステークϗルμーのօ༷の͝理解をいたͩけるよう取り

組んでいきます。特घガス分野につきましては、202�年݄̕

に࣎լ高ѹガスྲྀ通センターが標४ガスの国ࢦࡍ標ೝఆ事

業ऀのೝఆを取得してҎ߱、販ച数量が૿加しています。さ

らなる需要の獲得を見ࠐみ、生産能力向上をࢹ野に製造設

備の૿強を行なっています。保҆強化のため、ガス供څ設備

の఺検と容器のૣ期回収を目的とした長期଺ཹ容器の有ঈ

化を引き続き行なっていきます。ւ֎展開につきましては、

事業の一૚の発展のための重要な成長課題であると考えて

います。ϕトナムにガスの製造販ചを行なう子会社を有して

おり、日本市場で蓄積したノウハウを生かし、ີۓな連携を

はかるとともに、現地子会社をڌ఺として、౦ೆアδア地Ҭ

への販路の開拓を引き続き検౼していきます。

多様なニーズに応えるソリューション型営業

M&A関連（2024年度）

ʓ੢೔ຊߴѹΨεࣜגձ ʢࣾຊࣾɿ෱Ԭݝ෱Ԭࢢʣ
෱Ԭ市内に本社をおき、๺۝भや長࡚、大分、大ໂాに事業所

を構えています。高ѹガスの販ചを中৺に、ؔ 連機器の提供や

保҆管理業຿を行なっています。

ʓ੢೔ຊΞηνϨϯࣜגձ ʢࣾຊࣾɿ෱Ԭݝ๺۝भࢢʣ
๺۝भ市にアセチレン製造工場を構えており、۝भ地Ҭにࠜざ

したアセチレンメーカーとしての一翼を担っています。

〇株式会社ジョーサン（本社：新潟県上越市）
上ӽ市に産業ガスのॆర工場を保有しており、高ѹガスઐ໳商

社として地Ҭにີ着したӦ

業展開を行なっています。

ガス供څ先は多ذに౉り、さまざまなニーズに応えられる提Ҋ力がඞ要になります。またお客༷

との信པؔ܎構築もඞ要不可欠であります。信པؔ܎を構築するうえでࢲが意ࣝしていることは、

「ചる」ことよりもお客༷の課題を「解決する」ということです。その݁果継続取引につながったり、新

規Ҋ݅を೚せていたͩけたࡍのتびはͻとしおです。当社はガスをメインに販ചしていますので、

お客༷に対してはചるͩけではなくそれに付ਵして҆৺・҆全もお届けできるよう注力しています。

高ѹガス工業に೚せてྑかったとࢥっていたͩけるよう、今後もお客༷のニーズに応えていきます。

݁子会社に加Θりました。

また、ここ数年は「҆全・҆৺」を೦಄に設備・容器管理体

制の強化を進めており、設備఺検・容器࢖用の有ঈ化を実

施しています。こうした取り組みにより設備・容器の適ਖ਼利

用が進Ήͩけではなく、投資の最適化もはかれることから、

収ӹ力強化にもつながっています。中期ܦӦ計画でܝげた

5つの成長ઓུを中৺に、2026年�݄期の目標数ࣈୡ成に

向け引き続き付加価値の高い製品やサービスの提供、サプ

ライチェーンの最適化などの取り組みを行なっていきます。

ガス事業本部
松山営業所長 ࣰ࡚�Ҹ඙

ガス事業

責任者（役員）メッセージ
ガス事業では産業用・医療用の各種ガスを取り扱っており、地域に根ざし
たビジネスモデルを構築することで、地域社会の発展をめざしています。ガ
スを取り扱ううえで安心・安全の姿勢は当然のこと、安定供給に努めること
は当社の使命と考えており、地震などの災害時においても日本全国にガス
を供給できる物流ネットワークを構築しています。現在、カーボンニュート
ラル社会の実現に向けた取り組みが求められるなか、当社はアセチレンガ
ス用途の新規開発、CO2を使用した農業施用、環境負荷の低い水素、アンモ
ニア、新冷媒販売で環境負荷の低減に努めています。今後も技術革新と人
材育成を推進することで、サステナビリティの実現をめざします。

取締役
専務執行役員
ガス事業本部長

৿ຊɹ޹

෼໺ۀࣄ

VOICE

T OP ICS

Έڧ ϦεΫ ձػ
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化成品事業

化成品事業
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● ペガール（合成樹脂エマルジョン）
● シアノン（瞬間接着剤）

● ペガロック（高機能接着剤）
● サウンドプルーフ（制振材・衝撃吸収材）

● 建築塗料
● エアゾール製品

2024年度の事業概況
化成品事業を取りרく環境は、ԁ҆Өڹやナフサ価֨の上

ঢによる原材料価֨の高ಅが続くݫしい状گでਪҠしました。

このような事業環境のなか、当事業ではさらなる生産体

制の૿強のためにߕլ工場を新設し、仕向け先への製品の

҆ఆ供څに౒めるとともに、新しい技術開発により、環境配

慮型水性接着剤や高耐候性塗料など環境にやさしい製品や

付加価値の高い製品づくりに౒めてきました。

ʰ接着剤 はɦ、ϖガールはࢴ工用・塗料用が૿加、ϕトナム

で໦工用が૿加しました。シアノンはコンシューマー用がೆ

ถ向けが減少しましたが、ؖ 国向けの需要が૿加、また、工

業用がυイπで需要が૿加しました。ϖガロックはԤถ向

けの需要が૿加しました。ച上高は、接着剤全ൠの原材料

価֨の高ಅに伴なう価֨վఆもあり、લ期を上回りました。

ʰ塗料 はɦ、建築用塗料のށ建塗替え需要の低໎が続くな

か、֎装用高機能品の「ビーズコートシリーズ」等の高機能

製品は৳長したものの、一ൠ建築塗料・防水用塗料・工業

用塗料が減少しました。また、エアκール製品は塗料・৯

品・防水スプレーが৳長しましたが、ച上高はલ期をԼ回

りました。

෼໺ۀࣄ 中期経営計画の進捗

今後の展開・方針について

中期ܦӦ計画に対しては、ࢴ工・塗料分野で新製品の採

用が進んͩことと原材料高ಅなどによる販ച価֨のվఆが

与し、ച上高は計画Ҏ上にਪҠしています。Ӧ業利ӹにつد

いては、ߕլ工場の新設にؔΘるܦ費など事業ҡ持・ӡӦ

費用がਹみ、計画目標に対しては、ະୡになっています。ここ

数年で大෯な原材料の高ಅやҝ替ม動など、計画策ఆ࣌と

接着剤市場においては、環境配慮型の原材料を積極的に

取り入れ、生活にີ着したࢴ工、໦工、塗料分野に環境にや

さしい製品を拡販するとともに、高付加価値製品として自動

車向けの環境配慮型の難燃性接着剤、弱電向けの֎෦エネ

ルギーをඞ要としない反応型接着剤・低温硬化型接着剤・

次世代型のࢵ֎ઢ硬化型接着剤、ヘルスケア分野向けの低

刺激性の皮膚縫合用高機能接着剤などの新たな用途の製

品の開発を行なっていきます。

また、ӍԻ・ৼ動を低減させる効果のある制ৼ材h サウン

υプルーフ はɦ快適な生活環境の提供を目的とし、ެ 施設ڞ

をはじめ、遮Ի性がٻめられる建物向けに拡販していきま

す。塗料市場においては、ଠཅ光を高反ࣹする遮熱塗料

ʰクールトップシリーズ 、ɦ建物の長ण命化に貢献する௒高耐

候性のh ウォールバリアシリーズ 、ɦ௒撥水性のh ビーズコー

トシリーズ なɦどの֎装用高機能塗料を拡販していきます。

エアκール市場においては、生産能力の拡ॆにより、多छ多

༷な用途展開を行なっていきます。ւ֎市場においては、

ϕトナム子会社をڌ఺として、当社άループ会社とのڠ業で

ϕトナムをはじめ、アδア全Ҭへの接着剤・塗料のさらなる

開拓を進めていきます。

あらゆる情報を強みにして、お客様に求められるメーカー営業をめざします。

高機能性֎装用上塗塗料ウォールバリアNTシリーズを2025年�݄1�日発ചしました。

ʰ΢ΥʔϧόϦΞਫੑແ5/ػ ɹɦແ機有機ハイブリット塗料

ʰ΢ΥʔϧόϦΞਫੑແ0*#�5/ػ ɹɦ防カビ性・防૶性をプラス
˔ ಠ自のトリプル硬化システムにより強ਟな塗ບをܗ成し、さらに高性能光҆ఆ剤の配合により、

ൈ܈の耐候性・耐ٱ性を実現。
˔ 塗ບ表໘のタックが少なく、硬質な塗ບをܗ成するため、Ԛれが付着しにくく、長期にΘたりඒ؍をҡ持する。
˔ 防カビ性・防૶性をプラスしたh BIO もɦラインアップし、建物֎นを長期にΘたり微生物Ԛછからकり、ඒ؍をҡ持する。

当社化成品事業෦が取引しているお客༷は໦工、ࢴ、塗料、ゴム、電子෦品、ۚ ଐۚ物など業界・用途

にΘたっています。そのため、お客༷への提Ҋは一ׅりにはできͣ、作業工ఔや設備をؚめたذに多ڞ

Ӧ業力・提Ҋ力が໰Θれます。また、ಉ業छの৘ใͩけでなく、全体の市گなどの৘ใもٻめられていま

す。お客༷との信པؔ܎の構築は不可欠であり、そのために社内の研究所・工場との連携もٻめられま

すが、年 ଘ品ではどうط。まれた環境ですܙなく、自分から積極的に発信していきやすい܎験にؔܦྸ・

してもお客༷の製造ラインに合Θͣվྑがඞ要となったࡍは、ଈ࠲に研究員と連携を取ってվྑ品を׬

成させました。さらにその製品をお客༷のւ֎工場でも採用いたͩけたことはҹ৅に࢒っています。

日ࠒから自分の଍で動き、自社製品がどの༷な工ఔで࢖用されているのか現場を஌ることを意ࣝして

動いています。そうして得た自分ͩけの৘ใを強みにして、お客༷にٻめられるӦ業をめざしていきます。

は事業環境が大きくม化している状گのなか、化成品事業

としてはŊ計画の上৐せがඞ要であり、次回の新たな中期ܦ

Ӧ計画を検౼中です。ߕլ工場のཱち上げによりڝ合他社

にউる国内・ϕトナムڞに製造と販ച体制が整いましたの

で、今後さらなる製品拡販と利ӹ௥ٻを行ない、事業拡大に

౒めていきます。

化成品事業本部
化成品営業部

�തੜࢁؙ

責任者（役員）メッセージ
化成品事業は、2024年6月に甲賀工場を立ち上げて、さらなる生産体制
の増強を行ないました。国内３工場（甲賀工場・佐倉工場・竜野工場）から
の出荷体制の強化と整備により、お客様への安定供給に日々努めています。
また、ベトナム工場を拠点とした海外市場での展開も好調に推移しています。
環境にやさしい製品づくりが化成品事業の強みではありますが、年 と々環境
負荷物質対策の要求レベルが高まるなかで、東京研究所では、環境配慮型
の原材料を積極的に取り入れて、適応した製品改良を行なっています。また、
お客様のニーズに合った新用途での高付加価値品の製品開発にも注力し
ており、今後も接着剤・塗料の可能性を多彩に追求していきます。

執行役員
化成品事業本部長代理

໺ᐘ�ୡ໵

˔ ҝ替૬場のม動
˔ ナフサ価֨のม動
˔ 事業全体での人材不଍
˔ 原料メーカーの事業ఫୀ
˔ 物ྲྀ費の高ಅ

˔ ϕトナム工場をى఺としたւ֎市場のビδネス拡大
˔ 化学物質の規制強化の高まりによる、環境配慮型製品

の需要૿加
˔ άループ会社を通じてのシナδー効果

˔ 環境にやさしい製品開発
˔ お客༷のニーズに合ったカスタマイズ製品
˔ 国内�工場での製造・出荷体制
˔ ϕトナム子会社によるアδア地Ҭへの展開

Έڧ ϦεΫ ձػ

VOICE

スズカファイン新製品ラインアップの拡充T OP ICS

ウォールバリア
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中期経営計画の進捗

中期経営計画の進捗

今後の展開・方針について

今後の展開・方針について

数値目標については、計画をԼ回っている状گではありま

すが、202�年度Լ期より3'タάؔ連、電子ϖーパーؔ連

の製品܈をܝ載したサービスサイト	タάプロʴ.DoN
を

開設し、ネットࠂ޿などを活用することで新規顧客獲得をは

かり、数値目標ୡ成をめざしていきます。

̐年目で5年目ച上目標をલ౗しでୡ成しました。最ऴ年

度の5年目はさらなる取引拡大をめざします。

20�0年に�5ԯ人にୡした世界の人口は2050年に100

ԯ人になるとݴΘれています。৯品の収֭量૿加やඇ可৯

品からの可৯品製造に௅ઓしています。また、แ装容器のリ

サイクル率向上、生分解機能の強化などの取り組みも行なっ

ています。

˔ -4IカーυとӴ੕測Ґ事業については、後継機छやվഇ

の対応を行ない、̓ ఆ収ӹを確保します。
˔ Ӧ業及び技術の効率化をはかるため、組৫体制の見௚し

を行ないます。
˔ 新たに工場 %9 及びIoTに特化した事業をཱ上げ、製造

ιリューション事業としてച上向上をめざします。

スマートフォンで࢖用できるアプリケーションの開発を開

始しました。まͣ、製造現場でのϖーパーレス化に໾ཱつ電

子ϖーパーを搭載した3'タάlデΟスプレイタάzの表ࣔ

ॻき׵えアプリケーションを開発し、2025年度にて販ചを

開始します。
lどこでもリライトzの画໘デΟスプレイタά

その他事業（ITソリューション事業・食品事業）

ച্ߏ੒ൺ཰

● LSIカード（無接点メモリーカード）
● 電子ペーパー応用製品

● RFID（ICタグ非接触通信装置）
● GNSS（衛星測位システム）

● 食品添加物（異性化糖等）

2024年度の事業概況

2024年度の事業概況

-4Iカーυؔ܎は、మಓ事業ऀの需要૿でલ期を上回る

ച上となりました。また、電子ϖーパー応用製品の内デΟス

プレイタάと、3'I% い製造業やҩྍ業޿の販ചは、෯܎ؔ

界に採用が決まり、લ期を大෯に上回るച上となりました。

Ӵ੕測Ґؔ܎は、一෦طଘのお客༷の上期ച上がなく、લ

期をԼ回るച上となりました。

システム及びその他ؔ܎は、ւ֎プラントؔ܎のιフトվ

मや消໣品ߪ入や෦品販ചがあり、લ期を上回るച上とな

りました。

؁味や҆ఆ性付与、ೕ化、૿ ೪、品質վྑ等を目的とする

ఽค及びఽค加工品、౶化品や৯品添加物ެఆॻに収載

された৯品添加物の販ചでച上目標をୡ成しました。

෼໺ۀࣄ

ITソリューション事業本部長

専務執行役員
（株式会社スミコエアー
代表取締役社長）

໦ଜ�ल੒

৿ా�࿨ത

˔ ແ接఺̡̨ カ̞ーυから生まれた発૝能力のある技術の提供
˔ メンテナンスの少ない製品の提Ҋ
˔ మಓؔ連取引でഓった信པ性の高い技術の提供、及び長期供څ体制の

確ཱ
˔ ๛෋な製品ラインアップによるお客༷の多༷なニーズへの対応
˔ お客༷の要๬にԊったハーυウェア及びιフトウェアのカスタム対応

˔ άループ会社の᷂スϛコエアーが商社として展開する事業であり、確
ཱされたྲྀ通ネットϫークにより҆ఆしたΩϟッシュ・フローが見ࠐ
まれること

˔ ਅ᎜なӦ業活動の蓄積により、取引先との確かな信པؔ܎がৢ成さ
れていること

˔ 信པؔ܎を基Ҽとして、取引先から事業ৡ౉の対৅先としてબ͹れる
機会が高いこと

Έڧ

Έڧ

スマートフォンでディスプレイタグの表示書き換えができる
アプリケーション“どこでもリライト”

T OP ICS

責任者メッセージ

責任者（役員）メッセージ

ITソリューション事業は、当社、ガス事業・化成品事業に次ぐ

第三の柱として発足しました。当社が掲げる安全・安心を軸にお

客様の困りごとを丁寧に聞き、今までの経験と知識を活かし、発

想力・想像力を駆使して、モノやヒトに情報を紐づけ、情報の見

える化、分析、活用することで、現場目線に立った課題解決の仕

組みを提供し、社会に貢献していきます。

全事業に通じる安心・安全を食にもお届けしています。

「鯛も一人はうまからず」。皆様とご一緒に健やかにあり

たい思いで、新たな価値を創造していきます。

ITソリューション事業 食品事業

ITソリューション事業

食品事業

ᶃίʔϯελʔν
トウモロコシ༝来のఽค・౶ྨを৯品業界・製ࢴ業界向けに販ച拡ॆをめざしています。

ᶄ৽ͨͳधཁの創ग़
国内顧客ニーズに応えられるւ֎の৯品素材・添加物を発۷し、新たな需要の૑出を
めざしています。

ᶅαεςφϒϧϑʔυ
ক来の備えとしてඇ可৯資源から持続可能な৯品原料の開発をめざしています。

コーンスターチ

食品事業のさらなる拡大に向けてT OP ICS
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当研究所では、カーボンナノチューブ（Carbon Nanotube：

CNT）の研究開発に注力しています。CNTは、炭素原子のみ

で構成されたチューブ状のナノ材料であり、電気伝導性・熱伝

導性・機械的強度・軽量性を兼ね備えた次世代の先端素材で

す。当社はアセチレンを原料

とした新素材となるCNTを

事業の核となる意味をこめて

「Core-Tube®」と命名し、製

品展開を開始しました。

研究開発

主な研究施設 カーボンナノチューブ『Core-Tube®』　ʦΨεۀࣄຊ෦�౔Ӝڀݚॴʧ

アセチレンガスの非燃焼分野での需要
˔�ΞηνϨϯΨεਁ୸ʢৗѹεϚʔτਁ୸ʣ

土浦研究所内に整備した実証ガス浸炭炉を用いた顧客
サンプルテストを開始／顧客が所有するガス浸炭炉を
用いた実証テストもスタート

˔�ΧʔϘϯφϊνϡʔϒʢ$/5ʣ
連続合成炉を用いた量産化の検証／半導体向け・蓄電
池向け等のニーズに応じたCNTアプリケーションの開発

新容器開発
˔�ਫૉεςʔγϣϯɾਫૉൃి͚޲ਫૉ஝ѹث

大型化、メンテナンス性向上・コスト低減に向けた開発
˔�൒ಋମ༻େ༹ܕ઀༰ث

半導体業界向けの、ガスの大量消費・大量輸送に適し
た大型容器の開発

年 と々化学物質規制が強化されるなか、バイオマス原材料や再生可能

エネルギーを積極的に取り入れてさらなる環境配慮型の製品開発に注

力していきます。

また、高付加価値製品として自動車・電子材料向けの環境配慮型の

難燃性接着剤、弱電向けの熱源の省エネルギー化に貢献する反応型接

着剤や低温硬化型接着剤、住宅向けの塗り替え回数の削減ができる高

耐候性塗料ならびにヘルスケア分野向けの低刺激性の皮膚縫合用高機

能性接着剤等の新用途での製品開発を行なっていきます。

業界に先駆けて環境に配慮した水系塗料に着目し、人と地球にやさし

い建築用塗料の研究開発に日々取り組んでいます。

遮熱塗料「クールトップシリーズ」や多彩仕上げ工法「WBアートシリー

ズ」、長撥水つや消し塗料「ビーズコートシリーズ」等の高機能製品を市場

に展開しており、今後も塗料を通じて快適な生活環境づくりに貢献して

いきます。

ガスの利用及び用途、貯蔵に関する研究開発

接着剤の研究開発

塗料の研究開発

カーボンニュートラル社会の実現に向けた取り組み
˔�೶ۀ༻୸ࢎΨε

分離回収CO2による、作物の最適な光合成促進を目的
としたCO2施用システムの開発

˔�ϔϦ΢Ϝճऩ૷ஔ
テスト装置・デモ機を用いた回収テストを開始

ଓܧςʔϚのڀݚಉʹΑΔڞֶ׭࢈�˔

次世代通信方式である5Gの普及に向けてCNTシートの

開発を行なっています。当社のCNTは紡績性を有しており、

ウエハから引き出すことで糸やシート状に加工可能です。

CNTシートは機械的強度・電気伝導性・熱伝導性に優れ、

とても薄く、柔軟に折り曲げることができます。また電磁波

を遮断する効果を持つため、通信基地やIoTデバイスの電

波干渉を防ぐ素材として期待されてい

ます。軽量で熱伝導性に優れることから

小型 IoTデバイスの放熱シートへの展

開が期待されており、現在は用途開拓と

販路拡大を並行して進行中です。

CNTの商業化を見据え、現在はパイロットプラント（実証工

場）の建設を進行中です。パイロットプラントでは、研究員が手

作業で行なっていた実験・製造作業を自動化・機械化を進め

ることで省人化・大量生産を実現する体制を整えています。

新型のCNT合成装置や自動搬送装置の導入も計画して

おり、2026年度中の稼働を目標としています。加えて、大口

顧客との提携・獲得により需要確保と市場展開を加速させ

る方針です。

AIやデータセンターの発展に伴ない、大手半導体メーカー

による半導体工場の投資が急ピッチで進められています。半

導体は微細な電気回路を持つことから僅かな静電気に対し

ても脆弱なため、その製造には静電気対策が不可欠になって

おり備品の多くに静電気を逃がすことができる導電性樹脂

が用いられています。当社ＣＮＴは従来の導電性樹脂に用い

られていたカーボンブラックなどの導電助剤より少量で樹脂

に導電性を付与し、また発塵性も低いことから、樹脂本来の

5G・IoT市場での新規開拓

量産化に向けて

AI・半導体市場での需要増

電池市場の拡大とEV・グリーン政策による需要増

土浦研究所

東京研究所

スズカファイン（株）研究開発本部

高純度・高結晶・長いCNTで素材の未来をつなげる
世界のCNT 市場は、EV・AI・再生可能エネルギーといった成長分野に支

えられ、今後も継続的な拡大が予測されています。当社のCNT 技術は今後の

社会課題解決に向けた一翼を担うと考えています。アセチレンガスの国内シェ

アNo.1企業として、原料であるアセチレンの製造からCNT の出荷まで一貫

体制で管理し、CNTの可能性を社会へ届けるため、日々研究を進めています。

ガス事業本部
土浦研究所

খݪ�ਸ

VOICE

近年、脱炭素社会の実現に向けて、軽量・高効率な電池

材料の開発が極めて重要なテーマとなっています。CNTは

その優れた導電性からリチウムイオン電池の導電助剤とし

ての利用が進んでおり、電極の性能向上を目的として利用さ

れています。さらに大手自動車メーカーが次世代電池（全固

体電池）を搭載したEV車の市場投入を発表しており、世界

的なEV普及政策に伴ない今後さらなる電池市場の拡大が

予測されています。当社のＣＮＴは他社と比べて長いという

特徴を持ち、少量の添加で高導電性が発現します。今後電

池材料の採用をめざして積極的にアプローチしています。

性能を発揮させつつ半導体工場に適した静電気対策を行な

えます。すでに半導体工場での樹脂製品としてサンプル提供・

評価試作も進行しています。

研究成果

スマートフォンなどの
IoTデバイス

カーボンナノチューブ（フレーク）

Core-Tube®のロゴ
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研究開発

カーボンニュートラルを掲げた浸炭技術の拡散へ
長年、浸炭ॲ理のงғ気はม成ガスがओྲྀとなり現在も࢖用され続けて

います。ここに当社はג式会社日本テクノとڠ働で全く新しい、「ৗѹスマー
ト浸炭」の研究開発を行なったことで、全国の浸炭熱ॲ理Ϣーβーに対し
て提Ҋ型の普及活動が実施できるまでになりました。

今後も本技術が෯޿く適用されることを見据え、データの蓄積・分ੳを
進め、より۩体的な提Ҋができるように、引き続き研究開発を実施してい
きます。

ガス事業本部
土浦研究所

রࢁ�༑ొ

VOICE

2021年6 「݄2050年カーボンニュートラルに伴なうάリー

ン成長ઓུ」がએݴされ、近年、エネルギー・産業෦໳の構

造స׵や大୾な投資によるイノϕーション૑出のための取

り組みが֤企業で活発になっています。CO2削減の目標と

して、20�0年度国内の温ࣨ効果ガスഉ出量を201�年度比

で�6� 削減、2050年度で実質θロをめざすものとされて

おり、当社が手ֻける熱ॲ理分野においても製造プロセス

のมֵがඞ要です。そこで当社ではアセチレンガスを࢖用

した新たなガス浸炭法である「ৗѹスマート浸炭」を開発し

ました。

ৗѹスマート浸炭は自動車෦品などのۚଐ熱ॲ理加工で

発生するCO2を大෯に削減することができる新技術です。

特චすべき఺は炉自体の取替えが不要なことであり、طଘ

のガス浸炭炉にアセチレン配管と分ੳ計の௥加設置のみで

利用できるため、ॳ期投資を཈えることができます。また、

2�࣌ؒ稼働が૝ఆされるม成炉を用いないため電気代や

ҡ持管理コストをಉ࣌に཈えることが可能になります。ৗѹ

スマート浸炭は、環境ෛ荷低減と費用ॖ減のཱ྆が可能な

ιリューションとして注目をूめています。

またৗѹスマート浸炭でॲ理を行なったサンプル品にؔ

しても、従来の浸炭で得られる品質とଝ৭のない݁果がࣔ

されています。

加えて浸炭࣌のॲ理৚݅をมߋすることで品質を҆ఆ的

に制ޚできることが໌らかになりました。従って、一ఆҎ上

の品質を保ちつつ、顧客の要๬に合Θせた浸炭ॲ理の検౼

も可能となっています。

2015年度から現在にࢸるまで、多छ多༷な製品に対応す

るための技術・ノウハウを蓄積してきました。本技術を用い

て、実ࡍに顧客で࢖用されている浸炭炉への適用試験もス

タートしています。今後はৗѹスマート浸炭を用いてॲ理さ

れた量産෦品の耐ٱ・性能試験をܦて、さまざまな産業分

野での採用を見ࠐんでいます。

また、国内には໿6
000୆のガス浸炭炉があるとされてお

り、本技術の導入により熱ॲ理分野で大෯なCO2削減に貢

献できるものと考えています。今後もこれまで蓄積した研究

成果や実証炉による஌見を基൫に、「ৗѹスマート浸炭」で

脱炭素化に貢献していきます。

アセチレンガスを使用したガス浸炭法の開発

常圧スマート浸炭の特長

今後の展望

常圧スマート浸炭の概要

常圧スマート浸炭の品質評価

浸炭とは߯材表໘に炭素（C）を浸入させて硬化させる熱

ॲ理の一つでありओに自動車෦品、オートバイや建機෦品

などの耐ຎ໣性や耐ർ࿑強度をٻめる෦品に෯޿く࢖用さ

れています。しかし、従来のガス浸炭法ではプロパンなどを

原料として生成されたม成ガス（CO、)2など）を用いること

で多量のCO2がഉ出されるという課題がありました。

当社は現状のガス浸炭の課題（CO2ഉ出）の解決法の一つ

ม成ガスを࢖用しない「ৗѹスマート浸炭」は、従来のガ

ス浸炭法と比ֱしてもྑ޷な݁果がࣔされています。

課題であった浸炭炉に導入するアセチレンガスྲྀ量は、ガ

スの分ੳ計及び自動制ޚ装置を用いることで炉内のアセチ

レンೱ度をモニタリンάしながらアセチレンྲྀ量をリアルタ

イムでコントロールする自動制ޚを実現しています。

アセチレンガス浸炭『常圧スマート浸炭』　ʦΨεۀࣄຊ෦�౔Ӝڀݚॴʧ

$0�ഉग़ྔ	U�೥
 ैདྷΨεਁ୸ ৗѹεϚʔτਁ୸

燃ম࣌ �5.5 0.2

ม成炉の࢖用電力 �1.5 0

原料ガス生産 51.� 11.�

合計CO2ഉ出量 12�.� 12.0

ैདྷΨεਁ୸ͱৗѹεϚʔτਁ୸の$0�ഉग़ྔ	U�೥
のൺֱ

浸炭用アセチレンボンϕ
浸炭処理前後のサンプル品

ॲ理લ

分ੳ計

ॲ理後

自動制ޚ装置

当社試験炉（土浦研究所） ۚଐ෦品

プロパン
空気

෼ੳܭ

従来のガス浸炭法（プロパンの場合）

C3H8 ＋ （3/2）（O2 ＋ 3.762N2) ˠ�3CO ＋ 4H2 ＋ 5.643N2

浸炭反応：2CO → ［C］ ＋ CO2
燃焼反応：CO ＋ 1/2O2 → CO2

ʢݪྉΨεʣ ʢۭؾʣ ʢੜ੒͞Εͨม੒Ψεʣ

ਁ୸࿍

෦ࡐ

༉૧

ث߹ࠞ

ʦҰൠతͳΨεਁ୸ʢओྲྀʣʧ

変成ガス（一酸化炭素・水素)

ม
੒
࿍

アセチレン
窒素

෼ੳܭ

常圧スマート浸炭法

C2H2の投入と同時にC2H4、CH4、H2が生成される
分解反応： C2H2 ＋ H2ˠ C2H4
 C2H4 → [C] ＋ CH4
 C2H2 → 2C ＋ H2
浸炭反応： C2H2 → 2[C] ＋ H2
燃焼反応： CH4 ＋ 2O2 → CO2 ＋ 2H2O
 C2H4 ＋ 3O2 → 2CO2 ＋ 2H2O
 C2H2 ＋ 5/2O2 → 2CO2 ＋ H2O

ਁ୸࿍

෦ࡐ

༉૧

ʦΞηνϨϯਁ୸ʢຊٕज़ʣʧ

キャリアガス

研究成果

として、ม成炉や高ֹなਅۭ浸炭炉を用いることなくطଘの

浸炭炉に導入するガスछをม成ガスではなく、アセチレンガ

ス及び஠素ガスを採用することにより�0�Ҏ上のCO2ഉ出

量削減を実現しました。

47 48INTEGRATED REPORT 2025KOATSU GAS KOGYO CO., LTD.

価値創造のઓུ

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

価
値
創
造
の
戦
略

価
値
創
造
の
基
盤

デ
ー
タ



作物は水とCO2と光を利用して光合成を行なうことで成

長することができるため、CO2は作物にとって不可欠です。

近年、温ࣨ内で࠿ഓされる作物の光合成促進による収量及

び品質の向上を目的とし、作物にCO2を与える、CO2施用

技術が普及しつつあります。CO2を与える技術は大きく分け

て̎つあり、一つは化ੴ燃料等を温ࣨ内で燃মしCO2を発

生させる「燃ম式」、もう一つは当社が取り組Ή、ボンϕ・タ

ンク等によりCO2を与える「生ガス式」です。国内のCO2施

用のओྲྀは、ランニンάコストが比ֱ的低いことから「燃ম

式」となっていますが、೶ྛ水産省みどりの৯料システムઓ

ུにおいて2050年までに温ࣨにおける化ੴ燃料࢖用をθ

ロとする目標がܝげられている

ことから、今後はCO2施用手ஈ

のస׵が૝ఆされます。当社が

取り組Ή「生ガス式」は化学工場

等から放出されるCO2を利用し

ているため、「燃ম式」よりも持続

可能な施用手ஈとされています。

研究開発

ガスを貯めて運ぶ器（うつわ）の無限の可能性に挑む
持続可能な農業実現へ。市場拡大が見込まれる生ガス式CO2施用土浦研究所の設ཱҎ来、新しい高ѹガス容器や蓄ѹ器の設計・開発に携Θってき

ました。本݅は容器の内容積、耐ѹ性ならびにਗ਼ড়度を兼ね備えた難度の高い開発

Ҋ݅であり、໿5年の݄ࡀをܦて׬成したҳ品を世に出すことができ、ୡ成ײにຬち

Ҳれています。

また、この新規に開発した༹接プロセスは当֘容器のみならͣ、当社製の多くの

与できる֖વ性が高いことから、継続的に研دଘ༹接容器の༹接工ఔの୹ॖにもط

究開発を行なっていきます。

೶ྛ水産省「Ԃܳ用施設の設置等の状گ	3�
」によるとզが国の全温ࣨ
に઎めるCO2施用装置ありの温ࣨのׂ合は5.��であり、その΄とんどが
燃ম式の施用を行なっていることから、生ガス式の市場拡大༨地はඇৗに
高く、೶業用炭ࢎガスは有๬な投資先の対৅です。今後はѪ஌ݝとのڞಉ
研究により開発した技術を޿く普及させ、生産性向上と温ࣨ効果ガス削減
のཱ྆を実現するため、ᬏ進します。

ガス事業本部
土浦研究所

ガス事業本部
土浦研究所

େ੢�ୢ࿠ ຊ�ᕣथਓࢁ

VOICE
VOICE

近年の成長産業である半導体市場に向けた௒高७度特घ

ガスの需要が高まっています。これらのガスをஷめてӡͿ高

ѹガス容器についても、半導体用途のׂ合が૿加しており、

ガスの大規໛消費・大量輸送に適した大型容器が産業ガス

業界内でٻめられています。

当社はこの需要に応えるべく、新型の大容積༹接容器（߯

൘を༹接で接合し製作する高ѹガス容器）の開発を行なっ

てきました。

これまでの༹接容器はओにӷ化ガス（プロパンガスやアン

モニアガス）などの比ֱ的ѹ力の低いガスのॆṇに用いら

れ、半導体エッチンάガス等ѹ力の高いガスのॆṇには��-

サイズの継目なし容器を࢖用することがओྲྀでした。新型の

大型༹接容器は20NN Ҏ上のް೑の߯൘を材料として࢖

用することで耐ѹ性を高めていますが、この߯൘の接合には

多大な༹接工数・検ࠪ工数

を要し、製作コストが高いこ

とが໰題఺でした。

また、反応性の高いガスの

ॆṇに用いられるため、容器

内໘のਗ਼ড়度を確保するこ

とも課題の一つでした。

作物へCO2を効率的に与えるには、作物近๣のCO2ೱ度

を制ޚするඞ要があります。当社はCO2ೱ度をҡ持するため

の制ޚ機器である「炭ࢎマスター」を開

発しました。「炭ࢎマスター」の開発で

は、国内の೶業ܗଶに合Θせて機能を

બผすることで、リーズナブルさと高性

能のཱ྆を実現することができました。

2022年の上市後ॱௐに設置୆数を৳

͹しており、今後も継続的な需要拡大

が予૝されます。

当社は2022年度において、あいち೶業イノϕーションプ

ロδェクトへ応ืし、先駆的研究課題として採୒（応ื݅数

1��݅中、先駆的研究課題採୒6݅）され、現在引き続きѪ

஌ݝとڞಉでプロδェクトをਪ進しています。本プロδェク

トでは、最先端のCO2可ࢹ化カメラを用いた施用CO2動ଶ

の೺Ѳや、光合成測ఆ器による作物のCO2ٵ収量測ఆ等に

より、஌見のਂ化及びノウハウの蓄積を行ないました。その

݁果、202�年度にはCO2施用をより効率的に行なうことが

可能な新技術開発に成ޭし、Ѫ஌ݝとڞಉでの特ڐ出ئを

行ないました。本技術は国内における持続可能なCO2施用

技術のスタンμーυとなる可能性をൿめており、2026年度

の上市をめざしѪ஌ݝとともに実証試験を進めています。

当社のシステムは、現在ओྲྀの燃ম式CO2施用と比ֱして、作

物へのٵ収効率が高い、施用に伴なう化ੴ燃料燃মがないなど

の優れた఺があります。今後も引き続き、生ガス式普及に資する

৘ใ発信と、より効率的なCO2施用にؔする研究開発をਪ進し

ていきます。また、持続可能な೶業の実現は、国Ո的な課題です。

生ガス༝来のCO2を作物へٵ収させることでカーボンクレδッ

ト化されるなどの仕組みが整備されることを期待しています。

国内トップクラスの施設Ԃܳ研究ڌ఺であるѪඤ大学と

のڞಉ研究により、当社システムでCO2を与えた場合に、

CO2を与えなかった場合と比ֱしてトマトの݄ฏۉ収量が

2��高くなることがΘかりました。本݁果から、೶業事業体

にとって、収量૿加のリターンがCO2のコストを大きく上回

ることが確ೝされました。またこの他にも多くの大学、企業、

地方ެڞ機ؔとのڞಉ

研究実績を有しており、

今後も産׭学連携をਪ

進し、イノϕーションの

૑出に取り組みます。

当社が開発した大型༹接容器には、ガスをॆṇ・放出す

るためのバルブや҆全ખҎ֎に、製作࣌に容器内໘にアク

セスするためのフランδが備Θっており、֎໘からのみなら

ͣ内໘を༹接することが可能です。この構造によりガスが৮

れる容器内໘の継目もඃ෴することができます。さらにこの

フランδの֖を取り֎し、研ຏ剤を投入することで容器内໘

の研ຏが可能となります。

このように、容器内໘のਗ਼ড়度を製作ஈ֊から向上させ

ることが半導体製造用ガスのॆṇ容器として重要なϙイン

トであり、容器製作や容器再検ࠪの௚後からॆṇガスの७

度確保が容қとなることが、当社が開発した大型༹接容器

の大きな特長の一つです。

環境負荷を低減するCO2利用高圧力のガスに対応した大型溶接容器の開発 CO2制御装置「炭酸マスター」の開発・上市

あいち農業イノベーションプロジェクトへの採択

今後の展開

先端的研究機関との共同研究

容器内面の清浄度の確保

新規溶接プロセスの検証
新型の൘ް20NNクラスの大型༹接容器を従来の༹接

プロセスで༹接する場合、1૚あたりの༹着ۚଐのްさが薄

く、׬全な੝付けには合計�૚もの༹接૚数がඞ要となり、

また֎໘༹接1૚目にガウδンάとݺ͹れる手作業のԼ地

ॲ理が欠かせͣ、ඇৗに手ؒのかかる工ఔでした。

この課題を解決すべく、当社はް೑߯൘の༹接に適した新

規の༹接工法による工数削減テストを2020年から継続して

実施し、合計༹接૚数を�૚まで削減することに成ޭしました。

また、༹ 接࣌の߯൘への入熱をコントロールすることで、༹

接ׂれのない容器を҆ఆし

て製作することも可能となり、

当容器の༹接工数を໿2��

低減することをୡ成し、市場

性の向上にد与しました。

農業用炭酸ガス　ʦΨεۀࣄຊ෦�౔Ӝڀݚॴʧ半導体用大型溶接容器　ʦΨεۀࣄຊ෦�౔Ӝڀݚॴʧ

半導体用大型༹接容器

フランδ付き容器の構造

新規༹接機によるް൘༹接

炭ࢎマスター

いち͝೶Ԃ

収量グラフ

容器内໘の状ଶ

研究成果研究成果
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「営業・研究開発・製造」現場座談会

三位一体による取り組みでお客様の課題に対応

羽生ɹ当社の化成品事業におけるӦ業・研究開発・製造の

連携について঺հします。ઍ༿ࠤݝ૔市にҐ置するࠤ૔工場

では、֤ छ接着剤の研究開発及び製造を行なっています。工

場内には౦ژ研究所がซ設されており、研究開発の؍఺から

は、お客༷の要๬にଈした製品の研究開発を行ない、製造෦

໳とີۓに連携して試作から量産までスピーデΟにҠ行でき

る఺が強みです。加えて、ࢲは化成品のӦ業৬として౦ژ事

຿所でۈ຿していますが、お客༷から課題が上がってきたと

きなどは、ຖिのようにࠤ૔工場を๚れて、研究開発や製造

のスタッフとҊ݅について৘ใަ׵やٞڠを行なっています。

Ӧ業活動においてお客༷から新規Ҋ݅やطଘ製品のվྑに

ؔするґཔをडけたࡍには、まͣは౦ژ研究所の研究開発メ

ンバーに૬ஊします。そのお客༷からの課題や要๬などを研究

所メンバーに伝え、それを基に製作した試作品やվྑ品をお客

༷に提Ҋした後、評価がྑけれ͹、スケールアップに向けて研

究開発෦໳、製造෦໳と量産に向けてௐ整を行なっています。

また、ఆ期開࠵されている「研究Ӧ業会ٞ」では、研究開発

とӦ業をަえた会ٞを開࠵しています。この場では、新製品

の研究開発Ҋ݅や製品վྑについての進ḿ状گの確ೝや課

題のڞ有をしています。会ٞにはࠤ૔工場長もࢀ加し、製造

サイυからの研究開発に向けての助ݴを行なっています。

ɹこのように、Ӧ業・研究開発・製造がࡾҐ一体となって、

羽生ɹӦ業としては、ٻめられる特性について研究開発෦

໳と૬ஊを重ねることで、お客༷のニーズにԊったطଘ品の

提Ҋや、社会からٻめられている環境対応型製品の提Ҋに

ついてもスピーデΟに行なえることが強みと考えています。

水系の樹脂を製造・販ചしているなかで、༹ 剤系からの੾り

替え、いΘΏる脱༹剤の動きがあります。また、反応型の接

着剤をѻっていることから、加熱炉の工ఔを省きたいという

ような͝要๬に対して、Ӧ業・研究開発・製造が連携して提

Ҋを進めているとこΖです。

天野ɹ環境対応型製品として水系への੾り替えが޷ましい

一方で、༹ 剤系の方がס૩性に෋んでいるなど、接着剤の特

性はそれͧれҟなります。どちらをબ୒すべきかといった検

౼を行なううえでも、Ӧ業・研究開発・製造のऀࡾがٞ࿦す

ることが欠かせません。

伊藤ɹ環境໰題への対応とともに、̓ 全性の໘から原料に

ؚまれる発がん性物質などを཈える取り組みも見逃せませ

ん。製品として仕上げるաఔで、有֐物質のؚ有量を減らす

対応がٻめられています。この఺、研究所の方で事લにௐࠪ

して、どのఔ度の数値であれ͹҆全なのかといった見極めを

行なったうえで、基४に応じて原材料のมߋなどを൑断す

るといった取り組みが進んでいます。製造担当として҆৺し

てものづくりに取り組めます。

羽生ɹ今後、脱༹剤の動きなど、環境対応へのニーズがます

ます૿えていきます。お客༷の৘ใをいちૣくΩϟッチし、

お客༷の期待に応える活動を展開しています。

天野ɹࢲは౦ژ研究所で接着剤の研究開発を手がけていま

す。Ӌ生さんからのお࿩にもあったように、お客༷の多ذに

Θたる要๬はӦ業担当を通じて研究所メンバーにڞ有され

ることになります。そのࡍは研究開発担当としてできるݶり

໖ີにӦ業担当ऀと事実確ೝを行ない、ඞ要に応じてお客

༷に௥加の確ೝをしていたͩくようおئいしています。最ॳ

のスタート࣌に対応をؒҧえると、お客༷に検౼はͣれの

ものを評価いたͩく事ଶになりかねͣ、ॳ期ஈ֊でのೝࣝ

のすり合Θせを重ࢹしています。

伊藤ɹࢲはࠤ૔工場にて接着剤の製造を担当しています。

通ৗの製造業຿に加え、研究所から製造方法や工ఔのࣔࢦ

をडけたࡍには、工場の設備で対応可能かどうかをすぐさ

ま製造෦໳として൑断し、難しい෦分があれ͹その౎度、研

究所メンバーとӦ業෦໳に૬ஊして対応を行なっています。

化学反応を伴なう製品では、研究所内の試作スケールと実

値とのࡍの製造現場での量産スケールでは、理࿦値と実ࡍ

ؒにおけるࠩޡが出ることが多々あります。そういった఺に

ついて、ૣ いஈ֊から研究開発やӦ業の෦໳と࿩し合いな

がら対応することで、スピーデΟかつ効率的なものづくりを

可能にしています。

天野ɹӦ業・研究開発・製造のऀࡾがうまく連携できてい

ることが、現在の҆ఆ製造とૣ期製品化のཱ྆につながっ

ているのͩとײじますね。ࢲ自਎としても、աڈにお客༷か

らいたͩいたテーマに基づき研究開発を進めるࡍ、当ॳは

新製品として開発していたものの、そのաఔで特性がطଘ

品にࣅてきたことから、Ӧ業・研究開発・製造のऀࡾで໖ີ

にٞڠを重ねた݁果、طଘ品の最ऴ工ఔをมߋすることで、

୹期ؒでお客༷の要๬に応えることができたといった事ྫ

もありました。Կでも新製品を開発するのがよいΘけではな

く、製造෦໳やӦ業෦໳の方との連携によって、お客༷の多

༷なニーズに合った製品をスピーデΟに提供することができ

るのがࠤ૔工場の強みです。

伊藤ɹ製造෦໳としても、おおよそのϕースができているط

ଘ品をվྑするܗであれ͹、׳れた工ఔで対ॲすることが

できます。それでいて、お客༷のニーズに合った性能や特徴

が備Θっていれ͹、ཱ ೿な新規の研究開発です。こうした技

を܁り出せるのは研究開発と製造がྡ接していて人的なަ

ྲྀが੝んͩからです。

研究開発や製造とڞ有することで、新たなビδネスにつな

げていきたいですね。また、ڝ૪が激しいなかで、大手メー

カーでは対応が難しいようなҊ݅に小回りを利かせて柔軟

に応えていくことが大事ͩと考えます。Ӧ業・研究開発・製

造のऀࡾの連携をさらに強化して、お客༷にஸೡに提Ҋし

ていきたいです。

伊藤ɹࠤ૔工場や౦ژ研究所はएい世代の従業員が૿え

て、活気のある৬場となっています。今後、組৫ؒのつなが

りをさらに意ࣝしながら、品質の高い製品づくりに注力して

いきます。また、生産効率の向上に向けて、新しい設備の導

入や工ఔのվળ、業຿のマニュアル化に取り組んでいきたい

と考えています。

化成品の研究開発
（東京研究所）

化成品の製造
（佐倉工場）

化成品の営業
（東京事務所）

ఱ໺�༞ีҏ౻߂�ଠ Ӌੜ�ത޾

部門間の連携を強みとして、高圧ガス工業らしさを発揮した
ものづくりを追求

特集 3

天野ɹ日本国内の市場が成ख़しているなかで、従来のお客

༷の現在のニーズに対する製品開発や製品վྑͩけでは事

業の成長を๬みにくい状گにあります。今後もお客༷の੠

に応える製品開発は大੾である一方、さらなる成長につな

げていくには、౦ژ研究所として新たなテーマに基づく基ૅ

研究に着手することもඞ要ではないかとײじています。こう

した新たな取り組みが始まったࡍは、現在とಉ༷にӦ業・研

究開発・製造が課題をڞ有しながら、化成品事業として今ま

でにない新製品を生み出していきたいです。

羽生ɹఱ野さんのݴうとおり、新たな価値の૑出に向けて、

Ӧ業としてもਚ力していきます。当社の強みは小回りの利く

対応。ビδネスチϟンスを見つけて、柔軟に対応していくこ

とが大੾ͩとࢥっています。これまで、研究開発とӦ業が一

ॹにお客༷のもとへ଍をӡび、現場の੠をฉきながら製品

開発につなげてきた఺も当社の化成品事業らしさͩとײじ

ています。こうした特長を活かして、Ӧ業・研究開発・製造

のऀࡾが力を合Θせて、௅ઓしていきたいです。

伊藤ɹ製造の現場としては、これまでお客༷の目ઢに合Θ

せたものづくりを௥ٻしてきました。ྫ え͹、化成品の荷࢟

にؔして、お客༷の用途に応じて、υラム؈やϖール؈、一

など多༷な荷࢟での出荷に対応してきました。また、在؈ే

きないようにৗに意ࣝした製造を৺がけているى੾れがݿ

のはもちΖんのこと、そのために、原材料の確保の仕方につ

いてӦ業担当とٞڠしながら対応しています。ࢲとしても、

新たなものづくりに向けて研究開発、Ӧ業のメンバーととも

にڠ力ଶ੎をさらに強化していきます。

ɺ͓ͯ͠ܞ෦໳͕࿈ࡾ։ൃɾ੡造のڀݚɾۀͰ͸ɺӦۀࣄのԽ੒඼ۀ޻ѹΨεߴ ٬༷の՝୊ղܾʹॊೈʹରԠ͍ͯ͠·͢ɻ

ʹॴʣڀݚژ৔ʢซઃɺ౦޻૔ࠤのݝճɺઍ༿ࠓ Γ·ͨ͠ɻޠ͍ͯͭʹの௅ઓޙࠓ෉ɺ޻のऔΓ૊Έ΍ܞ຿Λ୲͏�໊͕ू͍ɺ࿈ۀ֤ 環境対策など社会課題に応えるものづくりを追求

時代の変化を捉え、新たな価値の創出へ
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価値Λ創造͠ଓ͚Δۀاάϧʔϓ΁

サステナビリティ

サステナビリティの実現に向けた取り組み

社会的課題の解決
● 環境負荷の低減
● 安全・安心な社会の構築
● 生活環境の改善

事業活動・経営基盤
● 地域に密着した事業活動の推進
● 強固なサプライチェーン
● 環境に配慮した新用途・
   商品の展開
● 多様な人材が活躍できる組織・
   風土

企業価値の向上
経営資本の拡充

● 持続可能な社会を実現する
   インフラづくり
● 環境に配慮した製品開発・
   生産体制の推進
● 多様な人材の雇用体制の実現

人と技術と環境の調和

取締役会

αεςφϏϦςΟਪਐҕһձ

各事業部門・グループ会社

委員長　代表取締役社長

経営会議

多༷化する社会課題に対応する体制として、サステナビリ

テΟਪ進ҕ員会を設置しました。

サステナビリテΟਪ進ҕ員会は、代表取క໾社長をҕ員

長とする組৫ԣ断的な体制とし、当社の持続可能性にؔΘ

るリスク・機会の分ੳや取り組みのཱҊ・ਪ進、サステナビ

リテΟにؔ連した事業ઓུの進ḿ管理、行動ࢦ針等のӡ用

状گと有効性のモニタリンάを行ない、ҕ員会で取りѻう

テーマをܦӦ会ٞにて৹ٞし取క໾会にใࠂします。

当社及び当社άループに発生することが૝ఆされるリス

クのࢹ؂及び౷ׅは、取క໾会及びࣥ行໾員を中৺に構成

するܦӦ会ٞが行なうものとし、サステナビリテΟਪ進ҕ員

会はඞ要な連携を行ないます。

ガバナンス体制・リスク管理体制

サステナビリティへの取り組み

当社άループは、当社の企業理೦である「人と技術と環境

のௐ࿨」の実現をܝげ、社会的課題への積極的な取り組みが

̓・Ӧ上の重要課題とೝࣝし、「҆全ܦ ৺」を೦಄に置いた全

社的なサステナビリテΟへの持続的な取り組みをਪ進するこ

とにより、中長期的な企業価値向上につなげていきます。

ガバナンス・リスク管理体制の拡充
代表取క໾社長をҕ員長とする「サステナビリテΟਪ進ҕ

員会」を設置し、4%GT・気候ม動等にؔする対策をཱҊ、ਪ進
気候変動への取り組み
˔ θロカーボン世界のための水素蓄ѹ器の開発と拡販
˔ ガスのඇ燃ম分野への௅ઓ（アセチレンガス浸炭、カーボ

ンナノチューブ、難燃剤等）
˔ 低炭素系ガスの供څ体制構築（アンモニア、次世代ྫྷഔガス等）

活動実績
●マテリアリティの特定及び管理
●TCFDの現状分析・評価
●GHG排出量のモニタリング
●株主・投資家との対話の促進

4つのテーマ『環境マネジメントの実践』、『法令遵守の徹底』、『CSR活動の推進』、『職場規律の向上』を掲げています。
これらは、当社グループが、社員・株主・取引先を尊重し、地域社会との調和、環境の改善を推進することにより、企
業と密接にかかわりを持つステークホルダーの皆様と、健全で良好な関係を築いていくための取り組みとなります。
また、当社グループは、『長期ビジョン』に示すとおり、持続可能な社会の実現に向けて、事業を通じて社会的な課題の
解決に取り組んでいきます。

社会調和

˔ 全社的な省電力への取り組み（ଠཅ光発電設備の導入、事
業場の-E%化等）

˔ 物ྲྀ・車྆の対応（エコυライブのਪ進、ハイブリッυ車へ
のస׵、EV化の検౼）

˔ 製造設備のߋ新（省電力化設備の導入検౼）
環境にやさしい製品への取り組み
˔ 環境配慮型製品の開発・拡販（水性化製品、遮熱塗料、高

耐候性塗料、制ৼ性製品等）
地域社会への取り組み
˔ 地Ҭີ着企業として、֤ 地の防ٞڠࡂ会にて活動
人材への取り組み
与水४の引上げڅ ˔ ҭ・研म制度の拡ॆڭ、 、෱利ް生制

度のॆ実化 、スΩルアップに向けた支ԉの拡ॆ

Ϛωδϝϯτの࣮ફڥ؀ ಈのਪਐ׆$43

৬৔ن཯の্޲

๏ྩ९कのపఈ

環境ෛ荷低減に向けた取り組みとして、工場におけるड電

設備のߋ新、CO2ഉ出܎数の低いエネルギーへのస׵、省

エネ化・省力化に資する製造設備のߋ新等を進めています。

また、省エネ化・省資源化の実現に向けたトップμウンによ

る৘ใ発信により、άループ全社の意ࣝ向上に౒めています。

当社άループは、持続的なޏ用の確保及び҆ఆしたೲ੫

により、社会に価値をもたらす企業としての社会的੹೚を果

たしていきます。

さらに、産業の発展及び地球環境の保全にد与する製品

開発・サービス提供の実現に向け、企業資本を活用した積極

的な投資により、持続的な企業成長と社会とのڞଘ・ڞӫを

めざしていきます。

҆全で働きやすい環境の確保と、社内規ఆの整備やप஌・

、産でありࡒҭを行なっていきます。社員は、会社の大੾なڭ

企業άループを取りרくؔ܎法ྩについては、適࣌適੾

な৘ใ収ू及び৘ใ発信ならびにάループ全社の໾৬員に

対する継続的かつ反෮的なコンプライアンス研म、ษ強会

等を通じて、その体制強化に౒めています。

会社の持続的な成長に欠かせないଘ在となります。そのよう

な社員の҆全・݈߁の確保、෱ࢱの向上に向けて、働き方վ

ֵをはじめとする࿑働環境のվળ、̓ 全性や規཯の確保、法

վਖ਼への対応をؚめた環境整備のపఈを行なっていきます。

また、࿑働ؔ܎法ྩやब業規ଇをはじめ、人事・ޏ用にؔす
当社άループは、社会的課題への積極的な対応がܦӦ上の重要課題とೝࣝし、全社的なサステナビリテΟの

取り組みをਪ進することにより、中長期的な企業価値向上につなげていきます。

る社内規ఔや規཯の९कに向けた、コンプライアンスڭҭ

のపఈにより、ݸ人の人ݖと人֨をଚ重し、̓ 全で快適な、

働きやすい৬場環境をつくりあげ、社員のΏとりとΏたか

さを実現していく、活力のある企業άループをめざしてい

きます。
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環境

環境マネジメントの推進

気候変動への対応

気候変動をはじめとする地球環境の変化が当社グルー

プの事業活動に与えうる影響については、温暖化に伴な

う物理的影響及び社会政策の転換可能性についての当社

予測に基づき、リスク・機会の両面から検討を行なってお

り、これらに対しては企業継続の前提となる収益基盤の

確保のため適切に対処していきます。

ক来の気候ม動が当社事業にもたらすӨڹについて、

TC'%（気候ؔ連ࡒ຿৘ใ開ࣔタスクフォース）が提এする

フレームϫークにଇりシナリオ分ੳを実施しました。本社ؔ

気候ม動については、当社の代表取క໾社長をҕ員長と

するܦӦ会ٞメンバーで構成されるサステナビリテΟਪ進

ҕ員会において、֤ ҕ員のઐ໳ྖҬ・担当ྖҬにؔする஌

見を݁ूし、気候ม動による事業活動にかかるリスクの評

価、施策のཱҊ・実行により、άループ全社におけるリスク

マネδメントの૯੹೚෦໳として機能しています。

温ஆ化の進行に伴なう熱中঱リスク、෩水֐その他の自

વ֐ࡂによるૢ業ఀࢭ等リスクに対しては、BC1や҆全Ӵ

生対策の継続的な見௚し・վળにより、ສ全な事業体制を

整備していきます。

また、脱炭素社会の౸来・進展に伴なうੴ化༝来原料の

ௐୡコストの૿加リスク、ੴ化༝来製品にかかる販ചチϟネ

ルのॖ小リスクに対しては、࢖用原料・ௐୡ方法の見௚し等

によりサプライチェーンの最適化を進めていきます。

当社άループのガス事業、化成品事業が取りѻう商材は、

工業・建築・ҩྍ・೶業等のさまざまな産業分野において

、用されています。環境分野にؔする顧客需要に対しても࢖

製品の技術力、研究開発力を駆࢖することにより、さまざま

な֯度からのιリューションを提供し、産業界のཪ方として

地球環境の保全に貢献していきます。

CO2ഉ出量については、20�0年度までに2020年度比で

�0ˋఔ度削減することを目標に、௚接ഉ出削減に向けた取

り組みとして製造工ఔでの低炭素燃料へのస׵、製造設備

のߋ新、フォークリフトの電動化、社用車のハイブリッυ化

等を計画・ਪ進し、ؒ 接ഉ出削減に向けた取り組みとして事

業場の-E%化や機ؔ製造ڌ఺へのଠཅ光パネルの設置等

を計画・ਪ進しています。

ʮਓͱٕज़ͱڥ؀のௐ࿨ʯの࣮͚ͯ޲ʹݱ

γφϦΦ෼ੳのલఏ

Ψόφϯε

ϦεΫ

ઓུ

ඪɾ໨ඪࢦ

γφϦΦ෼ੳ֓ཁ

߲໨ ಺༰

分析対象範囲 ᶃガス事業ᶄ化成品事業の2つの事業についてシナリオ分ੳを実施

リスク項目の特定
気候ม動リスクをҠ行リスクと物理リスクの2つに分ྨし、当社事業とؔ連がਂいओ要リスク߲

目を特ఆ

シナリオ群

1.5℃シナリオ
(RCP 1.9)

ʦ੓ࡦɾ๏੍نʧ 脱炭素規制の強化により、炭素੫、ഉ出ݖ取引制度等の「カーボンプラ

イシンά」の導入・拡大が行なΘれる。

ʦΤωϧΪʔϛοΫεʧ ඇ化ੴ燃料༝来のエネルギー需要が高まり、再生エネルギーへのస׵

が進Ήことが૝ఆされる。次世代のクリーンエネルギーとして、水素需要

が拡大する。

ʦީؾมಈʧ G)Gഉ出量の削減により、気温の上ঢは཈制され、自વ֐ࡂも現在と

比べて大きく૿えることはない。

ʦߦ٬ސಈʧ 脱炭素化に向けた研究開発に対する投資が૿加し、化ੴ燃料を大量に

消費する産業については製造ڌ఺の౷ഇ合が行なΘれることが૝ఆさ

れる。顧客の脱炭素化に向けた意ࣝも高まり、自動車におけるEV化の

進展等、炭素ഉ出の少ない製品・サービスがબ୒されるようになる。

4℃シナリオ
(RCP 8.5)

ʦ੓ࡦɾ๏੍نʧ 脱炭素規制は行なΘれͣ、炭素੫、ഉ出ݖ取引制度等の「カーボンプラ

イシンά」は行なΘれない。

ʦΤωϧΪʔϛοΫεʧ 再生エネルギーへのస׵はఀ଺し、エネルギーϛックスの大きなม動は

発生しない。

ʦީؾมಈʧ 法規制が行なΘれないため、G)Gഉ出量の削減はे分に行なΘれͣ、

気温の上ঢが進行する。気温上ঢのӨڹにより、ू 中߽Ӎ・ߑ水等の発

生ස度が高くなる。

ʦߦ٬ސಈʧ 顧客の脱炭素化に向けた意ࣝは低Լする一方で、֐ࡂに備えた強ਟな

サプライチェーン構築に向けた意ࣝは高まる。

当社άループは、産業用・ҩྍ用ガスや生活用品に࢖用

される接着剤ならびにమಓ事業ऀ向けのӡ行支ԉπールの

提供など、社会インフラとの਌࿨性やެڞ性が高い事業を

展開しています。

また、άループ会社をؚめ全国֤地に工場・Ӧ業所があ

り、֤ 地Ҭのお客༷に向けた҆ఆ的かつ柔軟なサービスを

提供する体制が整っているため、ࢲたちは地Ҭ社会とີ接

なؔ܎性を築いています。

生活環境の҆全性や҆৺して฻らせる社会の実現に向け

て、環境全ൠへの取り組みを通じて社会の持続可能性に貢

献できるものと考えています。

気候ม動への対策としては、CO2ഉ出量を20�0年度まで

に2020年度比で�0�ఔ度削減することを目標に、௚接ഉ出

削減への取り組みとして製造工ఔでの低炭素燃料へのస

新・フォークリフトの電動化・社用車のハߋ製造設備の・׵

イブリッυ化・配送トラックのEV化検౼・遮熱塗料や住宅

塗り替え回数を削減できる高耐候性塗料の開発等を計画、

ؒ接ഉ出削減である省電力化への取り組みとして事業場の

-E%化や基װ製造ڌ఺へのଠཅ光パネル設備設置を計画

しています。

また、低炭素社会への機会の開発として、アセチレンを原料

とするඇ燃ম分野製品の研究開発（新ガス浸炭法、カーボン

ナノチューブ、難燃剤他）、及び、生活環境の҆全性に対して

は接着剤・塗料製品の水性化の促進をはかっています。

当社グループの事業は地域社会とともに成長し、また、

地域社会に育んでいただきました。気候変動をはじめと

する環境問題を当社グループの重要課題として取り組ん

でいきます。

連෦໳と֤事業本෦が連携してリスク、機会のચい出しを

行ない、そのなかで重要なリスク及び機会とೝࣝされた߲

目について対応策をٞڠしました。

ؔ࿈͢ΔϚςϦΞϦςΟ

気候変動への対応 CO2排出量削減 循環型社会への貢献 環境負荷低減への貢献E
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γφϦΦ෼ੳ݁Ռ

γφϦΦ ڹ΁のӨۀࣄ ରԠࡦ

���ˆ
γφϦΦ

ʢ3$1����


ௐୡɾ
੡造

［ガ　ス］

［化成品］

［共　通］

˔ ௐୡ先における炭素੫課੫、脱炭素化に向
けた投資コストసՇにより、ௐୡコストが૿
加する。

˔ ナフサਫ਼製工ఔにおける脱炭素化技術の投
資コストが樹脂の原料価֨にసՇされるこ
とにより、ௐୡコストが૿加する。

˔ CO2ഉ出量の大きい製造ڌ఺の౷ഇ合が進
行し、従લからのௐୡ先であるమ߯メー
カー、ੴ༉化学メーカー༝来の産業ガスや
原材料の供څඡഭリスクが高まる。

˔ 脱炭素政策による導入コストの低減、技術
の進化により、製造設備におけるCO2分離・
回収技術が普及する。

［ガ　ス］

［化成品］

˔ CO2ഉ出量の少ない工ఔで製造された原料
のௐୡをਪ঑し、カーボンプライシンάのӨ
。を極小化するڹ

˔ ௐୡ先の分ࢄ化をਪ進することでサプライ
チェーンの強ਟ化をはかるとともに、分離・
回収したCO2の製品化・供څに取り組Ήこ
とで脱炭素社会の実現に貢献する。

˔ լ工場の建設により、サプライチェーンのߕ
強ਟ化、製造プロセスにおける環境ෛ荷の
低減に取り組Ή。

˔ ௐୡ先の分ࢄ化を進めることで今後の供څ
リスク・価֨上ঢリスクに備える。

ൢച

［ガ　ス］

［化成品］

［共　通］

˔ 可燃性ガスの需要環境へのӨڹが発生する。
˔ アンモニア等のカーボンフリー燃料の需要

が૿加する。
˔ 水素の需要拡大により、供څインフラ構築が

進展する。
˔ EV化に伴ない、軽量化に向けたҟछ素材の

接着ニーズが高まる。
˔ 省エネ型建築物のਪ進により、遮熱塗料需

要が拡大する。
˔ EV 化の進展による半導体市場及び車載用

蓄電池市場が拡大する。
˔ 蓄電池については、ຽ生用、産業用市場も拡

大が見ࠐまれる。

［ガ　ス］

［化成品］

˔ 熱ॲ理分野でのガス浸炭法、カーボンナノ
チューブ、難燃剤等、アセチレン原料の高付
加価値製品の研究開発を進め、ඇ燃ম用途
での市場拡大をはかる。

˔ サプライチェーンの強みを生かし、EV、半導
体、カーボンフリー燃料等の成長市場を獲
得する。

˔ 水素社会に向けたインフラ構築需要の獲得
に向けて、水素蓄ѹ器の開発・販ചをਪ進
する。

˔ ҟछ素材の接着需要の取りࠐみをはかる。
˔ 省エネ型建築物のਪ進に伴なう、遮熱塗料

需要を獲得する。
˔ 難燃性を付加した高付加価値製品の開発に

より、電池ؔ連等の新たな市場の取りࠐみを
はかる。

�ˆ
γφϦΦ

ʢ3$1����


ௐୡɾ
੡造

［共　通］ ˔ 気温の上ঢにより、࿑働生産性が低Լする。
˔ 一෦製品においては気温上ঢのӨڹにより

าཹまり率、接着性へのӨڹが発生する。
˔ 工場のඃࡂによるૢ業ロスや、サプライ

チェーンੇ断による機会ଛࣦの発生リスク
が高まる。

［共　通］ ˔ 気候ม動を見据えた࿑働環境վળに向けた取
り組みを実施する。

˔ リスクを౿まえたサプライチェーン֐ࡂ఺ผのڌ
を構築する。

˔ 気候ม動に対応した、製造プロセスの継続的
なվળをはかる。

事業活動にؔ連するCO2ഉ出量の削減をはかるため、

CO2ഉ出量	4DoQe1ʴ4DoQe2
のࢉఆを実施しました。事

業活動Լにて࢖用しているエネルギーを、再生可能エネル

ギーへ置き׵える等の施策によってഉ出量の削減を検౼し

ていきます。

$0�ഉग़ྔ͚ͯ޲ʹݮ࡟

༺׆のޮ཰తݯࢿ Ԛછɾ༗֐෺࣭のݮ࡟

ɹഉग़ྔظ������ No. ഉ出量	tCO2
 構成比	�


Scope1-2 合計 1 16,846 100%

4DPQF��ࣗࣾʹΑΔ௚઀ഉग़� � ��
��� �����

高圧ガス工業本社・事業所・工場での直接排出 3 1,404 8.3%

ガス製造 � 1�� 1.0%

化成品製造 5 1
2�0 7.3%

ガス容器製造での直接排出 6 �
��� 19.8%

高ѹガス工業 � �5� 2.1%

άループ会社 � 2
��� 17.7%

輸送による直接排出 9 5
�0� 34.5%

高ѹガス工業 10 1
��0 11.8%

άループ会社 11 �
�2� 22.7%

4DPQF��ࣗࣾʹΑΔؒ઀ഉग़ �� �
��� �����

高圧ガス工業本社・事業所・工場での間接排出 13 2,912 17.3%

ガス製造 1� 1
16� 6.9%

化成品製造 15 1
��5 10.4%

ガス容器製造での間接排出 16 3,383 20.1%

高ѹガス工業 1� �� 0.5%

άループ会社 1� �
�00 19.6%

˞4DoQe1
ެ・ࠂఆ・ใࢉ数等は、温ࣨ効果ガスഉ出量܎ఆ方法、ഉ出ࢉ ：2 表制度の「温ࣨ効果ガスഉ出量ࢉఆ・ใࠂマニュアル	Ver6.0
	2025年�݄
をࢀর。
対৅ൣғは、高ѹガス工業、高ѹত࿨ボンϕ、߂容通商。たͩし、߂容通商は4DoQe1にݶりࢉఆ。

環境へのෛ担を低減するためには、ௐୡから製造にかか

る一連の工ఔや需要Ոへの供څ体制の効率化、製品のラ

イフサイクルの向上等により資源の消費を཈え、可能なݶ

りのサーΩュラーエコノϛーを確ཱしていくことが大੾に

なります。

当社άループでは、ଠཅ光発電等の再生可能エネルギー

の積極的な導入や省エネルギー型設備及び車྆の新規導

入をはじめ社内的な取り組みをਪ進するとともに、製品໘

においては、資源॥環を目的とした事業ऀ向け工業用ガス

リサイクル設備やロンάサイクル商材として高耐ٱ性塗料・

接着剤等の環境対応型製品の開発及び販ചをਪ進し環境

効率のվળに౒めています。

化学物質とഇغ物はਂްな環境ྼ化を引きىこす可能性

があるため、適ਖ਼に管理・ӡ用することで環境中へのഉ出を

防ࢭ・軽減していきます。

ガス容器製造及び化成品製造でのഉ水ॲ理は水質Ԛ୙

防ࢭ法にଇったॲ理をపఈしているとともに、化学物質の

保管・࢖用においても֨ݫにӡ用しています。

また、製造工ఔや設備の見௚しによりഇغ物等のഉ出を

低減していきます。

環境E
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2025年度҆全Ӵ生
スローガンϙスター

化成品事業෦としては、国内�工場すべてで I4O の品質

マネδメントシステム（I4O�001）を取得しており、౷一した

社内基४のԼで品質を管理しています。さらに、環境ෛ荷低

減につながる製品開発を品質方針として、研究・製品開発

に当たっています。

また、֤ छ製造設備は計画的な保क管理のపఈならびに

製造方法のվળを積極的

に行ない、お客༷のニーズ

に応じた品質向上をはかり、

҆全・҆৺な製品供څを҆

ఆして行なうことを基本࢟

੎としています。

人権への取り組み

当社グループは、社会の一員としてあらゆる事業活動の

場面において、企業の社会的責任を全うすることが、当社

グループの事業活動に対する社会からの信頼と企業価値

の向上をもたらすとの認識の下に企業倫理行動に関する

指針を定め、これを誠実に遵守しています。

αϓϥΠνΣʔϯʹΑΔਓݖのଚॏ

ࢪमの࣮ݚѹΨεのಛੑʹؔ͢Δߴͼٴ෺ݥة ΫϦʔϯ׆ಈ

஍Ҭ๷ࡂ
·͔ͪͲ"&%

国連ࢦ導原ଇでは、事業活動を行なうओ体としての企業

には人ݖをଚ重する੹೚があり、企業の人ݖଚ重੹೚は、企

業が他ऀへの人ݖ৵֐を回ආし、企業がؔ与した人ݖへの

ෛのӨڹに対ॲすべきことを意味する、とされています。

当社άループがఆめる行動ࢦ針として「あらΏる事業活動

の場໘において、法ྩ及び社内規ఔをৗに९कし、݈ 全な

商׳शと社会ྙ理に適合した事業活動となるよう౒める」

と人֨をଚ重し、不当なࠩผやいやがらせをഉݖ人の人ݸ」

আし、ݸ人のଚݫをইつける行ҝを行なΘない」とએݴして

おり、これを੣実に実行しています。

労働安全衛生について

労働安全衛生の確保は経営上の重要課題であると認識

しています。当社は、「安全・安心をすべての基本姿勢と

する」という基本理念に基づき、グループすべての従業員

一人ひとりが心身ともに健康で、安全で安心して働くこと

のできる職場環境の形成を推進しています。

取り組み内容
˔ 54活動の実ફ
˔ ώϠリハット・事ނ事ྫのڞ有化
˔ ҆全Ӵ生ڭҭの実施
˔ リフレッシュスϖース・リフレッシュ

タイムの導入（本社）

製品の安全性・品質向上について

地域との関わり

労働環境の改善

企業理念の一つである「安全・安心をすべての基本姿

勢」とし、創業以来一貫して、この姿勢を貫いています。

安全・安心を基本として技術本部品質保証部において

社内品質基準を定めており、各事業場において担当者が

社内品質基準に適合したものを出荷しています。

会社を取り巻く社会環境や従業員の生活環境が変化す

るなか、労働環境の改善や福利厚生の充実により「働きや

すさ」と「働きがい」の実現とともに、労働効率とエンゲー

ジメントを高めていきます。当社では全社的な施策の推進

とともに、役員及び従業員で構成する「経営協議会」にお

いて、毎年、労働環境・福利厚生全般に関するディスカッ

ションの場を設け環境の改善に努めています。

࿑働環境全ൠでは、̓ 全Ӵ生管理のਪ進や業຿の効率化

による࣌ؒ֎࿑働の管理とともに、2026年�݄�1日までに

年次有ٳڅՋ取得率を60�とする行動計画をܝげてい

ます。また、ब業規ଇにఆめるҭࣇ・հޢ等のٳ業取得にؔ

ガス事業෦としては、当社άループでは、ҩྍ用ガスを始

めすべての産業ガスの品質管理基४をఆめ、֤ छ分ੳ・評

価を通してその҆全性・品質の確ೝを行なっており、当社࣎

լ高ѹガスセンターは、計量法ߍਖ਼事業ऀのొ࿥事業ऀで

ありI4O／IEC1�025を基४とした品質マネδメントのレ

ϕル向上に౒めています。

Րࡂ等の現場対応をされているਆಸ઒ݝの消防ॺ৬員に

を஌っていたͩくため、2025年گ物等の取りѻいの状ݥة

�݄に「ݥة物及び高ѹガスの特性にؔする研म」を行ない

ました。研मでは高ѹガスのٛߨとカセットボンϕのര発実

験΄かې水ݥة物（カーバイυ）の発Ր実験を行ない、໿�0

名の৬員のօ༷にࢀ加いたͩきました。

ਆಸ઒工場ではຖ݄、工場पลಓ路のਗ਼૟活動を行なっ

ています。また、年1回、工場྘地のআ૲作業を行なっていま

すが、そのࡍはআ૲作業を̐チーム（֤෦ॺのメンバーを

組み合Θせた構成）に分けて、チームでコϛュニケーション

をとれるようにしています。ਗ਼૟ऴྃ後は工場৯ಊにてҚ࿑

会を行ない、持ちدりの৯材で作った料理や、௼り自ຫの方

から持ちࠐまれたڕ料理をօでָしんͩりしています。

ਗ਼૟作業を通じて、地

Ҭの環境保全に౒める

とಉ࣌に、従業員ಉ࢜の

ަྲྀをਂめることができ

ています。

消防ہのh まちかどAE% にɦొ࿥し近ྡでඞ要な事ଶが

発生した場合には会社に連བྷが入り、近ྡの現場までAE%

を提供する体制となっています。

200�年12݄よりࡖ工場はࡖ市消防ہのڠ力事業所の一

員となり数年ຖに事業所内で合ಉ܇࿅を実施し、地Ҭの防

としては消防車がෑ地֎からも採水できるように防Ր水ࡂ

૧を消防水利としてもొ࿥し、有事のࡍはここからϙンプ車

にڅ水が可能となっています。

࣎լ高ѹガスྲྀ通センター
分ੳ機器

しても、制度のܒ໤とともに取得しやすい環境づくりをਪ進

しています。

෱利ް生໘では、Ո଒手当の大෯な拡ॆ、住ډにؔする

手当やؼ省にؔする手当のॆ実など従業員が҆৺してۈ຿

することができるための֤छ支ԉを実行しており、今後も全

社的な対࿩を通じて対応していきます。

2025年度スローガン

҆શ͸ɹ೚ͤͣཔΒͣखΛൈ͔ͣɹ
ɹɹɹɹɹɹɹࠓ೔΋࡞Δ ʮͧθϩࡂ৬৔ʯ

当社άループ従業員からのืूにより決ఆ。

҆全Ӵ生意ࣝの全社的なৢ成に向けて、当社άループの

従業員を対৅に「҆全Ӵ生スローガン」をืूし、多数の応

ืの中から今年度のスローガンが決ఆしました。

安全方針に基づく目標

ʮ݅֐ࡂ਺θϩ݅ʯ

会の༷子ٞڠӦܦ

当社担当ऀによる高ѹガスٛߨ

消防水利

カセットボンϕര発実験

消防ڠ力事業所

ਗ਼૟作業の༷子

工場ਖ਼໳ࡖ

社会S
ؔ࿈͢ΔϚςϦΞϦςΟ

安全・安心なサービス提供 地域社会への貢献
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ガバナンス体制と推進体制

取締役会の実効性

当社は、株主、取引先、地域社会、従業員等多くの関係

者の期待に応え、社会の信頼と共感を得ながら健全な企

業として存続していくために、企業価値の向上をめざして

いきます。収益力や業容の拡大による事業基盤の拡大の

みならず、社会課題への対応等を含む経営上の諸問題を

自ら適正に解決、改革していく経営管理組織の存在が不

可欠であるため、コーポレート・ガバナンス体制の整備と

強化に真摯に取り組んでいます。

当社グループの持続的な成長と企業価値の向上、社会

の持続的発展への貢献のための基盤として、コーポレー

ト・ガバナンスを経営上の重要な課題と捉え、内容を制

定・公表するとともに、東京証券取引所が定めるコーポ

レート・ガバナンス・コードの趣旨に沿って取締役会機能

を強化していきます。

৹ ・ٞ助ݴ

ใࠂ

監
査

監
査

監
査

指
示

؂ࠪ

連携

બ解೚等に
ؔするٞҊの
内容の決ఆ

連
携

選
任
・
解
任

選
任
・
解
任

選
任
・
解
任

選
任
・
解
任

選
定
・
解
職

監
督

答
申
・
提
言

報
告
・
補
佐

報
告

指
示

報
告

審
議

付
議

諮
問

株 主 総 会

取క໾
（؂ࠪ等ҕ員）

؂ࠪ等ҕ員会
（؂ࠪ等ҕ員全員で構成）

Ӧ会ٞܦ
（重要Ҋ݅の৹ٞ等）

ৗ؂ࠪۈ等ҕ員
ࣥ行໾員

取క໾
（؂ࠪ等ҕ員をআく）

取締役会
会計؂ࠪ人

ࣥ行໾員・֤ 事業෦໳・άループ会社

企業ྙ理ҕ員会

内෦通ใ制度
（通ใ૭口：社内・社֎）

内෦؂ࠪࣨ
（؂ࠪ等ҕ員会ิࠤ）

໰ҕ員会ࢾ名・ใुࢦ

ৗۈ取క໾

代表取క໾社長

औక໾ٴͼऔక໾ձ

औక໾ձの੹຿ͱ໾ׂ
औక໾ձのٞ࿦

औక໾ձ෇ׂٞ߹ʢ����೥݄͔̐Β����೥�݄ʣ

؂ࠪ౳ҕһձ

໾һߦࣥ

Ӧձٞܦ

಺෦؂ࠪࣨ

ཧҕһձྙۀا

໰ҕһձࢾɾใु໊ࢦ

࣮ޮੑの෼ੳٴͼධ価の݁Ռ

取క໾は、それͧれのגओに対するडୗऀ੹೚をೝࣝし、

ステークϗルμーとの適੾なڠ働を確保しつつ、会社やג

ओڞಉの利ӹのために行動しています。

取క໾会は、؂ࠪ等ҕ員会設置会社として企業理೦の実

現、企業価値の向上及びגओ利ӹの૿大に౒め、それらを

ଛなう可能性のある行ҝに対して、多֯的かつे分な検౼

を行なったうえで、適੾に൑断し、行動する੹຿をෛうとೝ

ࣝしています。このೝࣝを基本とし、会社の持続的成長を保

持し、ܦӦの方向付けと؂ಜの໾ׂ・੹຿を果たし、適੾な

リスクテイクをはかっています。

取క໾会は、企業理೦の実現、企業価値の向上及びגओ

利ӹの૿大に౒め、それらをଛなう可能性のある行ҝに対

して、多֯的かつे分な検౼を行なったうえで、適੾に൑断

し、行動する੹຿をෛうとೝࣝしています。

このೝࣝを基本とし、会社の持続的成長を保持し、ܦӦの

方向付けと؂ಜの໾ׂ・੹຿を果たし、適੾なリスクテイク

をはかっています。

取క໾会は֓ね݄1回開࠵しており、άループ会社業績を

ؚΉ݄次事業ใࠂ、࢛ 半期決ࢉใࠂ、内෦౷制ใؔࠂ連、

コーϙレート・ガバナンスコーυ対応状ܦ、گӦઓུ及び計

画、その他重要なݸผҊ݅について、ৗۈ取క໾・社֎取

క໾とのؒで多໘的なࢹ఺からᮣୡなٞ࿦と意見ަ׵がな

されています。

؂ࠪ等ҕ員会は、؂ࠪ等ҕ員である取క໾�名（うち社֎

取క໾�名）で構成されており、取క໾の৬຿ࣥ行の؂ࠪ、当

社及び当社άループの内෦౷制システムの構築とӡ用の状

。の作成を行ないますࠂの؂ࠪ及び検証、ならびに؂ࠪใگ

また、؂ࠪ等ҕ員が取క໾会においてٞ決ݖを有し、適法

性のみならͣଥ当性の؍఺をؚめた適࣌適੾な意見をड़べ

ることにより、取క໾会に対する؂・؂ࠪಜ機能の強化と決

ٞプロセスの客؍性とಁ໌性の向上をはかっています。取క໾会の業຿ࣥ行にؔする意ࢥ決ఆとࣥ行との৬੹の

۠分をはかるため、ࣥ 行໾員制度を設けています。

ࣥ行໾員は、業຿ࣥ行取క໾がこれを兼೚することとし、

ઐ೚のࣥ行໾員をؚめ取క໾会決ٞにより̍ 年の೚期でબ

೚され、取క໾会の意ࢥ決ఆにしたがい業຿をࣥ行する੹

೚をෛい、業຿ࣥ行取క໾からݶݖҕৡされた業຿につい

てࣥ行੹೚と業績に対する݁果੹೚をෛっています。

ࣥ行໾員は取క໾会から؂ಜをडけ、業຿ࣥ行にؔして

ใࠂするٛ຿をෛっています。

Ӧの効率性を確保すܦ決ఆのਝ速化とࢥӦ会ٞは、意ܦ

るため、ৗۈ取క໾及びৗ؂ࠪۈ等ҕ員ならびにࣥ行໾員

で構成され、取క໾会の決ٞ事߲及びܦӦ上の重要事߲に

ついて৹ٞを行ない、取క໾及びࣥ行໾員による業຿ࣥ行

の内容及び݁果がใࠂされ、取క໾会に上ఔする重要事߲

内෦؂ࠪ෦໳として、他の֤෦໳からಠཱした組৫であ

る内෦؂ࠪࣨを設置し、内෦౷制に܎る業຿及びリスク管

理の適ਖ਼性と有効性を評価します。また、内෦؂ࠪࣨは、ۚ

༥商品取引法にఆめる「ࡒ຿ใࠂに܎る内෦౷制ใࠂॻ」

の作成を目的とした、౷制活動の整備・ӡ用状گの検౼と

評価を行ない、その݁果を代表取క໾社長ならびに؂ࠪ等

ҕ員会にใࠂしています。

企業ྙ理ҕ員会は、ৗۈ取క໾とࣥ行໾員で構成されて

おり、法ྩ及び企業ྙ理規ൣの९कにؔする事߲について

ௐࠪ及び৹ٞを行なっています。

取క໾候ิऀのબ೚や取క໾のใु等にؔする取క໾

機能のಁ໌性・客؍性とઆ໌੹೚を強化するため、取క໾

会の೚意のࢾ໰機ؔとしてࢦ名・ใुࢾ໰ҕ員会を設置し

ています。

໰ҕ員会のҕ員は取క໾会の決ٞによりબࢾ名・ใुࢦ

೚され、構成はಠཱ社֎取క໾�名及び社内取క໾2名と

し、ٞ 長はҕ員であるಠཱ社֎取క໾の中からࢦ名・ใु

。໰ҕ員会の決ٞによりબఆしていますࢾ

社֎取క໾を対৅としたఆ期的な໘ஊや取క໾会での付

ٞ・ใࠂ事߲及びॾ施策のઆ໌機会をਵ࣌設け、૬ޓの対

࿩を通じて取క໾会の実効性をはかるうえでの۩体的な課

題のೝࣝと評価をはかっており、取క໾会におけるܦӦの

ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεのࣾ಺ମ੍ਤ

؂ಜ機能が適੾に実施されていることを確ೝしています。さ

らなる৹ٞの活性化のためのٞҊ上ఔ方法や、重要事Ҋに

ؔするモニタリンά等のॆ実を課題としながら、ࢦ名・ใु

໰ҕ員会の一૚の活用とともに、評価手法のॆ実度も高ࢾ

めながら、「取క໾会の໾ׂと੹຿の実効性」、「取క໾会の

৹ٞ事߲のଥ当性」、「次年度に取り組Ήべき課題」等を౼ٞ

し実ફしています。

の事લのリスク評価や進ḿの管理を行ないます。

Ӧ会ٞは原ଇとしてຖ݄̍ܦ 回開࠵し、ඞ要に応じてྟ࣌

に開࠵します。

ガバナンスG
ؔ࿈͢ΔϚςϦΞϦςΟ

ガバナンスの強化

߲໨ ׂ߹
Ӧઓུܦ   1�ˋ
人事   21ˋ
ガバナンス   1�ˋ
決ࡒࢉ຿   12ˋ
ผݸ   ��ˋ
計 100ˋ
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株主・投資家の皆様との関わり

役員報酬制度

ガバナンス

当社の໾員ใुは、企業価値及び業績の持続的な向上に

資するためのใु体系を原ଇとしつつ、໾Ґ、৬੹、ܦӦ環

境、業績、国内のಉ業छやಉ規໛の他企業の水४、従業員の

௞ۚ水४を౿まえた適ਖ਼な水४とすることを基本とします。

取క໾（؂ࠪ等ҕ員である取క໾をআく）及びࣥ行໾員の

ใुは、業績に連動しない基本ใुと業績を反өした৆与に

よって構成し、社֎取క໾及び؂ࠪ等ҕ員である取క໾のใ

ुは、業績にࠨӈされないಠཱのཱ場を考慮し、基本ใुの

みとします。

業績がѱ化した場合（法人੫法上の業績ѱ化վగ事༝に

֘当）や重大なコンプライアンスҧ反等が発生した場合に

は、支ֹڅを減ֹすることとします。

໾員ใुにؔする決ఆプロセスのಁ໌性、ެ ਖ਼性、客؍

性を確保するために、取క໾会のࢾ໰機ؔとして、ಠཱ社֎

取క໾、取క໾社長及び؂ࠪ等ҕ員で構成する೚意のࢦ

名・ใुࢾ໰ҕ員会を設置しています。ҕ員長はಠཱ社֎

取క໾が຿め、໾員ใुの決ఆ方針、ใु内容、ใु水४

等について৹ٞ、౴ਃ、提ݴを行ないます。

໾һใुのܾఆखଓ͖

߲ࣄ੷࿈ಈใु౳ʹؔ͢Δۀ

当社は、適࣌適੾な৘ใ開ࣔはܦӦ੹೚の一つと考え、

会社৘ใをެਖ਼・ެฏに開ࣔし、גओ・投資Ոにとって৘ใ

としての有用性を高めるため、ฏқかつ۩体的で分かりやす

いهड़をするよう౒めています。

ใुの۩体的決ఆについては、取క໾会において、גओ૯

会でঝೝを得ているใु࿮のൣғ内でֹۚをࢉ出し、ݸ々

の取క໾（؂ࠪ等ҕ員である取క໾をআく）のใुの決ఆに

取క໾のใुは、業績に連動しない基本ใ （ु固ఆใु）

と業績の目標ୡ成度によってม動する৆与（業績連動）に

よって構成しています。

৆与は、事業年度͝との業績向上に対する意ཉと࢜気を

高めるための୹期のインセンテΟブใुとして、ओ要目標数

値である֤事業年度の連݁Ӧ業利ӹを基本ࢦ標とఆめ、こ

れにࡁܦ৘੎やݸ人評価等を૯合的にצҊし支ֹڅを決

ఆし、取క໾会でঝೝを得た後、支څします。

当社は、؂ࠪ等ҕ員会設置会社として、ܦӦの客؍性・

ಁ໌性を高めるため取క໾の�分の1Ҏ上をಠཱ社֎取క

໾としています。また、構成員のա半数をಠཱ社֎取క໾と

する೚意のࢦ名・ใुࢾ໰ҕ員会の設置等、コーϙレート・

情 報 開 示

IR・広報担当

会社情報の適時開示にかかる社内体制図は次のとおりであります。

（重要性及び適時開示の検討）
情報管理連絡会

IR担当・総務人事部長・財務経理部長・経営企画部長・経営管理部長・関連部署

（情報集約と管理）
管理本部長

情報取扱責任者

各事業本部
情報連絡担当者

情報発生各部
情報連絡担当者

取క໾社長 取క໾会・ܦӦ会ٞ

コンプライアンス

当社グループでは、企業理念において『「株主」及び「取

引先」各位ならびに「従業員」を三位一体と考え、公正妥当

な倫理基準に基づいた事業活動を通じて、社会に貢献で

きる経営を行ないます。』と宣言し、倫理的な事業活動の

実現に向け行動しています。地域に密着した企業ブランド

を構築するためには、企業は社会の一員であることを認

識し、善良かつ責任ある企業活動を通じて社会貢献に取

り組んでいきます。

ίϯϓϥΠΞϯεମ੍
あらΏる事業活動の場໘において、法ྩ及び社内規ఔを

ৗに९कし、݈ 全な商׳शと社会ྙ理に適合した事業活動

となるよう౒めるとする「企業ྙ理行動ࢦ針」をఆめ、「コン

プライアンス基本規ఔ」をもとに実ફしています。

法ྩ及び社会ྙ理規ൣの९कにؔする事߲を৹ٞし、ඞ

要に応じ適੾なા置をߨじる機ؔとして、代表取క໾社長

をٞ長としৗۈ取క໾・ࣥ行໾員で構成する「企業ྙ理ҕ

員会」を設置しており、コンプライアンス全体の体制をܗ成

しています。

಺෦౷੍γεςϜ
当社άループ全体のコンプライアンスやリスク管理にؔ

するॾ施策に基づき、άループ会社֤社の規໛や特性に応

じた内෦౷制システムを整備しており、当社のάループ会社

੹೚෦໳・管理੹೚෦໳がその状گを؂ࠪしています。当

社の取క໾会及びৗۈ取క໾とࣥ行໾員で構成するܦӦ

会ٞは、当社άループの全体が݈全で効率的なܦӦを行な

い、業績向上に資するよう支ԉࢦ導しています。

ガバナンス体制の強化をはかるとともに、ܦӦ൑断の機動

性・ઐ໳性を確保するため、会社法の規ఆに基づきגओ૯

会決ٞ事߲の取క໾会へのҕ೚を可能にするべくఆ׺をม

。していますߋ

開ࣔすべき৘ใは、重要事実や重要৘ใの管理にཹ意し

ながら、法ྩにより開ࣔが要ٻされるࡒ຿৘ใの΄か、E4G

要素等のඇࡒ຿৘ใについても積極的な開ࣔに౒めていき

ます。

໾һ۠෼ ใु౳の૯ֹ
ใु౳のछྨผの૯ֹ

ର৅ͱͳΔ໾һのһ਺
基ຊใु ੷࿈ಈใۀ ʢु৆༩ʣ

取締役（監査等委員を除く）
（うち社外取締役）

225ඦສԁ
（11ඦສԁ）

1�1ඦສԁ
（11ඦສԁ）

��ඦສԁ
（ー）

5人
（1人）

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

5�ඦສԁ
（26ඦສԁ）

5�ඦສԁ
（26ඦສԁ）

ー
（ー）

5人
（�人）

����೥౓のऔక໾のใु౳の૯ֹ౳

（注）業績連動ใ （ु৆与）��ඦສԁは、取క໾会において決ٞされた支څ見ֹࠐであります。

当社の取క໾（؂ࠪ等ҕ員であるऀをআく）に対するใु

ओ૯会にגのୈ��期ఆ࣌࠵度ֹは、2021年6݄2�日開ݶ

おいて年ֹ�ԯԁҎ内（うち、社֎取క໾分は年ֹ20ඦສ

ԁҎ内）であり、؂ࠪ等ҕ員である取క໾に対するใुݶ

度ֹは、年ֹ1ԯԁҎ内であります。

औక໾のใु࿮

ついては、取క໾会決ٞに基づき代表取క໾にҕ೚し、そ

のݶݖの内容は、֤ 取క໾の基本ใुのֹ及び৆与のֹと

します。ҕ೚をडけた代表取క໾は、ࢦ名・ใुࢾ໰ҕ員会

での౴ਃの݁果を౿まえใुを決ఆします。

また、؂ࠪ等ҕ員である取క໾のใुは؂ࠪ等ҕ員であ

る取క໾のٞڠにより決ఆします。
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ใࠂ

ใࠂ
ใࠂ

連携

内෦؂ࠪ

連携
連携

取締役会

経営会議 監査等委員会

管理責任者
（部門長・グループ会社社長）

内部監査室

当社では、所管෦໳の৘ใ収ूやॾ施策をߨじるうえでのデΟスカッションの機会をؚめ特ఆリスクの評価・ӡ用を行なっ

ています。

リスクマネジメント

当社及び当社グループに発生することが想定される、事

業活動に損害または損失を及ぼすリスクに関し、事業の継

続と安定的な発展をはかることを目的とし、経営レベルで

リスクを発見・特定し、発生防止にかかる管理体制の整

備、発生したリスクへの対応等について管理しています。

基ຊతͳํ͑ߟ

ಈ׆໤ܒ

ϦεΫϚωδϝϯτମ੍

಺෦௨ใ੍౓ ֤ϦεΫのબఆͱ؅ཧঢ়گ

໘において、当社及び当社ہӦ目標ないし事業活動のܦ

άループにଛ֐またはଛࣦを及΅す可能性のあるすべての

要Ҽをલ提としており、コンプライアンス・ࡒ຿ใࠂ・৘ใ

システム・事業活動・環境・֐ࡂ・֎෦環境の急激なม化

等をマネδメントの対৅とします。

管理৬研म・入社࣌及び入社5年度までの֊૚ผ研म・

άループ会社を対৅とした連བྷ会ٞ等のఆ期的な機会や֤

छ会ٞ等を通じてコンプライアンスにؔするܒ໤活動を継

続して行なっています。

リスク管理は、代表取క໾社長がٞ長となるܦӦ会ٞが

所管しています。

Ӧ会ٞでは、リスク管理にؔする方針の策ఆ及び体制ܦ

にؔする事߲をはじめ、リスクのࣝผと特ఆ、分ੳ、評価及

び防ࢭ等や計画について૯合的に検౼することとし、所管

する֤組৫の੹೚ऀはؔ連規ఔ等を९कし、リスクの発生

を防ࢭするとともにそのม化等も適੾に೺Ѳしてリスク管

理機能の有効性かつ効率的な਱行に౒めています。

当社άループ内での不ਖ਼行ҝ等のૣ期発見とੋਖ਼をはか

り、コンプライアンスܦӦをҡ持・強化することを目的とし

て、社員等や取引事業ऀの従業員等のୈऀࡾからの組৫的

またはݸ人的な法ྩҧ反行ҝ等にؔする૬ஊまたは通ใの

適ਖ਼なॲ理の仕組みをఆめた「社内通ใ制度」を設けてい

ます。

૭口は社内を૯຿人事෦、社֎をห࢜ޢ事຿所に設置し

通ใऀならびにݸ人৘ใの保ޢをݫਖ਼に確保し対ॲするこ

ととしています。

当社άループ全体のࡒ政状ଶ・ܦӦ成績及びΩϟッシュ・フローの状گに重大なӨڹを与える可能性があるとೝࣝしている

ओ要なリスクはҎԼのとおりです。

˔ 市場の需要・ڝ૪の動向
˔ 国ࡍ的なௐୡ価֨のม動
˔ ւ֎取引に܎るҝ替レートม動
˔ 国内֎での原料供ݩڅへのґଘ
˔ 社会৘੎にىҼする物ྲྀコスト上ঢ
˔ 投資事業の਱行状گ
˔ ւ֎事業の動向

˔ 製造設備のҡ持ߋ新
˔ Րࡂ及びര発事ނ
˔ 自વ֐ࡂ及びパンデϛック
˔ ৘ใセΩュリテΟ全ൠ
˔ 事業継続としての組৫体制ҡ持
˔ コンプライアンス対策
˔ ӡ用環境からのୀ৬څ付࠴຿ม動

ϦεΫϚωδϝϯτମ੍ਤ

基本指針

˔ 社会にとって有ӹかつ҆全な製品とサービスを提供します。
˔ あらΏる事業活動の場໘において、法ྩ及び社内規ఔをৗに९कし、݈ 全な商׳शと社会ྙ理に適合した事業活動と

なるよう౒めます。
˔ あらΏる企業活動の場໘において、ެ ਖ਼でಁ໌な事業活動を展開し、また、政࣏、行政との݈全かつਖ਼ৗなؔ܎を保ちます。
˔ 市ຽ社会のடংや҆全にڴҖを与える反社会的੎力やஂ体とは断固として対決します。
˔ あらΏる事業活動の場໘において、ݸ人の人ݖと人֨をଚ重し、不当なࠩผやいやがらせをഉআし、ݸ人のଚݫを

ইつける行ҝを行ないません。
݈、力会社、社員などのステークϗルμーをଚ重しڠ、ओ、顧客ג ˔ 全でྑ޷なؔ܎を築きます。
˔ 会社ࡒ産や৘ใ等の適੾な管理に౒め、ୈऀࡾのݖ利をଚ重します。
˔ 環境໰題への取り組みは、企業のଘ在と活動にඞਢの要݅であることをೝࣝし、自ओ的、積極的に行動します。

情報セキュリティに関するリスク

当社άループは、事業上の重要৘ใ及び事業のաఔで入

手したݸ人৘ใや取引先等のൿີ৘ใを保有し෦ॺレϕル

で管理していますが、当֘৘ใの౪難・ฆࣦなどを通じてୈ

。に不ਖ਼ྲྀ用される可能性がありますऀࡾ

また、基װシステムにొ࿥された৘ใ資産についても、৘

ใセΩュリテΟ基本方針に基づく対策とシステム対応による

やイܸ߈ਖ਼な管理をしていますが、૝ఆを௒えるサイバーݫ

ンシデントなどの不測の事ଶ、またނ意の不ਖ਼࢖用による

重要データのഁյ、վざん、ྲྀ 出、システムఀࢭ等を引きى

こす可能性があります。これらのリスクは、当社άループの

。を及΅す可能性がありますڹにӨگ຿状ࡒӦ成績及びܦ

ガバナンスG

65 66INTEGRATED REPORT 2025KOATSU GAS KOGYO CO., LTD.

価値創造の基盤

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

価
値
創
造
の
戦
略

価
値
創
造
の
基
盤

デ
ー
タ



役員一覧

当社取締役のスキルマトリックス

執行役員一覧

地位 ໊ࢯ ੑผ Ӧܦۀا
Ӧઓུܦ

&4(
αεςφϏϦςΟ

ٕज़
։ൃڀݚ

຿ࡒ
ձܭ

ਓࣄ
࿑຿

๏຿
ϦεΫ؅ཧ

Ӧۀ
ϚʔέςΟϯά ւ֎ۀࣄ *5

%9

代表取క໾社長
社長ࣥ行໾員 黒木 幹也 உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

代表取క໾෭社長
෭社長ࣥ行໾員 説田 和洋 உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

取క໾
ઐ຿ࣥ行໾員 森本 　孝 உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

取క໾
ৗ຿ࣥ行໾員 池田 佳弘 உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

社֎取క໾ 中野 健次 உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

取క໾
ৗ؂ࠪۈ等ҕ員 松井 良祐 உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

社֎取క໾（ಠཱ）
؂ࠪ等ҕ員 山村 忠夫 உ性 ˔ ˔

社֎取క໾（ಠཱ）
؂ࠪ等ҕ員 長島 広明 உ性 ˔ ˔ ˔

社֎取క໾（ಠཱ）
؂ࠪ等ҕ員 西片 和代 ঁ性 ˔ ˔

˞֤人の有するスΩル等のうちओなものにҹを付けています。上ه一ཡ表は、֤ 人の有するすべてのスΩルを表すものではありません。

社 長 ࣥ 行 ໾ 員 ໵װ໦ɹࠇ

෭社長ࣥ行໾員 આాɹ࿨༸ 化成品事業本෦長

ઐ ຿ ࣥ 行 ໾ 員 ৿本ɹɹ޹ Ӧ企画本෦長ܦ 兼 Ӧ企画෦長ܦ 兼 ガス事業本෦長 兼 ガス事業本෦近ـ地۠長

ઐ ຿ ࣥ 行 ໾ 員 ৿ాɹ࿨ത ౦ژ事຿所長
兼  ג式会社スϛコエアー 代表取క໾社長

ৗ ຿ ࣥ 行 ໾ 員 池ాɹՂ߂ 管理本෦長

ৗ ຿ ࣥ 行 ໾ 員 中ଜɹɹݦ ガス事業本෦ ๺཮地۠長
Ӊ野ࢎ素ג式会社  代表取క໾社長

ࣥ 行 ໾ 員 ยԬɹ一෉ ガス事業本෦付෦長
兼  ウエルテックμイサンג式会社  代表取క໾社長

ࣥ 行 ໾ 員 野ᐘɹୡ໵ 化成品事業本෦長代理  兼  ౦ژ研究所管ঠ  兼  技術本෦化成品担当෦長

ࣥ 行 ໾ 員 加౻ɹଚ߁ ガス事業本෦付෦長 兼 式会社ϢϛϠマ  代表取క໾社長ג

ࣥ 行 ໾ 員 ෱Ҫɹխଇ 技術本෦෭本෦長  兼  中࢛国・۝भ地۠౷ׅ工場長

ࣥ 行 ໾ 員 高ࢁɹত඙ ガス事業本෦ ౦ւ地۠長  兼  名ݹ԰工場෦長

ࣥ 行 ໾ 員 中ଜɹو༤ 管理本෦ 理෦長ܦ຿ࡒ

ࣥ 行 ໾ 員 ੢઒ɹོߒ 技術本෦長  兼  生産管理෦長  兼  品質保証෦長  兼  ҆全Ӵ生ਪ進ࣨ管ঠ

ࣥ 行 ໾ 員 ཱ୩ɹɹ保 ガス事業本෦  ๺ւಓ地۠長  兼  ౦๺地۠長  兼  ઋ୆工場長
兼  ઋ୆工場੨৿ற在所長  兼  ੝ԬӦ業所長

ࣥ 行 ໾ 員 ҆෦ɹɹޛ ガス事業本෦  ؔ౦地۠長  兼  ઍ༿工場෦長

ࣥ 行 ໾ 員 池ాɹɹ߶ 技術本෦෭本෦長  兼  技術開発෦長
兼  ガス事業本෦ガスエンδニアリンά෦長  兼  土浦研究所管ঠ

ࣥ 行 ໾ 員 ླ໦ɹࠀయ 化成品事業本෦෭本෦長 兼 ౦ژ事຿所長代理
兼  ౦ژ事຿所化成品事業本෦化成品Ӧ業෦長  兼  ܦӦ企画本෦ܦӦ企画෦෦長

ࣥ 行 ໾ 員 大઒ɹ෢ਉ 管理本෦ ૯຿人事෦長

໵װ�໦ࠇ

দҪ�ྑ༞ ଜ�஧෉ࢁ

੢ย�࿨୅௕ౡ໌޿�

த໺�݈࣍

આా�࿨༸

஑ా�Ղ߂৿ຊ޹�

代表取締役社長
社長執行役員

取締役
常勤監査等委員

社外取締役（独立）
監査等委員

社外取締役（独立）
監査等委員

社外取締役（独立）
監査等委員

社外取締役

代表取締役副社長
副社長執行役員

取締役
常務執行役員

取締役
専務執行役員

1�65年݄̍̎日生

1�62年݄̏20日生 1�55年10݄15日生

1�6�年�݄22日生1��6年11݄2�日生

1�6�年݄̔̒日生

1�55年11݄1�日生

1�6�年݄̔̑日生

1�65年݄̍25日生

ʦॏཁͳ݉৬のঢ়گʧ
ਆށパートナーズ法཯事຿所 ห࢜ޢ
ฌݝݿ৘ใެ開・ݸ人৘ใ保ޢ৹ٞ会ҕ員
TOAג式会社 社֎؂ࠪ໾

ʦॏཁͳ݉৬のঢ়گʧ
ଜ஧෉法཯事຿所ࢁ ห࢜ޢ

ʦॏཁͳ݉৬のঢ়گʧ
長ౡެೝ会計࢜事຿所 ެೝ会計࢜

ʦॏཁͳ݉৬のঢ়گʧ
スズカフΝインג式会社 代表取క໾
,oatTu GaT ,oHZo VJetnaN Co.
 -tE. 代表取క໾会長 兼 社長

化成品事業本部長

管理本部長
経営企画本部長 兼 経営企画部長 兼
ガス事業本部長 兼 ガス事業本部近畿地区長

67 68INTEGRATED REPORT 2025KOATSU GAS KOGYO CO., LTD.

価値創造の基盤

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

価
値
創
造
の
戦
略

価
値
創
造
の
基
盤

デ
ー
タ



社外取締役メッセージ 株主・投資家との関わり

せد຿ॾ表ͩけでは表しきれない会社の࢟にؔ৺をおࡒ

いたͩき、ありがとう͝ざいます。

本ߘでは、社֎取క໾（؂ࠪ等ҕ員）として、取క໾会にお

けるٞ࿦や意ࢥ決ఆのաఔを通じて見えてきた、当社の中

長期的なܦӦの方向性について、ಠཱしたཱ場からお伝え

します。ܦӦਞの取り組みが、企業価値の持続的な向上に݁

びついているかを、ৗに客؍的なࢹ఺から検証する࢟੎で

ྟんでいます。

事業ポートフォリオマネジメントについて
「ガス」という社名にؚまれるݴ༿は、ともすれ͹炭素ഉ出

を૝ىさせ、脱炭素のྲྀれにٯ行するҹ৅を与えかねませ

ん。しかし取క໾会においては、ΉしΖこの事業ྖҬを活か

し、脱炭素社会への貢献にస化しようとする࢟੎が継続的

にࣔされてきました。ガス࢖用に伴なう環境ෛ荷の可ࢹ化や、

その削減に資する技術開発、水素・アンモニアなどクリーン

エネルギーの用途開拓、ৗѹスマート浸炭のような技術ֵ

新は、いͣれも中長期のࢹ఺にཱった取り組みとして、৻重

かつ果׶に৹ٞされています。

当社の事業ϙートフォリオは、ガス事業・化成品事業とい

うೋつの成ख़分野に加えて、ITιリューション事業において

も規໛は比ֱ的小さいながら新たな価値૑出の可能性を޿

げています。こうした柔軟性は、持続的な企業成長を支える

取り組みとडけࢭめています。

資本コストを意識した経営に向けて
資本市場とのؔ܎性については、ܗ式的なࢦ標ୡ成では

なく、企業価値の実質的な向上を重ࢹする࢟੎が取క໾会

でڞ有されてきました。2025年5݄15日に発表された大෯

なגओؐݩ（૿配）方針についても、୹期的なג価対策では

なく、あくまで中長期的なࢹ野にཱったܦӦ൑断として、ٞ

࿦のաఔとࠜڌがஸೡにࣔされました。

そのཪ付けとして、新商材であるカーボンナノチューブの

量産化や、化成品૿産に向けた大型設備投資など、ক来に

備えた෍ੴが着実にଧたれています。人材ҭ成や技術開発

に対するઓུ的な投資も、当社のڝ૪力強化に向けた本質

的な施策として、適੾にҐ置づけられているとײじています。

ガバナンスの視点から
企業価値の向上には、ઓུの਱行を支える౷制環境の整

備が不可欠です。؂ࠪ等ҕ員として、内෦؂ࠪ෦໳とのఆ期

的な対࿩やใࠂを通じ、内෦౷制やリスク管理体制の実効

性を継続的に確ೝしています。業຿ࣥ行からಠཱしたཱ場

で、ܦӦの݈全性やಁ໌性を担保する体制のもとでなされる

意ࢥ決ఆが、持続的な成長の基൫になると確信しています。

むすびにかえて
市場環境がม化するなか、長期保有をࢤ向される投資Ո

のօ༷においても、࣌ に୹期的な収ӹ確保をഭられる場໘

があることはे分理解しています。そのようななかで、企業

としての持続的成長を実現し、その成果を中長期的にօ༷

と分かち合うことが、当社の੹೚であり、また最大の価値提

供であると考えています。

本ॻが、当社の価値૑造の全体૾と、ະ来に向けた੹೚

ある࢟੎を͝理解いたͩく一助となれ͹޾いです。

੢ย�࿨୅
社外取締役

౰ࣾの౷߹ใࠂॻΛ
͝ཡ͍͍͍ͨͩͯΔօ༷΁

株主総会への取り組み

株主との建設的な対話に関する方針

IR情報

情報開示の充実

投資家説明会の開催

টू通஌

ୈ�2期ఆ࣌גओ૯会

当社の企業ϗームϖーδ

決ࢉઆ໌会

決ࢉઆ໌会用資料

2025年6݄2�日、ୈ�2期ఆ

。しました࠵ओ૯会を開ג࣌

টू通஌の内容については、

ఆ量৘ใ、ఆ性৘ใを֮ࢹ的に

Θかりやすく伝えるために、ビ

δュアル等の見௚しをຖ年行

なっています。

当社は、גओ等との建設的な対࿩を重ࢹし、I3޿ใ担当

໾員を中৺に໘ஊのਃしࠐみ等のさまざまな機会を通じて

合理的なൣғで、より積極的に対࿩の場を持つよう౒めて

います。

当社ܦӦ方針及び事業活動にかかる理解を得る౒力を行

なうとともに、גओ等の੠にࣖを܏けることで、当社άルー

プの持続的な成長と企業価値の向上に取り組みます。 当社の企業ϗームϖーδにおいて֤छI3৘ใを開ࣔして

います。今後も当社の企業活動及び事業活動にؔする৘ใ

開ࣔのॆ実化を進めていきます。

当社は、適࣌適੾な৘ใ開ࣔはܦӦ੹೚の一つと考え、

会社৘ใをެਖ਼・ެฏに開ࣔし、גओ・投資Ոにとって৘ใ

としての有用性を高めるため、ฏқかつ۩体的でΘかりやす

いهड़をするよう౒めています。

また、開ࣔすべき৘ใは、重要事実や重要৘ใの管理に

ཹ意しながら、法ྩにより開ࣔが要ٻされるࡒ຿৘ใの΄

か、E4G要素などのඇࡒ຿৘ใについても積極的な開ࣔに

౒めます。

● 個別IR面談
I3担当を中৺に投資Ոとのݸผ໘ஊを実施しています。

引き続きલ向きな取り組みを継続していきます。

● 機関投資家・アナリスト向け決算説明会
2025年6݄10日に2025年�݄期にかかる投資Ո向け決

આ໌会については、当社としࢉしました。決࠵આ໌会を開ࢉ

てॳめての取り組みであり、今後もさまざまな取り組みによ

りI3活動をॆ実化していきます。

株主・投資家の皆様に対し、会社の経営内容、事業活動の状況等の企業情報の開示を、関係法令に従い適時、適切かつ

公平な方法により行ないます。

●事業紹介
●統合報告書

●中期経営計画
●営業報告
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11ヵ年サマリー

2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

࿈݁ձܭ೥౓（ඦສԁ）

ച上高 ��
��� �6
�6� �6
02� ��
�5� ��
�51 ��
��� �6
�0� �2
��� �1
�6� ��
2�5 ��
���

Ӧ業利ӹ �
106 �
5�� �
515 �
�1� 5
0�� 5
1�1 �
1�� �
�20 5
116 5
��� �
���

ৗ利ӹܦ �
�62 5
15� 5
105 5
��6 5
��� 5
�2� �
��1 5
�0� 5
�0� 6
65� �
���

਌会社גओにؼଐする当期७利ӹ 2
�10 �
0�� �
�26 �
2�0 �
��1 �
�05 �
51� �
1�� �
��1 �
50� �
���

設備投資 2
�25 2
��2 2
56� 2
��1 2
�1� �
�1� �
��1 �
2�� 6
�0� 5
�15 �
���

減価ঈ٫費 1
�0� 1
�2� 1
�5� 1
�6� 1
��0 2
160 2
2�� 2
�11 2
610 2
��1 �
���

Ӧ業活動によるΩϟッシュ・フロー 5
252 �
6�2 5
206 6
5�� 5
��2 5
15� �
�61 5
��5 5
652 �
10� �
���

投資活動によるΩϟッシュ・フロー ˚�
166 ˚2
��6 ˚2
6�1 ˚2
6�� ˚�
26� ˚�
��� ˚�
5�5 ˚�
�1� ˚6
6�2 ˚5
��� ˚�
���

຿活動によるΩϟッシュ・フローࡒ ˚�6� ˚��� ˚1
��2 ˚�5� ˚1
025 ˚1
00� ˚��� 5�� �
2�2 ��1 ˚�
���

࿈݁ձܭ೥౓຤（ඦສԁ）

資産合計 ��
1�� �5
�05 ��
�2� ��
�51 ��
0�2 ��
��2 �2
�10 ��
�00 10�
506 120
1�� ���
���

ෛ࠴合計 2�
66� 2�
0�2 2�
�0� 2�
�26 �1
061 2�
662 2�
��� �2
��� ��
��5 ��
��2 ��
���

有利子ෛ࠴ 5
�50 5
6�2 �
561 �
��� �
��6 �
��1 �
��� 5
��� 10
06� 11
51� ��
���

७資産 ��
5�� ��
�2� 51
�26 55
02� 5�
0�1 5�
�2� 6�
�12 65
�01 6�
0�0 �6
�51 ��
���

౰ͨΓ（ԁ）ג�

当たり当期७利ӹג1 50.�� 55.�1 60.2� 5�.�0 6�.2� 6�.�� 6�.�� �5.1� �1.�0 �1.5� �����

当たり配当ג1 （ֹ年ؒ） 1� 1� 1� 16 16 16 16 16 1� 20 ��

当たり७資産ג1 ���.�2 ���.�� �16.05 ��0.0� 1
015.�� 1
050.�1 1
1��.�6 1
1�2.6� 1
2��.2� 1
��1.5� �
������

（�）຿ൺ཰ࡒ

ച上高Ӧ業利ӹ率 5.2 6.0 5.� 6.0 6.0 6.1 5.� 5.� 5.5 6.1 ���

3OE（自ݾ資本利ӹ率） 6.� 6.6 6.� 6.1 6.2 6.6 5.� 6.� 5.� 6.2 ���

3OA（૯資産利ӹ率） �.� �.0 �.2 �.� �.0 �.� �.� �.� �.� �.� ���

自ݾ資本比率 60.� 61.� 6�.� 6�.� 6�.6 66.2 6�.� 66.� 6�.6 6�.0 ����

配当性向 2�.5 25.0 2�.2 2�.2 25.� 2�.2 25.1 21.� 25.2 2�.5 ����
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連結貸借対照表

લ࿈݁ձܭ೥౓
ʢ����೥�݄��೔ʣ

当連結会計年度
（2025年3月31日）

資産の部

ྲྀ動資産

現ۚ及び༬ۚ 2�
21� 29,985

ड取手ܗ �
122 3,219

ചֻۚ 1�
�02 16,973

電子ه࿥ݖ࠴ 6
�20 7,716

商品及び製品 �
65� 3,825

仕ֻ品 �2� 789

原材料及びஷଂ品 1
�2� 2,053

その他 ��0 418

ି౗引当ۚ ˚�05 △336

ྲྀ動資産合計 6�
0�� 64,644

固ఆ資産

有ܗ固ఆ資産

建物及び構築物（७ֹ） 15
510 15,710
機械装置及びӡ搬۩

（७ֹ） �
�2� 8,348

土地 15
2�6 15,761

建設Ծצఆ 2
250 590

その他（७ֹ） 1
2�� 1,472

有ܗ固ఆ資産合計 ��
1�� 41,883

ແܗ固ఆ資産 6�� 586

投資その他の資産

投資有価証݊ 1�
6�0 13,655

Ԇ੫ۚ資産܁ �2 85

その他 1
��0 2,344

ି౗引当ۚ ˚1�2 △205

投資その他の資産合計 16
�51 15,879

固ఆ資産合計 56
1�0 58,349

資産合計 120
1�� 122,994

（୯Ґ�ඦສԁ） （୯Ґ�ඦສԁ） （୯Ґ�ඦສԁ） （୯Ґ�ඦສԁ）

લ࿈݁ձܭ೥౓
ʢ����೥�݄��೔ʣ

当連結会計年度
（2025年3月31日）

負債の部

ྲྀ動ෛ࠴

支෷手ܗ及びങֻۚ 12
�21 11,922

電子ه࿥࠴຿ �
65� 8,724

୹期आ入ۚ 1
265 1,471

1年内ฦࡁ予ఆの長期आ入ۚ 12� 30

ະ෷法人੫等 1
2�� 1,365

৆与引当ۚ 1
��� 1,606

໾員৆与引当ۚ �2 64

その他 �
16� 4,283

ྲྀ動ෛ࠴合計 2�
�0� 29,468

固ఆෛ࠴

長期आ入ۚ 10
122 10,090

ୀ৬څ付に܎るෛ࠴ 5� 127

໾員ୀ৬Қ࿑引当ۚ � 44

࠴Ԇ੫ۚෛ܁ 2
�2� 2,788

その他 �06 781

固ఆෛ࠴合計 1�
�2� 13,833

ෛ࠴合計 ��
��2 43,302

純資産の部

ओ資本ג

資本ۚ 2
��5 2,885

資本৒༨ۚ 2
�11 2,843

利ӹ৒༨ۚ 62
551 66,176

自גݾ式 ˚200 △200

ओ資本合計ג 6�
0�� 71,704 

その他のแׅ利ӹྦྷ計ֹ

その他有価証݊評価ֹࠩۚ �
0�1 6,193

ҝ替ࢉ׵ௐ整צఆ 116 292

ୀ৬څ付に܎るௐ整ྦྷ計ֹ 511 725

その他のแׅ利ӹྦྷ計ֹ合計 �
66� 7,211

ඇ支配גओ持分 ��� 776

७資産合計 �6
�51 79,692

ෛ࠴७資産合計 120
1�� 122,994

連結損益計算書
લ࿈݁ձܭ೥౓
ࣗ�����೥ �݄�೔
�����೥�݄��೔ࢸ

当連結会計年度
自 2024年 4月1日
至 2025年3月31日

ച上高 ��
2�5 98,983

ച上原価 6�
�2� 72,662

ച上૯利ӹ 25
�50 26,321

販ച費及び一ൠ管理費 1�
�1� 20,351

Ӧ業利ӹ 5
��� 5,969

Ӧ業֎収ӹ

ड取利ଉ �� 51

ड取配当ۚ 2�1 332

ड取手数料 �6 88

その他 �0� 812

Ӧ業֎収ӹ合計 1
21� 1,285

Ӧ業֎費用

支෷利ଉ �� 67

その他 2�� 544

Ӧ業֎費用合計 2�� 612

ৗ利ӹܦ 6
65� 6,642

特ผ利ӹ

投資有価証݊ച٫ӹ 22� 529

その他 � ̶

特ผ利ӹ合計 2�1 529

特ผଛࣦ

投資有価証݊評価ଛ � 0

会社出資ۚ評価ଛ܎ؔ 1�2 ̶

固ఆ資産ച٫ଛ 1� ̶

投資有価証݊ച٫ଛ � 0

その他 1� ̶

特ผଛࣦ合計 21� 1

੫ۚ等ௐ整લ当期७利ӹ 6
6�1 7,170

法人੫、住ຽ੫及び事業੫ 2
202 2,395

法人੫等ௐ整ֹ ˚�2 △35

法人੫等合計 2
120 2,359

当期७利ӹ �
550 4,810

ඇ支配גओにؼଐする
当期७利ӹ �� 26

਌会社גओにؼଐする
当期७利ӹ �
50� 4,784

連結キャッシュ・フロー計算書
લ࿈݁ձܭ೥౓
ࣗ�����೥�݄�೔
�����೥�݄��೔ࢸ

当連結会計年度
自 2024年4月1日
至 2025年3月31日

Ӧ業活動によるΩϟッシュ・フロー

੫ۚ等ௐ整લ当期७利ӹ 6
6�1 7,170
減価ঈ٫費 2
��1 2,837
ି౗引当ۚの૿減 （ֹ˚は減少） ��� 81
໾員ୀ৬Қ࿑引当ۚの૿減ֹ

（˚は減少） ˚1� 6

໾員৆与引当ۚの૿減 （ֹ˚は減少） � △8
ड取利ଉ及びड取配当ۚ ˚�25 △383
支෷利ଉ �� 67
ച上ݖ࠴の૿減 （ֹ˚は૿加） ˚1
1�6 1,374
୨Է資産の૿減 （ֹ˚は૿加） ˚15� △367
仕入࠴຿の૿減 （ֹ˚は減少） 1
65� △1,551
投資有価証݊ച٫ଛӹ（˚はӹ） ˚215 △528
ิ助ۚ及び助成ۚのड取ֹ � △173
その他 10� △288

小計 �
�11 8,236

利ଉ及び配当ۚのड取ֹ �25 383
利ଉの支෷ֹ ˚�� △67
法人੫等の支෷ֹ ˚1
��5 △2,304
ิ助ۚ及び助成ۚのड取ֹ � 173

Ӧ業活動によるΩϟッシュ・フロー �
10� 6,421

投資活動によるΩϟッシュ・フロー

ఆ期༬ۚの༬入による支出 ˚��� △1,150
ఆ期༬ۚの෷໭による収入 �2� 739
有ܗ固ఆ資産の取得による支出 ˚5
�15 △4,165
ແܗ固ఆ資産の取得による支出 ˚�� △97
投資有価証݊の取得による支出 ˚�0 △242
連݁のൣғのมߋを伴う
子会社ג式の取得による支出 �  △712

その他の支出 ˚1�5 △262
その他の収入 �0� 804

投資活動によるΩϟッシュ・フロー ˚5
��� △5,086

຿活動によるΩϟッシュ・フローࡒ

୹期आ入ۚの७૿減 （ֹ˚は減少） 60 171
長期आ入れによる収入 2
500 ̶
長期आ入ۚのฦࡁによる支出 ˚1
111 △138
自גݾ式の取得による支出 ˚0 △0
配当ۚの支෷ֹ ˚1
0�� △1,157
自גݾ式のച٫による収入 � 58
その他の支出 ˚� △26

຿活動によるΩϟッシュ・フローࡒ ��1 △1,093

現ۚ及び現ۚಉ等物に܎るֹࠩࢉ׵ ˚1�6 64

現ۚ及び現ۚಉ等物の૿減ֹ
（˚は減少） 2
5�0 305

現ۚ及び現ۚಉ等物の期ट࢒高 25
��� 28,454

現ۚ及び現ۚಉ等物の期຤࢒高 2�
�5� 28,760

財務諸表
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ۚ༥໊���ؔػ
��
���
ג���
������

ਓɾͦのଞݸ
�
���໊

��
���
ג���
������

๏ਓ౳ࠃ֎
��໊

�
���
ג���
�����

ͦのଞの๏ਓ
���໊
��
���
ג���
������

合計4,851名
55,577,526株

ۚ༥঎඼औҾऀۀ
��໊
���
ג���
�����

株式情報・会社情報
株式の状況 （2025年3月31日現在）

ॴ༗ऀผࣜג෼෍ঢ়گ�ʢ����೥�݄��೔ࡏݱʣ

発行可能株式総数 100
000
ג000

発行済株式の総数 55
5��
ג526

株主数 �
�51名

大株主 （2025年3月31日現在）
ओ໊ג ਺ࣜג ൺ཰ג࣋

こうあつ共栄会 �
2��
55� 1�.1��

デンカ株式会社 6
�25
��� 11.�5�

共栄火災海上保険株式会社 �
00�
000 �.25�

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） �
2�6
�00 5.���

日本酸素ホールディングス株式会社 �
1�2
000 5.6��

みずほ信託銀行株式会社
退職給付信託　みずほ銀行口
再信託受託者
株式会社日本カストディ銀行

2
�1�
000 �.�2�

株式会社三菱UFJ銀行 2
��1
�2� �.���

高圧ガス社員持株会 1
5��
52� 2.�5�

東洋電化工業株式会社 1
56�
�00 2.���

STATE　STREET　BANK　AND　
TRUST　COMPANY　505103 1
160
��� 2.10�

	注）持ג比率は、自גݾ式（���
。出していますࢉআして߇を（ג�56

商号 高ѹガス工業ג式会社

本社所在地 大ࡕ市๺۠中࡚੢2ஸ目�൪12߸ɹകాセンタービル2�֊

設立 1�5�年6݄26日

資本金 2�ԯ�
500ສԁ

従業員数 2
000名（連݁）

会社概要 （2025年3月31日現在）

事業場一覧

Ӧۀॴ
ຈӦ業所ࡳ ๺ւಓࡳຈ市౦۠බึொ12ஸ目1൪�6߸

੝ԬӦ業所 ੝Ԭ市手代৿5地ׂ1�-6ݝ手ؠ

新ׁӦ業所 新ׁݝ新ׁ市౦۠上Ԧ੉ொ1൪�0߸

Ӊ౎ٶӦ業所 ಢ໦ࣛݝপ市ໜ࿊662൪�
അӦ業所܈ ଠా市新ా໦࡚ொ1���൪地の1ݝഅ܈

ಉガスセンター内ڞഅ܈（ג）
ࣛౡӦ業所 ҵ৓ݝਆ੘市໦࡚2�60൪地
多ຎӦ業所 ౦ژ౎੨ക市຤޿ொ1ஸ目�൪6߸ 

δϟパンヘリウムセンター内（ג）
౦Ӧ業所ߐ ౦ژ౎ߐ౦ُ۠ށ�ஸ目�൪10߸ ৓౦日（ג）ࢎ内

ӋాӦ業所 ౦ژ౎大ా۠౦អ୩�ஸ目6൪15߸
ԣ඿Ӧ業所 ਆಸ઒ݝԣ඿市ۚ୔۠෱浦2ஸ目16൪1�߸

৔޻
ઋ୆工場 �੢ϲٰ�൪地ࣈଜాࣈଜాொ大܊ాࣲݝ৓ٶ

ಉ上ɹ੨৿ற在所 ੨৿ݝ੨৿市大ࣈฏ新ాࣈ৿ӽ�0൪地1
マル商ガス（ג）内

෱ౡ高ѹガスྲྀ通センター ෱ౡݝ෱ౡ市大࡫生ࣈ๺୩地1൪1߸
෱ౡおおざそうインター工業ஂ地内

ಉ上ɹࢁ܊出荷事຿所 ෱ౡࢁ܊ݝ市ాଜொ上行合ࣈೆ઒ా��-1

ಉ上ɹࢁ܊分ࣨ ෱ౡࢁ܊ݝ市待池୆1ஸ目�൪地
੢෦ୈೋ工業ஂ地ࢁ܊
AGCエレクトロニクス（ג）ࢁ܊工場内

૔工場ࠤ ઍ༿ࠤݝ૔市ੴ઒620൪地の1

ઍ༿工場 ઍ༿ݝઍ༿市Ҵໟ۠長প原ொ66�൪地

大ٶ工場 さいたま市๺۠今Ӌொ152൪5ݝۄ࡛

ಉ上ɹ所୔出荷事຿所 �1-151ڷদࣈ所୔市大ݝۄ࡛

ಉ上ɹ઒口出荷センター ઒口市౦ྖՈ5ஸ目1൪25߸（઒口૯合ݝۄ࡛
ガスセンター内テナントビル201߸ࣨ）

ਆಸ઒工場 ਆಸ઒ݝฏ௩市౦๛ా5��൪地

౦ژ事຿所 ౦ژ౎ઍ代ా۠内޾ொ1ஸ目2൪1߸
日土地内޾ொビル�֊

ग़ுॴ
๺཮出ு所 ෱Ҫݝӽલ市෎中�ஸ目1�൪20߸ Ӊ野ࢎ素（ג）内

࢛日市出ு所 �日市市ೇொ小૔105�൪地࢛ݝ重ࡾ

౎出ு所ژ ノ੢ொ10൪地ٶ౎市ೆ۠٢঵Ӄژ౎෎ژ
ઘ産業内（ג） 

長࡚出ு所 長࡚ݝ長࡚市ਂງொ1ஸ目21൪地
ハϠシカネエネルギー（ג）ೆ Ӧ業所内

඿দӦ業所 静Ԭݝ඿দ市中ԝ۠ਆాொ1��1൪地

य़日ҪӦ業所 Ѫ஌ݝय़日Ҫ市上ాָொ25�6൪地の1

名Ӧ業所܂ 名市能෦�1�൪地܂ݝ重ࡾ

࿨ՎࢁӦ業所 ࿨Վݝࢁ࿨Վࢁ市໦ノ本��1൪地

ԬࢁӦ業所 Ԭݝࢁ૔ෑ市ࣇౡӉ野௡20�0൪地2�

দࢁӦ業所 Ѫඤݝদࢁ市ೆ٢ాொ2066൪地1

๺۝भӦ業所 ෱Ԭݝ๺۝भ市ށാ۠຀5ࢁஸ目1൪10߸

෱ԬӦ業所 ෱Ԭݝ૮԰܊പ԰ொߕ஥原�ஸ目2൪2�߸

本Ӧ業所۽ Յౡொ上஥ؒ���൪地1܊上ӹ৓ݝ本۽

ԆԬӦ業所 ԆԬ市大෢ொ1�15-1ݝ࡚ٶ

名ݹ԰工場 Ѫ஌ݝ大෎市๺࡚ொۨ場66൪地

௡工場 ௡市あのつ୆5ஸ目1൪地2ݝ重ࡾ

࣎լ高ѹガスྲྀ通センター ࣎լݝ౦近ߐ市ݸޒ૳઒並ொ�6�൪地

լ工場ߕ ࣎լߕݝլ市ߕլொௗډ野1665൪地
新名ਆߕլ工業ஂ地内

౎工場ژ �ϲ৿�൪地のٶล市૲内ాژ౎෎ژ

工場ࡖ 大ࡕ෎ࡖ市中۠෬ඌ�5൪地

ཽ野工場 ฌݝݿたつの市༖保ொ༖保中2��൪地

೻ຏ工場 ฌݝݿたつの市༖保઒ொ半ా610൪地

ಉ上ɹඣ路出荷事຿所 ฌݝݿඣ路市࢛ڷொࢁ࿬106൪�

Ԭࢁ工場 Ԭۄݝࢁ野市ాҪ�ஸ目��൪6߸

ౡ工場޿ ߸௡口�ஸ目2൪12ࡾ市҆浦ொޖݝౡ޿

大分工場 大分ݝ大分市原઒2ஸ目2൪2�߸

グループ会社一覧（連結対象外のものを含む）
 式会社ג容通商߂  ˔

˔  Ӊ野ࢎ素ג式会社 

˔  高ѹত࿨ボンϕג式会社 

˔  ウエルテックμイサンג式会社 

˔  ౦日本高ѹג式会社 

˔  新ׁ高ѹガスג式会社 

˔  ҆浦アセチレンג式会社 

˔  ઋ୆アセチレンג式会社 

˔  ๺ւಓアセチレンג式会社 

˔  ਗ਼水アセチレンג式会社 

˔  ੢日本高ѹガスג式会社 

˔  ੢日本アセチレンג式会社 

˔  ๺۝भガスセンターג式会社 

˔  マル商ガスג式会社 

˔  ウエルテックג式会社 

˔  気ઋপࢎ素ג式会社 

 式会社ϢϛϠマג  ˔

 式会社δョーサンג  ˔

˔  ,G,サービスג式会社 

˔  क԰ࢎ素ג式会社 

˔  大๛商事ג式会社 

˔  名༹ذ材ג式会社 

 式会社ઘ産業ג  ˔

˔  カトウࢎ素ג式会社 

 式会社ג工業ࢩנۚ࠭  ˔

 式会社ג高ѹガスエンδニアリンάڞࡾ  ˔

˔  中国ࢎ素ג式会社 

 式会社גѥガス工業ڠ  ˔

 ࿨ガス商会ࡾ式会社ג  ˔

˔  ウエルデΟンάガス۝भג式会社 

˔  य़日Ҫガスセンターג式会社 

˔  ౦༸高ѹガスג式会社 

 式会社新ׁガスセンターג  ˔

 式会社ג高ѹガスࢁ܊  ˔

˔  ౦燃高ѹג式会社 

˔  ௡ガスセンターג式会社 

 式会社ג名ϗームガス܂  ˔

˔  ໌ւガスג式会社 

 式会社エル・エψ・δー輸送ג  ˔

 式会社גࢎ国ӷࡾ  ˔

˔  ੴ઒ガスセンターג式会社 

 式会社ナンエπプロパンג  ˔

˔  ๺཮高ѹガスӡ輸ג式会社 

˔  VJetnaN 4QeDJaMtZ GaTeT Co.
 -tE.
ɹ  （クリオガス） 

˔  ケー・エψ・エスג式会社

˔  スズカフΝインג式会社 

 式会社チϟーδ技研ג  ˔

˔  スズカケϛーג式会社 

˔  アサώ塗料ڵ産ג式会社 

˔  ਿా塗料商事ג式会社 

 式会社઒波ג  ˔

 式会社ג重塗装工業ࡾ  ˔

˔  ླࣛ配送ג式会社 

˔  ,oatTu GaT ,oHZo VJetnaN Co.
 -tE. 

 式会社スϛコエアーג  ˔

ॴڀݚ

土浦研究所 ҵ৓ݝ土浦市๺ਆཱொ�൪1߸ 
高ѹত࿨ボンϕ（ג）土浦工場内

౦ژ研究所 ઍ༿ࠤݝ૔市ੴ઒620൪地の1 ࠤ૔工場内

● ガス ● 化成品 ●共通（ガス・化成品・その他）
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